



























































コンプリート・ノービス４




覚醒せし妖精








田尾典丈





[image: ]

富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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現実では決して叶えられないものがあり、

　　仮想であればこそ至れる極致がある


──獅子聖エリゼ
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■プロローグ









「ねえ、イチ兄。もし、レナが攫さらわれたらどうする？」

「出し抜ぬけに何を言ってるんだ、お前は」

「いいから、いいから、いいからさ」

「警察に言うんじゃないか？」

「違ちがうよ。この世界アストラル・イノベーターでの話だよ」

「じゃあ、運営に言う」

「ぶー。もう、イチ兄はなんでこうも話の流れが読めないかなぁ」

「いや、それで理解しろってお前……」

「頼たよれるのが自分だけだった場合に、どうするかって話だよ」

「だったら最初からそう言えよ。まあ、お前がソウルアウトをすれば──」

「むー」

「……そういう話でもないんなら、助けに行くよ」

「えへへ。じゃあ、さ。助けるために、悪に手を染める？」

「また随ずい分ぶんとドラマ性を入れてきたな……。悪ってどの程度の悪だよ」

「うーん、身み震ぶるいしちゃうような悪かなぁ」

「その悪の度合いと、お前の危険度にもよるが……それでお前が助けられるなら、染めるんじゃないか？」

「ぶっぶー！　不正解！」

「ええ～……」

「イチ兄は悪に手を染めちゃダメなんです」

「ダメなのかよ。じゃあ、どうしろって言うんだ」

「悪に手を染めないで颯さつ爽そうと助けるの」

「……ホントにお前は夢見がちだな。俺は将来が心配だぞ」

「いいんだよ、イチ兄にずっと面めん倒どう見てもらう予定だから」

「あのな……」

「だから、レナがピンチになったら王子様みたいに助けに来てね！」

「王子様は保証できんが……まあ、万が一そんなことになったら努力はするさ」








■第一章









　雲雀ひばり工こう房ぼうの食堂は今日も賑にぎわっていた。

　木造に似合った木製のテーブルに何人もの冒険者プレイヤーが顔をつき合わせ、いつものように雑談に勤いそしんでいる。

　ただ、いつもは馬ば鹿か騒さわぎしている連中が、今日は妙みように真ま面じ目めな顔付きをしていた。

　前回、ピストレイアで起きた事件がすでにファルセリアにも広がっているのだ。

「あのＰＫプレイヤーキラーの言ってたこと、少しわかるんだよな。現実持ち込まれると褪さめるって。戦せん闘とうしてる横で、現実感のある話をされてもなぁ……」

「そんなにそれがイヤならオフラインゲーやってろって話じゃん。オンラインゲーってのはそういうもんだろ」

「他人がイヤなわけじゃないんだって。俺とかもそうだけど、ＣＰＵ相手じゃなくて人間と交流しながら、ファンタジーを冒険したいわけよ」

「そりゃ傲ごう慢まんだろ。単純にお前ら俺の思うとおりに振ふる舞まえって話だし。それに今時のオフラインゲーでもＡＩは秀しゆう逸いつだぞ。人間と見み紛まがうぐらいに」

「物理モデルが秀逸なのは、〈アストラル・イノベーター〉しかないじゃん」

　と、ＰＫの是ぜ非ひはともかく彼らの叫さけんだことは、ここファルセリアにも少しばかり影えい響きようがあるようだった。冒険者たちは喧けん々けん囂ごう々ごうとしている。

　ＰＫをした黒くろ騎き士したち──彼らは矛む盾じゆんした思いを抱かかえていた。

　人間とは交流したい。しかし、そこの住人たちに現実を持ち込まず、役割ロールを演じてほしい、と。

　しかし、大多数の意見は『オフラインゲームをやれよ』というものだ。

　耐たえられないほど嫌いやなことがあるなら、単純にやめればいい。真理である。

　ＭＭＯ多人数同時参加型オンラインＲＰＧというのは一度のめり込むと抜け出すのは難しい。快感や培つちかった人間関係、使ってきた時間等々、様々な要素がやめる決意を揺ゆるがす。

　あそこまでの凶きよう行こうに至った理由はきっかけがあるのか、あるいは積もり積もったものか、

『結局は聞き出してみないとわかりませんわ。ヤルシュカに任せます』

　というのがイチノが聞いたヒルトの推測だ。

「イチノ、何してるの？」

　イチノがテーブルに座って食堂の観察をしているところに、サクラが傍そばへと寄ってくる。そして首を傾かしげて、テーブルの上に乗ったものをしげしげと眺ながめた。

「アイテム道具の選別だ。何を持っていくべきか……」

「どこに行くの」

「〈八や咫た烏がらす〉のギルドホームだ」

　するとサクラは訝いぶかしげな顔をする。

「本気なの？」

「当然だ。行かない理由がない」

　例のＰＫ騒さわぎが終わり──、

『イチノ殿どの。〈八咫烏〉のギルドホームまで来なさい』

『条件次し第だいで恋れん──あなたの妹について教えてあげましょう』

〈八咫烏〉のスパイであり、今回のＰＫ騒そう動どうを陰かげで糸を引いていた男──バルトロの言葉。

　彼の言葉が、真実かどうかはわからない。

　だが、一いつ般ぱんには知られていない恋の名前を知っていたことは無視できなかった。

　レナというプレイヤーネームでソウルインしていたが、リアルの名前を明かしたことは一度もないはずなのだ。

　少なくともギルドメンバー以外には……。

「罠わなに決まってるじゃない。行くべきじゃないわ」

「それでも行かなきゃ進めない。仮に罠があったとしても逃にげ切れるようにアイテムは準備しておかないとな」

　すると作っていた料理作業が一段落したのか、この店の店主、ひばりがやってくる。

「危険になったらソウルアウトすればいいのでは？」

「最終的にはそうするけど……できる限り、その方向性はナシで」

　ひばりは不思議そうな表情を浮うかべたものの、それ以上指し摘てきをしなかった。

「にしても、もう行くのは完全に決まってるんだ……」

「まあ現状、他にやることも特にないからな」

　チュートリアルダンジョンにいるボスを倒たおすという目標はあるが、例の爆ばく弾だんやアレスに頼たのんでいるアイテム等も含ふくめて、情報待ちという事情もある。

　そして、柱時計がボーンボーンと低い音で鳴り響ひびいた。

「もう十二時か。俺はそろそろソウルアウトする」

「わたしもそろそろ店をＡＩさんに任せて、お暇いとますることにします」

「私も出るわ。明日あしたも学校だしね」

　そして三人は揃そろって自分の部屋へと戻もどり、この日のゲームを終えた。




　　　　◇　◇　◇




　この日は朝から天気も良く、澄すみ渡わたるような青空だった。

　弌はじめ自身はあまり空を見上げることもなかったが、咲さく良らと出会って以降、少しだけ空を見上げることが多くなった。こんなに澄み切っている空であればなおさらだ。〈アストラル・イノベーター〉に追われる精神を一休みさせることができる気がしている。

　視線を空から地上に戻すと、見知った後ろ姿が目に入った。いつもと同じように、とろとろと異常なほどゆっくり歩いている。

「咲良。おはよう」

「あ、お、おはよう。弌くん」

　弌を見て、少しホッとした笑えみを浮かべる。会えて嬉うれしい、そんな笑顔だ。

「今日、数学の小テストだよ？　大だい丈じよう夫ぶ？」

「大丈夫じゃないけど、大丈夫だろ」

「もう……。弌くんって、ゲームのこと以外、全部適当なんだから」

「そんなこと言われてもな……」

「今日の小テストは、微び分ぶんの──」

　咲良は委員長をやっていることもあってか、学校ではとても生き真ま面じ目めだ。

　勉強の成績も良好だし、先生の覚えもいい。体育の成績も良く運動部に誘さそわれているところも弌は何度か見ている。

　武道の方では類たぐい希まれな才能を発揮していたから、運動神経がいいのも当然かもしれない。

　もっとも弌は咲良の強さは運動神経だけではなく、もっと別のものと思っているが。

「弌くん……聞いてる？」

「……一応」

「ノートを交えて解説しないとダメかな」

　教室に行っても予習から逃のがれられないことが確定した。




　弌たちが教室に入ると、生徒たちはいつもよりもざわついていた。

　妙に浮き足だっている……というか全体的にワクワクしているようだった。特に男子が。

「……どうしたんだ？」

「さあ？」

　すると、近くにいた佐さ藤とうが意い気き揚よう々ようと説明を始める。

「転校生が来るんだってよ」

「へぇ、この時期に高校生で転校生とは珍めずらしい」

「まあ、事情はあるんだろうけど。ちなみに女だって」

「それで妙に男子が浮き足立ってるのか」

「そりゃ青春はしたいからな。お前らみたいに」

　佐藤が弌と咲良を交こう互ごに見る。

　その意図を察した咲良は顔を見る見る真っ赤にした。

「……何か誤解してないか？」

「ふたりで遊園地行っといて誤解も六階もあるか」

　古くさいことを言いながら、佐藤の目はとても恨うらみがましいものになっていく。

　そもそも咲良と遊園地に行ったのは、『黒騎士を誘おびき出すための練習』であって、それ以外の意図はないのだ。

　ただ、やはりクラスメイトに見られたせいで、ふたりきりで遊園地に行っていたという情報が完全に共有されていた。

「まったく……。羨うらやましい限りだ」

　なんとも言えず、弌は無言で席に座る。咲良もその左ひだり隣どなりに座った。

　そして、本ほん鈴れいのチャイムと同時に担任教師が入ってきた。

「あー。なぜか皆みな知ってるようだが、転入生がこのクラスに入る。入ってきなさい」

　扉とびらが開く。

　別の学校の制服を着た少女が、教きよう壇だんへと上がった。

　何よりも目立つのはその腰こしまで伸のびた銀色の髪かみ。外国人のような顔立ちの中に、少し和の雰ふん囲い気きを感じさせる。健康的な肌はだはとても目に眩まぶしい。背も高くまるでモデルだった。

　彼女はチョークを手に取って、黒板に向かい指を軽快に踊おどらせる。




　月つき見み　紅葉もみじ




　書き終えた彼女は振り返って、生徒たちを見回しながらニコリと笑みを浮かべた。その笑みに男女問わず、魅み了りようされたらしい。

「月見紅葉と言いますー。よろしく～」

　ふにゃっとした、とても馴な染じみやすい顔だ。

　そして、教師が「質問があるなら──」と言いかけたところで、

「弌君！　久しぶり！　会いたかった！」

　と、口走った。教室に響き渡る、とても大きな声で。

　その表情はこれ以上ないというほど嬉しそうな顔。その上、そんな表情のまま、弌に向けてぶんぶん手を振っている。

　一いつ瞬しゆんだけ、しーん……と教室内が深しん閑かんとして──。

　少しずつざわつきが大きくなる。隣となり同どう士しでこそこそと話をし始めた。

　その騒ぎは伝染するように広がっていく。

「え、何？　野の上がみの知り合い？」「もしかして昔の彼女とか？」「恋こい物もの語がたりの匂においを感じる」

　勝手なことを喋しやべりながら、クラスメイトたちは想像力を羽ばたかせている。

　そして、当の弌はというと、完全に困こん惑わくしていた。

（…………………………………………………………………誰だれだ？）

　まったく記き憶おくにない。

　顔にも、名前にも、雰囲気にも。幼よう稚ち園えんの頃ころに出会った……という体ていだとしても、なぜ向こうが気付いたのかという問題もある。

　そんな風に悩なやんでいる間、隣の咲良はというと……。

　完全に茫ぼう然ぜん自じ失しつとしていた。

「ゴホン！　……あー、知り合いなのか。野上」

　教師が面めん倒どうくさそうにじろりと弌を睨にらむ。

「……いえ、すいません。記憶には……」

「えー、私のこと、わかんないー？」

　弌が首を振ふると、紅葉の表情が一転曇くもる。悲しそうな顔をして、俯うつむいてしまった。

「悪いが、まったく記憶にないんだが……」

「んー……。まあ、しょうがないか」

　これ見よがしに溜ため息いきを吐ついて、肩かたを落とした。

　教室中から「うわ、野上サイテー」とか「立てたフラグは覚えておけよ、もったいねぇ」等といった声が飛び交かっている。

　謂いわれなき非難を受けている気がしたが、弌に止める術すべもない。

「えっと……俺らはいつ──」

　詳くわしい話を聞けばいいだろうと、弌は紅葉に質問をしようとしたが、

「あー。細かい質問や再会はホームルームの後にやってくれ」

　教師が弌の言葉を遮さえぎって、紅葉に席へ行くよう促うながす。

　指を差した先は弌の右隣だ。

「じゃあ、あそこに座れ。野上、頼んだぞ。知り合いらしいしな」

　待ってくれ、と言う間もなく、紅葉はそのまま弌の隣に座る。

「よろしくねー。弌君」

「あ、ああ……よろしく」

　笑顔を向けられた。向日葵ひまわりのような明るい笑顔。

　だが、やはり弌は何も思い出すことができなかった。




　ホームルームが終わって、

「どっから来たのー？」「野上との関係はー」「彼氏っているー？」「趣しゆ味みどんなー？」

　隣に座った転校生の紅葉はクラスメイトたちに質しつ問もん攻ぜめにされつつある。

　弌は人口密度の上がり始めた席周辺から脱だつして廊ろう下かに出た。自分との関係を問われてもわからないし、混乱する予感しかなかった。

　廊下に出て、疲つかれたように一息吐く。

「……あの人誰」

　その疲れをさらに加速させる、顰しかめっ面つらをした少女がついてきていた。

　咲良は不安そうな、それでいて怒おこっている、そんな様子だ。

「いや、知らないんだが」

「……すっごい親しそうだった」

「そう言われてもな。覚えてないものは覚えてない」

「結けつ婚こんの約束をした幼おさな馴な染じみ？」

「ベタすぎるだろ。そんな約束をした幼馴染みはいない」

「昔転校していった恋こい人びと？」

「俺の覚えている限り、転校していった女の子なんていないぞ」

「じゃあ……」

「だから知らないやつだっての。こっちゃ名前だって覚えてなかったんだぞ。さすがに紅葉なんて名前を忘れることはないと思うんだが」

「それじゃ、なんで弌くんの名前を知ってたの……？」

　それを言われると、弌としても困るところだった。

「……それなんだよな」

　子供の時は父に連れられて、会社の様々な人に挨あい拶さつをしてきた。

　ただ、そんな中に同世代の女の子はいなかったのだ。月見という名字にも心当たりはない。もちろん、紅葉という名前にもだ。

「ま、タイミングを見て、本人に聞いてみるしかないか」

「……聞くの？」

「聞かなきゃ謎なぞが解けないだろう」

　咲良はとても不満そうな顔だった。




　教室に戻もどると本鈴が鳴って、すぐに教師がやってきて授業が始まる。弌から紅葉に質問をする暇ひまもない。

　授業が始まる前に、紅葉が勢いよく手を挙げた。

「すいません。私、まだ教科書が来てないんですがー」

「ああ、そうか。じゃあ、隣の……野上、見せてやりなさい」

　ほんの少しだけ申し訳なさそうな顔を作って紅葉が机を寄せる。

「弌君、ありがとねー」

「いや、別に……」

　机と一いつ緒しよに身体からだまで密着させた。

「お、おい。何でそんなにくっつくんだ」

「ちょっと目が乱視気味でさー。この距きよ離りだと、近づかないと教科書見えないんだよね」

「黒板は見えるのか」

「ああ、それは大だい丈じよう夫ぶ」

　なんだそれは……と思うような余よ裕ゆうもなかった。

　肩がぴったりと寄り添そうほどの距離。

　髪から漂ただよう淡あわい柑かん橘きつ系の香かおりが弌の鼻び孔こうをくすぐった。

「……授業の方、大丈夫か？」

　女の子が寄り添っているという焦あせりを誤ご魔ま化かすように弌は紅葉に質問を投げる。

「うん。大丈夫ー。前にいたところと大して変わってなさそうだしね」

「それならいいけど」

「心配、ありがとー」

　そして、弌も授業に集中するべく黒板に目を向ける。

　だが、そこで不ふ穏おんな気配が左側から突つき刺ささった。

　顔を動かさずに目だけで見ると、咲良が仏ぶつ頂ちよう面づらで弌を睨んでいる。教科書で口を隠かくしているが、目元から不ふ機き嫌げんさが滲にじみ出ていた。

（なんだってんだ……）

　小さく溜息を吐き、黒板の文字をノートに書き写していく。

　だが、教師の言葉を聞き取ろうとしても、密着する紅葉が気にかかって仕方ない。

　弌は教科書を紅葉側に押しやった。

「え、そんな。悪いよー」

「いいから。身体が密着する方が集中できない。俺はここからでも読めるから」

「うーん、弌君。うぶだなぁ。私は気にしないよ？」

「……授業中としては、真っ当な行動だと思うが」

　だが、それでも紅葉は身体の密着をやめようとしない。

　ギリ……と擦こする音が弌の耳を掠かすめる。

　見れば咲良が歯を食いしばっていた。不機嫌さはマックスに近いらしい。

　右隣で密着され、左隣では不機嫌な視線が突き刺さる。

　そんな胃の痛くなる授業が結局、六時間目の授業が終わるまで続いた。




　放課後になって、弌はとても疲れた顔をしていた。

　授業に疲れたわけではない。ただただ、精神的に疲ひ労ろうをしているだけだ。

「ねー、弌君ー」

「……なんだ」

　その元げん凶きようである紅葉が遠えん慮りよもなく話しかけてくる。弌は若じやつ干かんぶっきらぼうに応じたが、それを気にする様子もない。

「一緒に帰らない？　そうすれば思い出すかもしれないしー」

「……というか、俺はお前といつ会ったんだ？」

　放課後になってようやくしたかった質問をする。

　だが、紅葉は悪戯いたずらをする猫ねこみたいに笑った。

「ヒ・ミ・ツ。わからないんだったら、ちゃんと明かしてほしいしー」

「なんだそれは……」

　そうしてイチャイチャと話していると──弌からすれば、普ふ通つうに会話しているだけだったが、またも不機嫌オーラが肌はだに突き刺さる。

「……は、弌くん。か、帰ろう」

　咲良がふたりの会話を遮しや断だんするように声を掛けた。

　三人は気付いていないが、教室内のクラスメイトたちは興きよう味み津しん々しんになって成り行きを見守っている。

「あ。ああ……」

「ふーん……あなたが、ねー」

　弌が席から立ち上がると、紅葉は不敵な笑えみを浮うかべた。

「な、何よ……」

「なんか、弌君には合わないって感じー？」

「なっ！」

「凸でこ凹ぼこすぎて似合ってないっていうかー」

「な、何を……！」

「あ、ゴメンね。歯に衣きぬを着せるの忘れたー」

　しれっと言う。

「な、なんなの……もう……！　は、弌くん……！　この人に、どこで何をしたの!?」

　咲良は思わず弌に詰つめ寄る。

〈アストラル・イノベーター〉でも見せない殺気を纏まとって迫せまると、弌の身体は思わず引いた。

「い、いや、だから……知らないんだって」

「親しすぎ……！」

　相当なイライラが募つのっているようで、今にも噴ふん火か寸前だ。

　確かに紅葉の親しげな様子は、傍はたから見れば昔むかし馴な染じみ以上にも見えるだろう。

　だが、弌には誓ちかって記き憶おくがない。

「き、きっと忘れてるだけ……」

「いや、さすがにそれは」

　そんな風に咲良が一方的に疑う会話を、クスクスと紅葉は眺ながめている。

「ま、いきなりだったからね。今日は諦あきらめるよ」

　少し残念そうに言って、紅葉は鞄かばんを取った。

「じゃーねー」

　と、弌にひらひらと手を振ふりながら、軽かろやかに教室から去って行く。

「……なんだったんだ」

　弌がようやく終わったか、と胸を撫なで下ろす。

　だが、ここは教室内であり、まだクラスメイトたちは残っているのだ。

「……日ひ比び野の、押されてる？」「やっぱり昔馴染みには……」「完全に負けてたねー」

　等と勝手な噂うわさが立っていた。

（勘かん弁べんしてくれ）

　それもまた弌の精神を疲ひ弊へいさせる。

　そして、もうひとりの当事者である咲良はというと、

「うぎぎぎぎ……」

　怒いかりを剝むき出しにして頰ほおを膨ふくれさせながら、紅葉の去った方を睨にらみ据すえていた。




「誰だれなの」「どこで会ったの」「何で弌くんを知ってたの」

　マシンガンと形容できるぐらい詰きつ問もんが飛ぶ。

　ふたりでの下校中、咲良はずっと肩かたを怒いからせて弌に問うていた。

「だから知らないっての」

　弌はそう言う他ない。

「鼻の下伸のびてる」

「伸びてない」

　すっかりご機き嫌げん斜ななめで弌はご機嫌取りに必死だった。

「というか、なんでそんなに怒おこってるんだよ」

「怒ってないもん」

　どう考えても怒っているが、それをまた否定するとさらに不機嫌になりそうなので弌は口を噤つぐんだ。

「あ、あんなに授業中ベタベタくっついて」

「向こうが教科書持ってないんだから仕方ないだろ。先生に俺が指名されるし」

「あそこまでくっつく必要ないもん」

「いや、それは向こうがくっついてきたからで」

　もはや咲良も意固地になっているのか、何を言っても反論してくる。台風が過ぎ去るのを待つ心境で弌は咲良に相あい槌づちを打ちながら、機嫌を直すべく糸口を探した。

「本当に知らなくてだな──」

　時間をかけて説明を続け、どうにか咲良の怒りが下火になりつつある中、ふと弌の顔に水すい滴てきが落ちる。

「あれ？　雨……」

　咲良が戸と惑まどっていると、その水滴はどんどん勢いを増してついには滝たきのように落ちてきた。弌と咲良は揃そろって走る。

「うわ、ゲリラ豪ごう雨うか？」

「か、傘かさ持ってきてないのに……」

「天気予報じゃ降水確率ゼロパーセントだったはずなのになぁ」

　天気予報の精度は年々上がってきているが、こういった突とつ発ぱつ的な雨だけはまだ的中率百パーセントというわけにはいかなかった。

「洗せん濯たく物ものは雨を検知して自動で取り込まれるだろうが……」

　今は自分自身の濡ぬれ具合を心配しなければならないほどだ。

　すぐに止やむかと思われたが、雨の勢いは強くなる一方だった。

　まだまだ続きそうで、数分で止むようには見えない。空も完全に雨雲に覆おおわれていた。

「あ、雨宿りできるところは……」

「この近くにはないな」

　周辺は住宅街で雨を凌しのぐには人の敷しき地ち内に入るしかない。

「ど、どうしよう……」

　そんな咲良の言葉を聞いて、一いつ瞬しゆんの逡しゆん巡じゆんの後、弌は提案する。

「うちに来い。タオルも貸せるし、服も乾かわかせる」

「えっ……」

　その提案が意外だったようで、咲良は目を点にする。

「俺の家の方が近いしな。今、家に誰もいないから、それが嫌いやなら──」

「う、ううん！　行く！」

　咲良は必死に食いついた。

「そ、そうか」

　ふたりは鞄を傘代わりにしつつ、ずぶ濡れになって弌の家へ向かう。

　そして、一分ほど全力疾しつ走そうして、弌の住む家に辿たどり着いた。

　咲良は弌の住む一いつ軒けん家やの外観を眺める暇ひまもなく、玄げん関かんの中へと入る。

　ふたりは、ようやく雨から逃のがれることができた。

「ふー……。酷ひどい雨だったな」

「ホントに」

　弌は肩で息をしながら呼吸を整えている。

　対して咲良はそこまで疲つかれているわけでもなく、平然としていた。

「お前、どんな心肺してるんだよ」

「べ、別に……。普通だもん」

　咲良は言われて恥はずかしそうに目を逸そらした。

　そんな咲良の服はずぶ濡れになっており、ちらりと目に入る胸むな元もとはかなり透すけてしまっている。すぐに視界から追いやり、弌は家に上がった。

「タオル取ってくる。上がって待っててくれ」

「う、うん。で、でも廊ろう下かが、ぬ、濡れちゃうよ？」

「どうせ、俺ので濡れるから気にするな」

　そう咲良に言って、弌は洗面所へと足を向ける。

　普ふ段だんと同じように、洗面所の扉とびらを開けた。

　洗面所と風ふ呂ろ場ばは、スモークガラスの扉を挟はさんで一体型だ。

　その風呂場の電気が点ついていた。洗面所の電気も点けっぱなしである。

　さらに言えば、風呂場の中に人ひと影かげがあった。

　この家は今、ほぼ弌のひとり暮らしで成り立っている。父親の仁じんが時折、夜遅おそくに帰ってくるぐらいで、こんな夕方の時間に風呂を使う者はいない。

　母や妹がいればあるいは可能性としてはあり得るかもしれないが、妹は母の実家方の病院にいるし、母はそれに付き添そっている。こちらから赴おもむくことはあっても、向こうからこちらに戻もどってくることはない。

　弌が、誰だ？　と警けい戒かいしながら戸惑っていると、カラララ……と音を立てて、スモークガラスの扉がスライドする。

「えっ」

「あ」

　全ぜん裸らの少女がそこにいた。

　金きん髪ぱつの幼い少女で、歳としは中学生か高校生程度だろうか。透き通るような白い肌はだは、水に濡れていることもあってか繊せん細さいで肌理きめが細かい。ほっそりとした体付きは成長途と上じようだったが、そのバランスはまるで芸術作品に見えるほど整っていた。
















「うわああああああああああああああああああああああああああああっっっっ！」

　悲鳴をあげる弌を前に、目の前の少女はキョトンとした表情を浮かべて首を傾かしげる。

　弌が見知らぬその少女はじろじろと弌を見るだけで動じていない。裸はだかを見られているにも拘かかわらずだ。

「Ａｒｅ　Ｙｏｕ，Ｍｒ．Ｈａｊｉｍｅ？」

　その口から英語が飛んでくる。

　普段の弌であればこの程度の英語ぐらい聞き取れたであろうが、今は少女の裸を前に身体からだも頭も硬こう直ちよくしていた。

「は、弌くん！　ど、どうしたの!?」

　そこへ咲良が慌あわててやってくる。弌の悲鳴を聞きつけてやってきた咲良だったが、その光景を見て絶句した。

　全裸の幼い少女に、それを前にして固まる男子の図。

〈アストラル・イノベーター〉の中での彼女ならば、あるいはその冷静な判断力で異常を察したかもしれないが、このリアルでは発揮されない。

「な、な、な、な、な、な、なにやってんの───────────────!?」

　この日一番の怒りが噴火した。




　弌と咲良はタオルで身体を拭ふいて、見知らぬ少女は服を着て、少し落ち着いた。

　弌と咲良の制服は部屋干しにされている。咲良は、弌が母親の服と妹の服から見み繕つくろって渡わたした服を着ていた。

　混乱の収まった三人はリビングで一息吐つく。

「いや、ごめんね。ミスター仁に家を勝手に使っていいって言われてさ。長旅で疲れてたもんだから」

　謎なぞの少女は平然と口を開いた。その言葉は日本語で、これには弌と咲良もホッとした。

「えっと……あなたは？」

　弌はようやくといった形で名前を尋たずねる。

「ああ、プリシラだよ。プリシラ・テレジア・カーリン。名前聞いたことない？　日本じゃあんまり馴な染じみがないかもだけど」

「プリシラって……もしかして、〈アストラル・コンバーター〉の？」

　それには咲良が恐おそる恐る尋ねた。

「イエス。〈アストラル・イノベーター〉の基幹システムのミドルウェアを作ったんだよね。まさかゲームに使われるとは、プリシラにとっても意外だったけど」

　その名は弌も知っている。

　いや、およそ〈アストラル・イノベーター〉に深く関かかわっている者でその名を知らない者はいないだろう。

　人の性格──いや、魂たましいすらもデータ化し、デジタル上でそれをシミュレートするハードウェアとプログラムを作った天才科学者。

「実はまだ子供という噂うわさは聞いていたが、まさか本当だとは思わなかった」

「まだ十五歳だからね。育ち盛りなんだ」

　ここ数日、仁や栗くり林ばやしが頻ひん繁ぱんに名前を挙げていた人物でもある。そして、データ化したままになっている妹の恋を助けるための、最後の砦とりでと言ってもいい。

「じゃあ、うちの親父おやじに会いに？」

「イエス。でも、会社側に来られるのは不都合だからってことで、家に待機してほしいって言われたんだよね。仁が帰ってくるって言ってたんだけど、変なの見せてごめんね」

「い、いや、むしろこっちこそ裸見ちゃってゴメン」

「んー、別に裸ぐらいどうってことないけど……こんなの見たいの？」

　そう言ってプリシラは服を脱ぬごうとする。

「だ、ダメです！　脱いじゃ！」

　咲良が慌てて止める。そして、キッと弌を睨にらみ付けた。

「俺は何も言ってないだろ……」

「エッチな目つきしてた！」

「どんなだよ」

　そんなやり取りをしていると、カラカラとプリシラは笑う。

「一応お忍しのびなんだよねー。ソーシャルネットとかでプリシラがここにいることを明かしたりするの禁止ね」

「バレたらまずいのか？」

「そりゃね。会社に行かなかったのは、クラッカーにバレないようにするためだろうし」

　そう言ってプリシラはちらりと咲良の方を見る。

　言っていいの？　という視線だ。

　弌はこくりと頷うなずいた。

「彼女は協力者だ。大体のことは全部伝えてある」

「へー。信しん頼らいしてるんだ？」

「まあ、な」

　何にせよ、この場に弌と咲良がいても仕方がないのだ。

「父さんがいないとどうしようもないんだろ？　ちょっと電話を──」

　その瞬しゆん間かんに、所持している携けい帯たいに着信を知らせるランプが点つく。ディスプレイを確かめると、父の仁からだった。

「もしもし。父さん？」

『弌、今どこにいる？　家か？』

「ああ。もう家に帰ってるけど」

『プリシラ氏はもう家に来てるか？』

「今、目の前にいるよ」

『そうか。ちょっと代わってくれ』

　言われたとおり、携帯をプリシラに差し出した。

　プリシラが受け取ると、一通りの挨あい拶さつをしてからすぐに会話が始まる。

「あら。はいはい。そういうことなら了りよう解かい。いいよいいよ。こっちの旅行費とかそっち持ちだしさ。じゃあ、明日あしたはよろしくー」

　会話が終わると、プリシラは携帯を弌に返しながら口を開いた。

「ミスター仁は今日は帰ってこられないってさ。日本人は勤勉だねぇ。まあ、プリシラも忙いそがしい時は三さん徹てつとかするけど」

「か、身体に悪いですよ……」

　咲良が心配そうな表情をする。

「ま、若いうちは大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。〈アストラル・コンバーター〉を作ってから、もう次の目標も決まってるし。やることはいくらでもあるけど、多少は命の洗せん濯たくしないとね」

　そんな気楽な様子のプリシラに弌が少し真ま面じ目めな口調で問う。

「ひとつ聞きたいんだが」

「ん～？」

「今回の件、プリシラはどう考えてる？」

「妹さんのこと？」

　弌は当然のように頷いた。

「ゲーム内に人格データが囚とらわれてソウルアウトできないってことはあり得るのか？」

「普ふ通つうにやったらあり得ないよ。そんなことは」

「……じゃあ、普通じゃない？」

「まあね。正直なところを言えば、うちの〈アストラル・コンバーター〉に秘ひ密みつ裏りに手を入れたんじゃないかと思ってる。〈アストラル・コンバーター〉を弄いじるのは規約で禁止してるはずだから、その辺りも含ふくめて調査ってことになるね」

「少し嫌いやな言い方になるが……〈アストラル・コンバーター〉自体にはバグがないと言い切れるのか？」

「プログラムにバグは付き物……とは言うけどね。そこまで大きなバグはあり得ないよ。ゲーム内から人格データの参照エラーでログアウトできないなんて。何重にもしているチェック機構で確実に、それだけは避さけるよう作ってる」

「だが」

「そもそもそんなバグがある代しろ物ものが民間に下りるわけないでしょ？　そんなバグがあったら軍や医い療りようにも影えい響きようが出るよ。インフラレベルの問題になるかもね」

「とはいえ、現に妹は囚われてる」

「だから、〈アストラル・コンバーター〉には問題がないはずなのさ。だからあり得るとしたら、〈アストラル・コンバーター〉を改造して使ってるか、妹さんが故意に出ないようにしてるか、だね」

　自身の作ったものには絶対の自信があるらしく、その表情には誇ほこりすら窺うかがえた。

「人を危険に晒さらすものを作ったりはしないよ。もし、〈アストラル・コンバーター〉に問題があったら、全世界に向けて土下座しなきゃね」

「まあ、それはいいんだが……とにかく妹を助けられればそれでいい」

「プリシラもそれを解決するために来たからね。もう少し状じよう況きようを確かく認にんしてみないとなんとも言えないけど」

「よろしく頼たのむ」

　弌はプリシラに頭を下げる。

　頭を下げられたプリシラは気き恥はずかしそうに頰ほおを搔かいた。

「大船に乗ったつもりで──って日本じゃ言うんだっけ。任せておいて」

　そんな風にまとまりつつある中で、咲良が控ひかえめに手を挙げる。

「どうしたんだ？」

「あの、プリシラさん……今日の夜はどこで過ごすんですか？」

　プリシラは不思議そうな顔をする。何を言ってるんだ？　と言わんばかりの表情だ。

「どこって……ここ以外ないでしょ。仁にもここを活動の拠きよ点てんにしてくれって言われてるしね。世話は弌がするって言ってくれたし」

「……俺、聞いてないぞ」

「さっき仁が言ってたよ」

「マジか……」

　そして、咲良の表情は少しずつ白くなっていく。

「ね、ねえ弌くん……。今日って、お父さん帰ってこないんだよね？」

「ああ、らしいな」

「ってことは……プリシラさんとふたりきりってことじゃ」

「そうだな。何か問題があるのか？」

「大ありだよ！」

　咲良が立ち上がって熱弁を振ふるう。

「お、女の子とふたりきりで、過ごすなんて……！」

「い、いや……。客人だし」

「と、年とし頃ごろだし！」

「何を心配してるんだ、お前は……」

　咲良としては心配で仕方ないのだ。

　プリシラは女の子として可愛かわいい。年下だが、それも含めてだ。

　それが裸はだかを見られて平然としている。歳としの割に性への関心が薄うすかった。

「プリシラの大事なところ見せてくれないか？」

「うん、いいよー」

　という弌とプリシラの会話が容易に妄もう想そうできてしまう。

「だ、ダメだってば！」

「……というか当たり前だが、ちゃんと客人の部屋は用意するぞ？」

「で、でも！」

　だが、弌はそんな咲良の危き惧ぐしている妄想を一いつ片ぺんたりとも想像していない。仮に想像できたとしても即そく座ざに全力で否定するだろう。

　そんな嚙かみ合わないふたりを、よくわかってなさそうに見るプリシラ。

「ダメったらダメなの！」

「じゃあ、プリシラに外に行けって言うのか？」

「うう～……」

　咲良自身も理り不ふ尽じんなことを言っているのは自覚している。

　そもそも弌がそんな真似まねをしないことも信じている。だが、うら若き少女と年頃の男子を、ふたりきりにしてしまうことが不安で仕方ないのだ。

「わ、わかったわ！」

「何がわかったんだ」

　弌が半ば諦あきらめ気味に咲良を見つめると、咲良はすっくと立ち上がる。

「弌くん。傘かさ借りるね」

「あ、ああ……別にいいけど」

　そして、着ていた服もそのままに家を飛び出していった。

　あとには弌とプリシラだけが残される。

「キュートな女の子だね」

「早とちりが過ぎる気がするんだけど。……まあ、今のうちに家のことを説明しておくよ。使う部屋も」

「サンクス」

　弌はプリシラを妹の部屋に案内し、ここを使ってくれと頼んだ。

「妹の部屋なんで散らかしたり、物の置き場所を変えないでくれるとありがたいかな」

「了解。こっちはタブレットが使えれば問題ないよ。変圧器も持ってきてるから」

「洗濯はどうする？　自分でやる？　下着とかの問題もあるけど」

「全部そっちでやってくれるとありがたいかな」

「……下着も？」

「ｏｆ　ｃｏｕｒｓｅ。何か問題ある？」

　逆にここで嫌だというのも意識しているみたいで気恥ずかしい。普ふ段だんから何度か家事の手伝いをしていた弌は、恋の下着など何でも洗濯していたし、触さわってもいる。

　恋は気にしていなかった。

　もしかしたら世の中で言われているほど、世の女性は下着を触られることに抵てい抗こうがないのだろうかと、弌は少し考えるがすぐに首を振る。

「まあ、そっちがいいならこっちでやるけど……。食事はどうする？　俺はあんまり自じ炊すいしないんだけど」

「近くに美味おいしい店があるなら、そこでいいよ。経費で落ちるだろうし」

「ああ、じゃあ──」

　弌はウェアラブルコンピュータから、プリシラのウェアラブルコンピュータへと接続し、店のデータを送る。

「やっぱり日本は食文化が豊かでいいね。こっちはピザぐらいしか食べるものないから」

「それ太らないか？」

「プリシラは燃費がいいからね。ピザ一枚で一日動けるよ」

「栄養偏かたよるだろ……」

「トマトとか、ジャガイモとか、アスパラがのってるから大だい丈じよう夫ぶ」

　絶対に大丈夫じゃない、と思いつつも、人様の食事にこれ以上難なん癖くせを付けるのも躊躇ためらわれ、それ以上は何も言わなかった。

　そんな風に入ってはいけない部屋などを伝えつつ、家の中の説明を終えたところで──。

　ピンポーン、とインターホンが鳴り響ひびく。

「客か。ちょっと待ってて」

「はーい」

　玄げん関かんに行って扉とびらを開けると、そこには息を切らせて肩かたを上下させる咲良がいた。

　雨の中、ここに来るのにまったく呼吸の乱れていなかった咲良が、息も絶え絶えになっている。どんな全速力できたのか、少し気になるほどだ。

　そして、よく見ると大きな鞄かばんを持ってきている。

　旅行等で使う大きな鞄だ。

「ぜえ、はあ、ぜえ、はあ……」

「お。おい、咲良。これまさか……」

「わ、私も泊とまるから！」

　これが咲良の出した結論だった。




　弌の抵てい抗こう虚むなしく、

「いいじゃんいいじゃん。人が多い方が楽しいし」

「いや、しかし」

「かかるお金だったら、プリシラが払はらうよ？」

「いや、金の問題でも……」

　プリシラとのそんなやり取りを経た後、押し切られてしまった。

　そして、男子の家に着き替がえ付きで押しかけるという大だい胆たんな真似をした咲良は、今になって恥はずかしくなってきたのか、真っ赤な顔で固まっている。

　正座をして手を膝ひざに当ててガチガチな様子だった。

「おーい。そろそろ再起動してくれ」

「はっ！」

「……大丈夫か？　無理しなくても」

「無理してないから！」

「そ、そうか……」

　なし崩くずしに咲良も泊まることになり、彼女もプリシラと同じ部屋──妹の部屋を宛あてがう。

　布団は来客用のものがあるので、特に問題はない。

「ふう……」

　一通りの仕事が済んだ弌はほっと一息吐つく。

「さて、俺は自分の部屋に戻もどって〈アストラル・イノベーター〉にソウルインするけど。咲良はどうするんだ？　プリシラも」

　やるべき事を終えた弌は、ふたりに尋たずねた。

「私、ハード持ってきたから一いつ緒しよに入ろ？」

「プリシラも持ってきてるし、プリシラも入ろっかな」

　咲良はともかく、プリシラが持ってきている……というか、持っているのは意外だった。

「プリシラも〈アストラル・イノベーター〉やってるのか？」

「まー、空いた時間にちょこちょこっとね」

「プリシラにとっては特に目新しいものはないんじゃないか？」

「何言ってんの？」

　そこでプリシラは弌にまるで理解のできない驚おどろきの目を向けた。

「〈アストラル・イノベーター〉って、凄すごいんだよ？　ちゃんと理解してる？」

「いや、そりゃ凄いのはなんとなくわかるけどさ」

　プリシラは肩を竦すくめて首を振る。

「〈アストラル・イノベーター〉の凄いところは、背景データを含ふくめて、世界を再現──ワールドデザインしたところ。ワールドデザインについては〈アストラル・コンバーター〉じゃどうにもならない。〈アストラル・コンバーター〉は、人をデータ化する技術だからね。データ化した人に対して、世界を感じさせるってのは並なみ大たい抵ていのことじゃないわけ」

「そっちは、世界を再現できないのか？」

「そりゃ、でっち上げることはできるよ？　歩けるようにするとか、適当に山作ったりとかさ。テクスチャーデータはまだしも、触った時の質感とか匂においとか、この辺りはデジタル化でセンスも関かかわってくるからね。情報量が多いから、如何いかに圧縮するかっていうのもあるし」

　弌はそこで改めて父を見直した。

　基本的にゲームシステムのみに関わったという話から、あの世界は〈アストラル・コンバーター〉による産物かと思っていたのだ。

「〈アストラル・コンバーター〉と、開発したセプタゴン・クリアの技術力が融ゆう合ごうした賜たま物ものなんだよ、〈アストラル・イノベーター〉は。元々、セプタゴン・クリアは卓たく越えつしたデジタル世界構築技術を持っていたみたいだけど、破産寸前だったんでしょ？　まったく、日本の会社は見る目がないよねー」

「ああ、そう言えばスピリットデザインって会社が出資して持ち直したとか……」

「ま、プリシラの所属する会社なんだけどね」

　仁の所属する会社、セプタゴン・クリアはこれまで三作、ＭＭＯＲＰＧを開発して、どれも高評価を得ていた。しかし、高評価を受けていても多くのユーザー数を得るには至らず、倒とう産さん寸前となっていた。

　それがスピリットデザインの目に留まり、相手側の出資でデジタイズＭＭＯＲＰＧを作らないかと持ちかけられたのだ。

　役員の入れ替かわりなどはあったと弌は聞いているが、仁は開発ディレクターとして残り、〈アストラル・イノベーター〉への開発に着手している。

「業務提てい携けいしてこっちから〈アストラル・コンバーター〉のミドルウェアと、簡易コールドスリープ技術を提供して、ゲームを作って貰もらったってわけ。だから、プリシラも作られたゲームに興味があったのよ。だからやってるの。もっとも、最近はちょっと忙いそがしかったのと、仁がスタッフを降りてから面おも白しろみが薄うすくなったこともあって、ソウルインしてないんだけどね」

「なるほど。そうだったのか」

　仁の意外な一面が見えた気がして、弌は少し嬉うれしかった。

　仁がゲーム開発を好きなのは、これまでの言葉の端はし々ばしでわかる。

　だからこそ、今の状じよう況きようをどうにか打破したかった。

「プリシラにしても、仁には早くスタッフ側に戻って欲しいからね。だから、早く解決したいわけ」

「……ああ。俺も同じだ」

「じゃ、そっちがいる場所を教えてよ。五大街なら、転送装置ですぐに行けるけど」

「ファルセリアの雲雀工房ってとこにいる。たぶん、検けん索さくすればわかると思う」

「ファルセリアの雲雀工房ね、了りよう解かい」

　そう言って弌は部屋へと戻り、咲良とプリシラもそれぞれ、自分に宛てがわれた部屋で準備をする。

　それからウェアラブルコンピュータを接続して、三人は〈アストラル・イノベーター〉にソウルインをした。




　　　　▼　▼　▼




　イチノは雲雀工房で借りている部屋へと出る。

　部屋から廊ろう下かへ出ると、サクラもすぐに出てきた。

「プリシラ、ちゃんとここがわかるかな？」

「まあ、雲雀工房は調べればすぐに出てくるだろ」

「やっぱりメッセージがいつでも届けられないって不便よね」

「だからこそ通信石とかのアイテムが光るんだろうな。まあ、頻ひん繁ぱんにメッセージが来るのも嫌いやだし、今の案配ぐらいが丁度いいよ」

　ふたりは揃そろって階下に下りて食堂へと向かう。

　そこではいつもと同じく冒険者たちで賑にぎわっていた。ひばりの料理目当ての冒険者たちが、湯水のようにお金を使っている。

「こんにちは、イチノさん。サクラさんも。今日はちょっと遅おそかったですね」

「ちょっと色々あってね」

　プリシラの裸はだかを見てたら話がこじれて遅くなった……とも、プリシラと〈アストラル・コンバーター〉の話を語るわけにもいかず、適当に誤ご魔ま化かした。

　そして、イチノは空いていたテーブルにつく。サクラも同じテーブルに座る。

　いきなり座ったイチノたちに、ひばりは首を傾かしげた。

「あら。冒険に出ないんですか？」

「ちょっと約束があって」

「アレスさんと？」

「いや、アレスとももう少し経たった後で約束があるけど、もうひとりいるんだ」

　しばらくの間、たわいのない会話をして待っていると、目的の冒険者はやってきた。

　ビジュアルデータをまったく変えていない。金きん髪ぱつで、背の高さも同じ。そのまんまのプリシラだった。

　レベルが低いのか、装備は皮装備であり、魔ま法ほうのかかっていない簡素な装備品となっている。武器は弓で、ホルダーには矢が何本もまとめられていた。アーチャーか、ノマドのロールだろう。

　物理の矢は金がかかるため、あまり好まれていないロールだ。魔法力を矢として放つ、シューターのロールの方が人気だった。

　プリシラは中に入ってからきょろきょろと見み渡わたしている。イチノとサクラがわからないらしい。

「おーい、こっちこっち」

　イチノが手を上げると、プリシラも気付き、そのテーブルに駆かけ寄ってくる。

「お待たせ。えーっと……ふたりのこっちでの名前は？」

「俺はイチノ」

「私はサクラ」

「なるほどなるほど。プリシラはこっちでも同じネームだから気楽に呼んでよ」

「……いいのか？」

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫」

　そんなやり取りをする三人をほけーっとした目で見つめるひばり。

「イチノさん、この人は？」

「ああ、ちょっとした……仲間？」

「……また女性ですか」

「いや、まあ、そうだけど……何か問題でもあります？」

「いえ。ありませんよ。イチノさんが何人女の子を侍はべらせても、わたしには何の関係もございません」

　あからさまに不ふ機き嫌げんだ。口調からしてすでに怒おこっている。

「侍らせてるってのは誤解です……。というか、あの……なんで怒ってるんですか？」

「怒ってませんよ？」

　怒ってるでしょう、と指し摘てきしたかったが、嫌な予感がしたので口を滑すべらせずに止めた。

　すると、食堂の冒険者たちも揃って声をあげ始める。

「イチノのヤツ、また女か」「磁石かよ」「俺もあやかりたい」「ＰＫにも狙ねらわれるわ」

　言いたい放題だ。

　それらを無視して、イチノは立ち上がった。

「とりあえず、出よう」

　そして、出口に向かうイチノにサクラとプリシラはついていく。

「いってらっしゃーい」

　ひばりの緩ゆるい声を背中に受けながら、イチノたちは雲雀工房を出て行った。




「うーん、やっぱり凄いねー。どれもこれもデジタルとは思えない」

　周囲を眺ながめながらプリシラは感かん嘆たんの息を吐く。

　先さき程ほどから世界を褒ほめまくっていた。

「でも、五感とかは〈アストラル・コンバーター〉が処理してるんだろ？」

「そうだけど。でも、五感を違い和わ感なく処理するって難しいんだよ？　歩いている感かん触しよくだけでもそう。このモデルデータの中に、筋肉や骨があるわけじゃないからね。まあ、３Ｄデータだから関節用のボーンはあるんだろうけど。その中で人の重さ、足の速度、そういった物理的な計算から足の裏に伝わる感触を作っているわけ」

「ロボットとかで使われてる計算とかも使ってるのか？」

「そうね。二足歩行ロボットのプログラムは応用してるんじゃない？　まあ、〈アストラル・コンバーター〉が本来改造不可だったみたいに、このワールドデザインのやり方とか、その辺りについてはこっちも不ふ可か侵しんなんだけど」

　そして、プリシラは深呼吸をした。

「こうして呼吸ができるのもいいよねぇ。ピストレイアって今、煙けむりで充じゆう満まんしてるから、少し空気が汚きたないのよね。その辺りを再現してるのもグッド」

「ピストレイアが拠きよ点てんだったのか？」

「まあね。ああいう鍛冶かじの街って好きなんだ」

「ふーん……。逆に聞きたいけど、再現できないこととかあるのか？」

「んー。正直、あんまり見当たらないけど。ただ、さっきも言ったけどでっち上げるのは簡単なんだよ。ここまで世界を違和感なく再現したのが凄すごいのさ」

　そこでサクラが口を挟はさむ。

「そう言えば、ソウルインは八時間って制約がありますけど、これって〈アストラル・コンバーター〉の方の問題なんですか？」

「あー。単に二十四時間ソウルインしないようにするための制限ね。〈アストラル・コンバーター〉の制約じゃないの。でも……」

「でも？」

「人によってはデジタルに酔よう人もいるんだ。如何いかに現実と同じに見せても、脳の方が違ちがいを感知して少しずつ前頭葉に異常を溜ため込んでいくから」

「それがゲーム酔い？」

「ゲーム酔いは〈アストラル・イノベーター〉のゲーム内で再現したものだよ。デジタル酔いはあの感覚と似たものだからね。ずっとデジタルの中にいると、ゲームから戻もどった時にあの感覚が襲おそってくるの。酔いがどれだけの深度になるかは人の資質によるんだけどね。どれだけ酷くても死ぬことはないけど。八時間が限界って人もいるし、二十四時間全然オッケーって人もいるから。慣れもあるしね。でも、八時間以下って人は、今までに聞いたことないけど」

　それを聞いて、ふと思い出す。

『レベル70になったエリゼが……十二時間連続でソウルインしていたらしい。伸のびてんだよ、ゲーム酔いまでの時間が』

〈アマツマウラ〉のリーダー、〈伝説創世ジエネシス〉ヤルシュカの言葉。

「そう言えば……」

　気になってイチノはそのことについて話をした。

「ふーん……。まあ、ゲーム側がそういう仕様であれば、そうかもしれないけどね」

「でも、それだと危なくないか？」

「何かしらの規約を読ませるんじゃないかな？　ゲーム酔いしても一いつ切さい関知しませんとか。〈アストラル・コンバーター〉に、酔いを感知するシステムはあるし、そこで強制的にソウルアウトさせることもできるしね。インにもアウトにも、一分かかるけどさ」

「なるほど。ちなみに、あのソウルインとソウルアウトを縮めることはできないのか？」

「もうちょい圧縮効率の高いデータ転送処理ができれば。今は一分辺りが限界かな」

「そっか」

「一秒とかでできれば、一いつ旦たんサービス停止もできるだろうけどね。ま、ソッチでのアプローチはすぐには無理でも、どうにか妹さんの件は解決してみせるから、安心しなって」

「ああ、お願いだ。あれでも大事な妹なんでな」

「じゃあ、お願いついでにちょっとこっちからも頼たのみたいことがあるんだけど」

　プリシラの表情がニコッと笑え顔がおになる。

　裏表のなさそうな、純真な笑顔だ。

「なんだ？　俺がやれることなら」

「適当なモンスターと戦ってみてくれない？　サクラと一いつ緒しよにさ」

「まあ、それぐらいならお安いご用だけど……なんで？」

「いいからいいから」

　首を傾げながらイチノはその足を街の外へと向けた。

　楽なモンスターではあんまり意味がないということで、イチノたちはファルセリア近きん郊こうで最も危険なダンジョンへと行く。とはいえ、イチノとサクラにとってはすでに危険ではないのだが。

「五分ぐらい戦ってくれる相手ならいいかな」

「了りよう解かい。なんか意味があるのか？　実験か？」

「ま、ちょっとした調査だよ」

　言われるまま、イチノとサクラは戦せん闘とう準備をするべく、剣けんを鞘さやから引き抜ぬく。

　イチノは〈ワンサイドブレード〉。サクラは〈ゼフィランサス〉だ。

「サクラのは《オリジンウェポン》かー。イチノのは……《オリジンウェポン》っぽいけど、違う？」

「俺のは《オリジンウェポン》に使われてる金属を元に、知り合いのブラックスミスに作ってもらった剣だ」

「なるほどね。ゲーム側の仕様については、よく知らないけどそんなこともできるんだ。面おも白しろいねー」

「というか、プリシラはゲーム側の仕様については知らないのか？」

「聞けば教えてくれるだろうけどね。プリシラとしては純じゆん粋すいにゲームを楽しみたかったから聞いてないんだ」

　そんなものか、と思いつつ、手て頃ごろな四足歩行の獣けものがやってくる。

　ブラックアリゲーター。このダンジョンに潜ひそむワニ型のモンスターだ。頭の高さだけでイチノの身長よりも大きく、全長で言えば十メートルほどの怪かい物ぶつ。

　高い攻こう撃げき力と、生半可なダメージ衝撃を遮しや断だんする硬かたい皮ひ膚ふ。初級者を脱だつして、興味を持ってやってきた冒険者を瞬しゆん殺さつする、〈中級者殺しミドルイーター〉と言われている。

「どうする、イチノ？」

「やろうと思えば十秒で倒たおせるが……オーダーが五分なら剣だけで戦うか」

「了解ッ」

　サクラが大地を蹴けって、一足飛びにブラックアリゲーターに肉にく薄はくする。

　そして、構えていた剣をその頭に振ふり落とした。

　ブラックアリゲーターはダメージを負ったが、その攻撃に構わず、サクラに嚙かみつく。

　サクラもまたその攻撃に構わず剣を戻し、再び攻撃。その開いた口を横に薙なぐ。

　一撃でブラックアリゲーターの歯が破は壊かい。これで敵の攻撃力は大おお幅はばに減少する。

「〈デッドスタッブ〉！」

　構えからモーションデータが再生されて、何度も何度も剣がブラックアリゲーターに突つき刺ささる。

　モンスターは堪たまらないといったように前向きのまま、身体からだを引き摺ずって後退した。

　だが、それはブラックアリゲーターの罠わなだ。下がったのは助走をつけるためである。

　怪物はその口を大きく開けて大きく跳ちよう躍やくした。サクラに向かって凶きよう悪あくな体当たりと、いつの間にか生はえ替かわっていた歯が襲う。

　とはいえ、サクラもイチノも、その特性はすでに知っていた。

　サクラの前にイチノが割り込み、その攻撃に合わせて剣を振る。

　攻撃は相そう殺さいされ、ブラックアリゲーターは来た方向へ逆再生するみたいに後ろへと飛んでいった。

　そして、地上に下りた瞬しゆん間かんを狙ってイチノの剣が蒼あおい軌き跡せきを描えがいてブラックアリゲーターへと襲いかかる。

　弱点は、目。それと尻尾しつぽだ。

　イチノの狙いは目。両目を正確にふた突き。的中した場所から、クリティカルを示す星が飛び散る。

　完全に視界を潰つぶされて、ブラックアリゲーターは吼ほえた。

　怒いかり狂くるったのか、その身体を真っ赤に染めて、イチノたちへと襲いかかる。この状態になったブラックアリゲーターの攻撃力は二倍に上がるのだ。

　倒せる！　と思った瞬間にパワーアップしてくる、まさしく中級者の壁かべとして相応ふさわしい雑魚ざこモンスターと言えるだろう。

　もっとも攻撃を喰くらわないイチノには関係のない話だが。

「はっ！」

　ブラックアリゲーターの嚙みつき、爪つめ、尻尾しつぽ攻撃、あらゆる攻撃を相殺し、その隙すきにクリティカルを叩たたき込む。

　あっという間に瀕ひん死しになり、最後は、

「はああああああああああああっ！　唸うなれ、〈ゼフィランサス〉！」

　サクラの描く翠みどりの軌跡が、ブラックアリゲーターをバラバラにする勢いで切り刻む。その攻撃がトドメとなり、ブラックアリゲーターは動かなくなった。そして、程ほどなくして消えていく。後にはブラックアリゲーターのドロップアイテムが落ちていた。

「……五分ぐらいかな？」

「ちょっと手は抜いたけど、こんな感じでいいのか？」

　サクラとイチノがプリシラを見ると、彼女は感心した様子でぱちぱちと手を叩いていた。

「ふたりとも凄いねー。プリシラが援えん護ごする必要まったくなかったし」

「サクラはそもそもレベル51だしな。ここで苦戦するレベルじゃない」

「サクラも凄いんだけど、それよりイチノは何？　もしかして攻撃全部、相殺してる？」

「あ、ああ、まあ……」

「凄い動体視力だねぇ。現実の方で何かやってる？」

「いや、あんまり。現実だとそこまでの動体視力じゃないし……」

「うーん、もったいない。〈アストラル・コンバーター〉は、その人のポテンシャルを引き出してるから、現実でも同じような動体視力になってもおかしくないんだけどね。訓練次し第だいってところだけど」

「遠えん慮りよしとく……。現実でのスポーツは、そこまで好きになれないしな。あれほど自分の身体を呪のろうものはないぞ」

　何にせよ、満足がいったのかプリシラはご満まん悦えつな表情を浮うかべている。

　目的が達成されたため、イチノたちはフィールドへと戻った。




　プリシラの依い頼らいを終えて、イチノたちはファルセリアへと戻った。

「これからどうするの？」

　サクラが問う。

「今日やることは元々決まってる。俺はヤマトに行く」

　ヤマト。

　五大街のひとつに数えられる大きな街だ。

　和風な建築物が多いことでも有名で、そこではそういった建物しか建てられないという制約もある。

　そこに拠きよ点てんを置く冒険者も和風な装備の者が多い。

　サムライ、ニンジャ、ゲイシャ……そういったロールの冒険者もいる。

　もちろん冒険者にそういった制約はないが、イチノたちが目立つのは確かだ。

「ヤマトに何しに行くの？」

　プリシラが首を傾かしげて、不思議そうな顔を見せる。

「〈八や咫た烏がらす〉のギルドに行く。ヤマトの自治は〈八咫烏〉がやってるし、ギルドホームはあそこにあるからな」

　だが、イチノの足は転送装置へと向かっていない。

　雲雀工房へと向かっている。

　その雲雀工房の中へ入ると、見知った顔がテーブルについて待っていた。

「……ようやく来たか」

　くたびれた皮装備に覆ふく面めん、その隙すき間まから細い目が見える。

　シーフのロールをやっているアレスだった。

「……約束の時間から遅おくれたようだが」

「悪いな。少し別のことやってた」

「……まあ、いいが」

　アレスは立ち上がると、サクラとプリシラのふたりを交こう互ごに見み遣やる。

「……ふたりは同行するのか？」

「いや、そうは考えていない」

　イチノがそう言うと、サクラとプリシラは揃そろって「え」と、さも意外なことを言われたかのような表情を浮かべる。

「私、行くわよ。イチノについていくんだから」

「プリシラも行きたいな。ヤマトはちょっと興味があるんだ」

　イチノは軽く頭を抱かかえた。

「危険なことに巻き込まれる可能性もあるぞ」

　しかし、それでもふたりは引かない。

　最後にはイチノが折れた。

「自分の身は自分で守ってくれよ。守れるかどうか、保証はないからな」

「大だい丈じよう夫ぶ。それにイチノをそんな危険な場所にひとりにするわけにはいかないもの」

「どうなっても知らないからな」

　すると、アレスが小さく溜ため息いきを吐つく。

「……ふたりまでであれば、オレのスキルで逃にがすこともできるだろう。それに、ヤマトを歩くだけなら問題はあるまい。目的のものを見つけてから考えればいい」

　アレスの言葉を聞いて、サクラが首を傾げた。

「見つけてから？」

「……〈八咫烏〉のギルドホームは所在が明らかになっていない。だから、まずはそれを見つける必要がある」

「えっ、そうなの!?」

　サクラが驚おどろいたようにイチノを見ると、イチノは小さく頷うなずいた。

「何でそんな真似まねをしてるのかは知らないけどな。〈八咫烏〉のギルドは招待制だし、そもそも謎なぞも多いんだよ。いつも仮面つけてるしな。お前も見ただろ？」

　五大ギルドによる会議の時。

　そして、前回の黒くろ騎き士し騒さわぎの時。

〈八咫烏〉が〈八咫烏〉として動く時、彼らは必ず顔を隠かくす。

「う、うん……」

「まずは辿たどり着かなきゃ話にならない。だからアレスにも手伝ってもらおうと思ってさ。アレスが知ってれば一番早かったんだけど」

「……オレにだって摑つかめない情報ぐらいある」

「わかってるさ。情報屋として俺は一番お前を信しん頼らいしてるからな」

「……煽おだてても金はまけんぞ」

　そして、四人は雲雀工房を出て、転送装置へと向かう。

「忙せわしないですねぇ……」

　ひばりが少し寂さびしそうに溜息を吐いた。




　五大街ヤマトは風ふう光こう明めい媚びな和風の街だ。

　中央に城が鎮ちん座ざし、六角形で壁が作られ、その中はすべて和の建築物となっている。

　西洋風の家など何一つない。

　ファルセリアのように無む秩ちつ序じよな街がある一方で、ピストレイアのように目的が要因となって鍛冶かじのできる家ばかりになる街もある。

　ただ、ヤマトのように制限のある街というのは、〈アストラル・イノベーター〉の中でもとても珍めずらしい。

　だからだろうか。ヤマトには日本人の姿をしたプレイヤーが多かった。

　その上、排はい他た的なところもある。

　イチノたち三人は完全に浮いていた。アレスは情報収集に入っており、街に入ってからは別行動だ。

「相変わらず綺き麗れいな街ね」

　サクラがうっとりとした声で呟つぶやく。

「へー、ここがヤマトか。確かに日本建築なものが多いね。普ふ通つうの家が並ぶ中に寺とか神社とかもあるんだ」

　プリシラもヤマトに来たのは初めてなのか、感心しているらしかった。

「趣おもむきはあると思うんだけどな。個人的にはファルセリアみたいに雑多な方が好きだ」

「人それぞれなんだねぇ。プリシラは見慣れていないからこっちの方が好きだけど」

「私は花の都、ヴィレンツァが好きかな」

　三者三様に感想を述べていると、先行して情報収集をしていたアレスが戻もどってくる。

「……街の美観について語るのも結構だが、本題を忘れるなよ」

「戻ってきたか。どうだった？」

「……芳かんばしくないな。知り合いすべてに当たってみたが、口が堅かたいのか知らないのか、誰だれも〈八咫烏〉のホームを知らないらしい」

「マジか」

「……これはおそらくお前が考えている以上に難題だぞ」

　そもそもギルドホームを探すというのはなかなかやることではない。

　街を自治するギルドは、その範囲エリア内を管理する必要があるため、そこに拠点を置く冒険者の陳ちん情じようを受ける必要がある。

　それが無視され続ければギルドも冒険者たちからの求心力を失い、自治権を失うことになるからだ。

　住みにくい街に好き好んで住む冒険者はいない。便利な街が転送装置ひとつでいけるのであれば、そちらに皆みな移るだろう。土地持ち家持ちの冒険者はそこまで多くなく、宿を拠点にしてる方が多いのだ。大多数の冒険者は不便な街を捨てて、次の街へと向かう。

　だからこそ、その陳情を聞くために自治するギルドのホームは、常に開かれているのだが、ここヤマトは違ちがうらしい。

　求心力を失う心配がないのであれば、ギルドホームを晒さらさなくてもいい。そんな自信があるのかもしれないし、あるいは別の形で陳情を受け付ける機構があるのかもしれない。

　ただ、ここの住人は別の街の住人に非協力的ということもあり、その辺りをぺらぺらと話す冒険者は多くなかった。

「……どうする。一応、ヒルトに頼たのむ手もあるが」

「ヒルトさんか……」

「……あの女め狐ぎつねは確実に知っているはずだ」

　イチノたちが拠点とするファルセリアを自治する〈ゴスペル・クァイア〉のリーダー、ヒルトルート。

　どんな情じよう報ほう網もうを持っているのかはわからないが、彼女の持つ情報は深く幅はば広ひろい。それは何度も情報を与あたえられたイチノにもわかっている。

「いや、やめておこう」

　しかし、イチノは首を振ふった。

「知ってるなら教えてもらってもいいんじゃないの？　知らない仲じゃないんだし」

　サクラは不思議そうに首を傾げる。

「いや、ヒルトさんに聞くのはまずい」

「また難題でも押しつけられそうだから？」

「いや、そうじゃなくてだな……」

　ヒルトをどういう目で見ているんだ、と聞きたくなったが、どうにか思い留とどまった。

　難題を押しつけるだろうという予想はイチノにもあるが、それだけで済む話ではない。

「〈八咫烏〉は公式にギルドホームを隠しているんだ。それを一ギルドのリーダーが明かしたとあったら、間ま違ちがいなくギルド同士の軋あつ轢れきが生まれるだろう」

「あっ、そうか」

「だからヒルトさんから聞いて、それがバレようものなら無む駄だに争いを増やす口実を与えることになる。そんな面めん倒どう事は避さけたい。どうにもならない時の最終手段だな」

　だからこそアレスに頼たよったのだが、彼にとってもこの案件は至難らしい。

「……とりあえず、信頼できそうな情報屋すべてに当たってみよう。お前らにも相手を教えるから一いつ緒しよに回れ」

「でもそんな風に目立つように嗅かぎ回って、〈八咫烏〉にバレないの？」

　プリシラがもっともなことを指し摘てきする。

「いや、バルトロのヤツは『俺に来い』と言った。おそらくはこうなることも見み越こしてるだろう。まあ、仮に嗅ぎ回ったことでいちゃもんを付けてきたら返り討うちにするだけだ」

　だからこそ、サクラやプリシラには来てもらいたくなかったのだが、こうなった以上仕方ない。

　イチノとサクラ、アレスとプリシラの組に分かれて、アレスの知人に聞きながら情報収集をする。

　だが、どれだけ探し回っても、アレスに教えてもらった冒険者を捜さがし出しても、〈八や咫た烏がらす〉のギルドホームを探し当てることはできなかった。

　結局、この日は探たん索さくを諦あきらめ、イチノたちはソウルアウトした。




　　　　▼　▼　▼




　ソウルアウトして、すでに夜の十二時過ぎ。ふと窓を見ると夜空には星が瞬またたいている。

　イチノは、いつもであれば風ふ呂ろに入ってすぐに寝ねるのだが、この日は咲良とプリシラがいるため、そうはいかなかった。

　プリシラと咲良のいる部屋に向かい、その扉とびらをノック。そして、扉とびら越ごしに声を掛かけた。

「風呂、ふたりから先に入ってくれ。俺は適当にしてるから」

「あ、じゃあ、最初にプリシラが入らせてもらうね」

　プリシラは自分の部屋から着き替がえを持って出てくる。

「ハジメ、一緒に入る～？」

「いや、何言って──」「絶対ダメ！」

　咲良がそんなこと絶対に許さないとばかりに睨にらみを利きかせた。

「うーん。水道代のことを考えればふたりで入る方が効率的だと思うんだけどなー。サクラはどう？」

「えっ……、そ、その遠えん慮りよ、します……」

「うーん、残念。それにしてもサクラってこっちと向こうで全然違ってて面おも白しろいね！」

　プリシラは楽しそうな表情で風呂場へと向かう。

　弌はそれを見送って、疲つかれたように溜息を吐いた。自分の部屋に戻ろうとすると、咲良が声を掛けてくる。

「ね、ねえ……。そう言えば弌くんって、いつも朝ご飯ってどうしてるの？」

「え。だいたい抜ぬくかな。どうしてもって時はコンビニでおにぎり買うけど」

「あ、朝ご飯抜くのは身体からだに悪いよ……」

「いつの時代の話だ。最近は二食でもいいって研究成果が出てるだろ」

「ひ、人によるから」

　咲良は朝ご飯を抜くのは認めないとばかりに厳しい表情だ。

「じゃあ、どうしろと……」

「わ、私が作るから。だ、台所、使っていい？」

　それを聞いて、弌は最近、弁当を作ってもらったことを思い出す。

　あの味を考えれば、それなりに料理ができるはずだ。

「別にいいけど。……って、今からか？」

「お、お風呂入る前に、ちょっと仕込みだけでも」

「そんな手て間ま暇ひまかかるものじゃなくていいぞ？」

「だ、大だい丈じよう夫ぶ！」

　咲良は意い気き揚よう々ようと台所へと向かう。

　少し心配になった弌はそれについていった。

「というか、冷蔵庫に材料はあんまりないぞ」

　そんな言葉とは裏腹に、咲良が冷蔵庫を開けるとそれなりに材料は揃そろっており、弌は首を傾かしげた。

「ああ、栗林さんか」

　仁の部下である栗林も、朝ご飯を食べる主義だったことを思い出す。

　最近来た時に、差し入れていったのだ。

「使ったら駄だ目めなものある？」

「賞味期限切れじゃないものであれば、どう使ってもいいよ。使った食器や器具はそこの食洗機に入れてくれれば勝手にやってくれる」

「うん。わかった。エプロン借りるね」

　食しよつ器き棚だなの横にかかっていた恋のフリルエプロンを着けて、咲良はてきぱきと手慣れたように動き始めた。

　それをジッと見ていると、ふと咲良の動きが止まる。

「あ、あの……。見られてると恥はずかしいんだけど……」

「え、そうなのか」

　恋の場合、むしろ見ていないと文句を言うのでその癖くせで見ていたが、咲良はお気に召めさないらしい。

「そんなにかからないんだったら、プリシラが出た後、風呂入ってくれ。俺は風呂入ってから洗せん濯たく機きセットしたりするから」

「う、うん」

「そう言えば、下着はどうする？　一緒に洗うのか？」

「な、何言ってるの!?　し、下着は自分で洗うから！　え、えっち！」

「……すまん」

　これが普通の反応だよな、と思いつつ、弌は咲良の出す包丁や水の音を聞きながら部屋へと戻った。

　アレスからの情報が来ないかとウェアラブルコンピュータを起動させたまま待機していたが、特に進展はなかったらしい。

「アレスでも情報が得られないとなると難題だな……」

　仁の方に期待するしかないかもしれない。ただ、仁を動かすとクラッカーにバレる可能性もあるし、仁も仁で運営からは離はなれているため動きが制限されている。

「地道に探していくしかないか……」

　そして、しばらくするとプリシラが風呂から上がり、それと入れ替かわりに咲良が入った。

　プリシラがネグリジェを着て、弌の部屋へとノックもせずに入ってくる。

「ねーねー、ちょっと話そうよ。咲良がお風呂から上がるまでさ」

「……目のやり場に困るんだが」

　生き地じが半はん透とう明めいな上、下着を着けていないことが弌は部屋に入ってきた時点でわかった。

　咄とつ嗟さに目を逸そらしたが、それでも網もう膜まくには焼き付いてしまう。

「にしても、やっぱりハジメは凄すごいね。あの反射神経はちょっと異常だよ」

「異常とか言うなよ」

「潜せん在ざい能力があるってことさ。〈アストラル・コンバーター〉を使ったデジタルの世界では、秘ひめられていた力が発揮されるなんてことはままあるし」

「……超ちよう能のう力りよくとか？」

「あははっ。さすがにそこまではないと思うけど。ただ、ハジメのように動体視力がよかったり、頭の回転が速かったり、色々。兵士の訓練に使ったり、医い療りように使ってたりした時にわかったんだけどね。もっとソウルインしてれば、現実の方にも影えい響きようが出るかもよ？」

「いや、別に……」

　ゲーム内での力が現実でほしいとは思わない。

　むしろ、弌としては頭の回転が速くなる脳がほしいぐらいだ。

「そもそも八時間しかソウルインできないのを先にどうにかしてくれ」

「そんなこと言ってもね。膨ぼう大だいなデータの処理が原因だから、データを圧縮するとか、そういうことをしないと無理だろうね」

「膨大なデータの処理っていっても、見てるのは現実と変わらない気がするんだが」

「うーん。この辺りはむしろ〈アストラル・イノベーター〉側の処理によるんだけど、現実を表現するのは膨大なデータがどうしても必要なんだよね。背景データや当たり判定、その他諸もろ々もろを一いつ瞬しゆんで処理するわけだし。その上、そのデータは見ている人、すべてに行くわけで。現実みたいに誤ご魔ま化かしが利きかないのさ」

「誤魔化し？」

「現実での脳ってのは、わりとアバウトに世界を捉とらえてるんだよ。必要な情報と不必要な情報が上手うまい具合に分けられてるわけ。眼球でも注目している部分以外は、頭の中に入ってこないでしょ？　でも、〈アストラル・コンバーター〉はその情報を取しゆ捨しや選せん択たくする力がまだ足りないのよね。もちろん、絶対に必要ないってデータは切り捨ててるけど、そんなのわからないじゃない？」

「〈アストラル・コンバーター〉って、人間そのものを再現してるんじゃないの？」

「それを目指して作ったよ。でもぶっちゃけて言えば、出来のいいエミュレーターだね。擬ぎ似じ的に人間をデジタルで再現してるだけ」

　リアルとゲームの区別がつかない弌にとっては、結構衝しよう撃げきの事実だった。

「まあ、人間の五感はあらかた解かい析せきされてるから、誤差は０・０１パーセントもない。もっとも、情報の取捨選択をしてないから……とも言えるけど」

「情報の取捨選択か……」

「ま、数年すればもっとその辺りは解析されるよ。今のプリシラの課題でもあるからね」

　そんな話をしているうちに咲良も風呂から出てきた。

　一度、部屋に行ってからプリシラがいないのを気にしたのか、早足で弌の部屋へとやってくる。

「……な！」

　そして、部屋にやってくるなり、プリシラの格好を見て絶句した。

「は、弌くん！　プリシラさんにこんな格好させて！」

「誤解だよ！　俺が着させたわけじゃない！」

「あはははははは！」

　咲良の説教が始まり、弌は風呂に入るのが遅おくれた。




　　　　◇　◇　◇




　次の日。

　朝から現実の方でもネットワークを中心に〈八咫烏〉の情報へアプローチしてみたが、特に得るものはなかった。

　非常手段である仁にメッセージを送ったものの、答えは芳かんばしくない。

『個人情報の受け渡わたしは運営側でも禁止されているからな。運営に所属していない今の俺では今すぐどうこうはできない。部下を使って探さぐりを入れてみるが、期待はするな』

　ということだ。

　そして、咲良お手製の朝ご飯を食べてから、イチノたちは学校へ行く時間となった。

「プリシラは今日、父さんに会いに行くんだったな」

「イエス。お昼に待ち合わせ」

「そうか。恋のこと、頼たのむ」

「任せて。ちゃちゃっと解決してみせるから」

　プリシラは自信満々の表情だ。

「それじゃ、ハイスクールに行ってらっしゃいな。留守番はしておくからさ。鍵かぎもしっかりかけておくよ」

「了りよう解かい。行ってきます。気をつけてな」

「い、行ってきます……」

　プリシラに見送られて、ふたりは学校へと急いだ。




「教科書、届いたんだー」

　弌の隣となりに座る紅葉に学校の教科書が届いたらしく、弌は心の底からホッとした。

　絶えず身体を押しつけられることもなくなるだろう。

　身体の密着具合に比例して咲良の機き嫌げんが悪くなることもない。これで咲良の機嫌のことを考えなくても済む。

「って、なんで教科書あるのに、くっつくんだよ！」

「えー、いいじゃんー。減るもんじゃないしー」

　しかし、弌の心を嘲あざ笑わらうかのように紅葉は過か剰じようなスキンシップをしてきた。

　ぴったりと身体からだを寄せてくる。梅雨つゆのじめっとした気候が、密着感を高めていた。

「野上に、月見！　授業中にふざけるんじゃない！」

　当然、教師に怒おこられる。

「あははー……」

　紅葉は残念そうに離れて、それ以降は授業中にふざけることはなかった。

　ようやく弌は人ひと心地ごこちがつく。

　そして、授業は滞とどこおりなく進行し、ホームルームも終わった。

「弌君！　デートに行こう！」

　放課後になっていきなりの、完全な不意打ちだった。教室中に響ひびき渡る声での紅葉のお誘さそい。

　弌は疲つかれたように肩かたを落とし、咲良はフリーズ。クラスメイトたちは蜂はちの巣を突つついた騒さわぎとなった。担任は「掃そう除じだけはちゃんとしておけよ」と言って去って行く。

「行かん！」

　弌はクラスメイトたちの餌えさになる前に、鞄かばんを取って足早に教室を脱だつ出しゆつ。だが、紅葉はそれを追ってきて、咲良もまたフリーズから再起動してそれについてきた。教室では噂うわさが噂を呼んで勝手な話で盛り上がり始めている。

「ああ、もう……！」

　弌が足早に廊ろう下かを歩き、階段を下りた。

　昇しよう降こう口で追いつかれると、紅葉は弌の片かた腕うでに抱だき付く。彼女の柔やわらかい感かん触しよくが右腕に集中した。

「お、おい！　放せ！」

「えー。いいじゃんいいじゃん。デートしようよー」

「や、やめなさーい！」

　弌の腕うでを紅葉が引っ張り、咲良がそれを止めるという構図。そんな場面に、昇降口にも別のクラスの生徒たちが注目し始めた。

「もー、咲良さんたらなんなのー？　私と弌君のこと、関係なくないー？」

「い、委員長だから！　そんなふしだらな真似まねは許しません！」

「委員長ってば人間関係にまで口出しするのー？　ありえなくない～？」

　咲良がそう指し摘てきされて困った顔になる。

　そして、何も言えなくなったのか黙だまってしまった。

「というか、俺はデートをするなんて承しよう諾だくしてないんだが」

「えー。連れないなぁ。だったらさぁ」

　紅葉は弌の耳に口を近づけて、息を吹ふき込むように囁ささやく。

「〈八や咫た烏がらす〉の、今日のギルドホームを教えるって言ったら？」

　その言葉に弌の目に鋭するどさが増した。

「……どういうことだ」

　そんな情報を出されては反応しないわけにはいかなかった。

〈八咫烏〉のギルドホームを知っているのもそうだが。

　そもそも、なぜ弌たちが〈八咫烏〉のギルドホームを探していることを知っているのか。

　それらも含ふくめて正体を暴あばきたくなる衝しよう動どうに駆かられる。

「うふふ。全部、デートすればわかるかもよ？」

　紅葉は靴くつを履はき替えて、スキップをして昇降口を出て行く。

　弌も慌あわてて靴を履き替えて、彼女を追いかけた。

　当然、咲良もそれを追いかけるが、

「委員長が来たら、何も教えないよー」

　と勝ち誇ほこった顔で紅葉が言う。

　仕方のなさそうな表情を浮うかべて、弌が頭を下げた。

「すまん、咲良。向こうで待っててくれ」

　頭を下げられた咲良は、まるで裏切りでも受けたみたいな顔になる。

　そして、ふたりの背中が遠ざかるのを無念そうに見送った。




「動きにくいから放してくれ」

「えー。いいじゃんいいじゃん」

　弌と紅葉は、ふたりで繁はん華か街がいを練り歩く。

　その間、紅葉はずっと弌の右腕にひっついていた。

「昔はこういうこともしてたわけだし」

「……いや、記き憶おくにないんだが」

「うーん、思い出さないかー」

　恋も同じく、こうして抱き付いて引っ張ってくるので、妹かと思えるほどだ。

　もっとも、恋は紅葉のような、右腕に纏まとわり付く柔らかいものを持っていないが。

　それと、恋と違ちがうのはちゃんと弌の動きに合わせてくれるところだ。引っ張りつつも、強ごう引いんにいくところがない。恋は自分が興味を持ったものを見ると、弌の都合などお構いなしに引っ張ってくる。

　こうしていると、確かに自分の動きをわかっているという感覚が弌にはあった。押すところ、引くところ、その辺りをきっちりと合わせている。弌の動きを熟知しているかのように。

「以前は何度かこうしていたんだよ？　鈍どん感かんな弌君にはわからないかもしれないけど」

「……いや、改めて言うが、俺は絶対にお前に会ったことないぞ」

　だとすれば可能性はひとつしかない。

〈アストラル・イノベーター〉で会った、というところだ。

　問題はそもそもこんな性格の冒険者には会ったことがないということと、イチノの本名は誰だれにも教えていないということだ。

　ビジュアルや性格はリアルとゲームで変えられても、弌の名前を知っていたことに説明がつかない。

　弌がそんな風に過去の記き憶おくを探りながら悩なやんでいると、

「ンッ、ケホッケホッ」

　と、紅葉もみじが口を押さえて少し咳せき込んだ。

「お、おい。大だい丈じよう夫ぶか？」

「だ、大丈夫大丈夫。ちょっと何かが気管の中に入っただけだから」

　そう言っている割には、弌の目には顔色も少し白く映った。

　しかし、紅葉はすぐに気を取り直したように、いつもの笑顔を見せる。

「さて。で、そろそろ思い出せた？」

「いや……」

「思い出せないならそれでもいいよ。私は弌君と一いつ緒しよにいられるだけでいいからね。でも、どっかでドラマチックに思い出してほしいかなー」

「どんな状じよう況きようだよ」

「そりゃあ、私が病びよう床しようで臥ふせってて死ぬ間ま際ぎわ、とか？」

「何十年後の話だ」

「あははっ。近い未来の話かもしれないよ？」

「不ふ謹きん慎しんなことを言うもんじゃないぞ。で、ウィンドウショッピングは楽しめたか？」

「もうちょっと楽しみたかったけど……。まあ、充じゆう分ぶんかな」

　一時間も歩き回されたことで弌としては、早く帰ってソウルインしたかったが、

「喫きつ茶さ店てんでお茶しましょ？」

　紅葉はそんな弌の気持ちに相反するように、すぐ近くにある店を指さした。

　中に入ってからカフェオレと紅茶を注文し、カフェテラスに座る。

「いやー、楽しかった楽しかった」

「そりゃ何より」

「んー。もうちょっと楽しんでくれてる顔を見せてくれないと、情報は渡せないなー」

「俺に何を期待してるんだよ……」

　小さく溜ため息いきを吐ついて、持ってきたカフェオレを一口啜すする。

「というか、俺が昔会ったかどうかはこの際置いておこう。俺が〈八咫烏〉について調べてるのを知ってるのは何でだ。というか、お前も〈アストラル・イノベーター〉をやっていたことに驚おどろきだよ」

　すると、紅葉はキョロキョロと周囲を見み渡わたした。そして、仕方なさそうな顔をして苦く笑しようする。

「うーん。もうちょっと高校生らしい話をしたかったんだけど……まあ、いっか」

　紅葉もまた喉のどを潤うるおすように紅茶を一口飲んでから口を開いた。

「というか、今回のイチノは迂う闊かつすぎじゃないかなー」

「んな……」

　紅葉は弌の〈アストラル・イノベーター〉での名前をわざとらしく口にする。

「ヤマトであれだけ嗅かぎ回ってれば、そりゃあ目立ちますよー」

「そういうことかよ。まあ、バレたところで別にデメリットはないんだが。向こうから会いに来いって言われてるからな」

「へえ。〈八咫烏〉に会いに来いって？　なんで？」

「それは秘密だ」

「ふふ、残念。でも、これからは慎しん重ちようにね。ヤマトは排はい他た的だからね。次は外敵排はい除じよとか言って襲おそってくるかもよ？」

「ＰＫ禁止にされてる街中じゃ何もできないだろう。ヤマトも例外じゃない」

「まあね。でも、嫌いやがらせは何もＰＫだけじゃないからさ。それに、ピストレイアじゃＰＫ禁止エリアの設定が消えたって話もあるし」

「その話、もう広まってるのか？」

「うん。ヤマトは噂の広がりも早いからね。そのための対応策とか、拠きよ点てんにしてる冒険者たちはすぐ協議に入るから」

　話を聞く限り、紅葉はヤマトを拠点にしているらしい。

　だが、〈アストラル・イノベーター〉の中でもヤマトを拠点にしている冒険者となると限られる。

　そして、やはりこんな性格の冒険者には心当たりがない。もっとも咲良がオンとオフでまったく違うことを考えれば、〈アストラル・イノベーター〉での知り合いと絞しぼられる。

「少しは正体がわかってきたかな？」

「多少は、な。まだ確信はないけど」

「確信ができたら、私の名前を言ってね。間ま違ちがえたら許さないからねー」

　紅葉は楽しそうにクスクスと笑う。

　咲良に向ける笑えみは嘲あざけりやからかいが滲にじみ出ていたが、こうして弌に向ける顔を見ると普ふ通つうに可愛かわいい笑顔だ。

「それじゃ……ご褒ほう美び」

　椅い子すから立ち上がって、紅葉は弌に口を近づける。一いつ瞬しゆんの隙すきを衝つかれた弌は咄とつ嗟さに反応ができない。

　口と口が触ふれるか触れないか……吐と息いきがかかる距きよ離りで紅葉は止まった。

「な、何のつもりだよ」

「はい、これ」

　紅葉は胸むな元もとから一枚のストレージカードを出す。

〈アストラル・イノベーター〉にインストールする、専用のストレージカードだ。

「それをインストールすればいいよ。あとは使えばわかるから」

　そして、身体からだを離はなして椅子に座った。

　残った紅茶を流し込み、再び立ち上がる。

「それじゃ、また学校でねー。今日は久々で楽しかったよー！」

　そして、紅葉はカフェテラスの出口へと向かった。

　はたと立ち止まる。

「尾び行こうしないでって、言ったのになー」

　いきなりそんな声を掛かけられ、テーブルに座る少女はビクリと身体を震ふるわせた。

　よく見れば私服に着き替がえ、サングラスにマスクという典型的な変装をしていた咲良だ。

「あ、えっと……ぐ、偶ぐう然ぜん」
















「なわけないでしょー」

　紅葉の余よ裕ゆうの笑みは崩くずれないが、僅わずかに不ふ愉ゆ快かいな感情が交じっている。

「イチノと私は長い関係だもの。あなたとは付き合いの深さが違うのー。彼とは離れてほしいな。足あし手で纏まといになる前に……ねっ」

　そして、紅葉は改めてカフェテラスを出て行った。

　弌はトレイを持って咲良の席に移動する。

「何やってんだ、お前は……」

「え、えっと……心配で」

「特に心配するようなことは何もなかったよ」

「で、でも……さっき、き、き……す、す……」

『さっき、キスをした』

　そう言いたかったが、咲良の口は回らない。

『イチノと私は長い関係だもの。あなたとは付き合いの深さが違うのー』

　そんな先さき程ほどの言葉が咲良の頭の中でぐるぐると回る。

「ご、ごめんね。わ、私、先に帰るから！」

　咲良も立ち上がり、足早に去って行った。

「……どうしたんだ、あいつ」

　追いかけようにも彼女の足は早すぎる。

　弌は咲良の背中を見送ることしかできなかった。
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　雲雀工房にある部屋にイチノが出現する。

　ソウルインしたイチノは、さっそくアイテムボックスの中を漁あさった。

　イチノが頭の中で念じると、目的のアイテムが出てくる。

「……これか」

　手の平に収まる程度の大きさの銀ぎん盤ばん。

　神話における三本足のカラス──八や咫た烏がらすが象かたどられた紋もん章しようが彫ほられている。アイテム名は〈八咫烏のエンブレム〉。

　紅葉にもらったストレージカードをインストールして得たアイテムだ。

　さすがに怪あやしすぎて本物かどうか様々な角度で疑ったが、特にウイルスデータやおかしな仕し掛かけも入っていなかったので、普通にインストールできている。

　御ご丁てい寧ねいにも付属していたテキストには、『それを持ってヤマトに行けばわかるよ』と書かれていた。それをアイテム袋ぶくろの中に入れて、イチノは階下へ向かう。食堂には珍めずらしくひばり以外の知り合いがいなかった。

「サクラもまだ来てないのか？」

　ひばりに問うとこくりと頷うなずく。

「ええ、まだ来てないですけど」

　サクラは走って帰った。先にソウルインしていてもおかしくない。

「まあ、なんか用事でもできたかな。もし、サクラが来たらヤマトに行ってるって伝えてもらえます？」

「はい。了りよう解かいです」

　そして、イチノはひばりに伝言をお願いし、ヤマトへと向かう。転送装置を使うと、ファルセリアの雑多な街中から和風なヤマトへと視界の風景が変わった。

「さて……」

　アイテム袋からエンブレムを取り出す。すると、エンブレムの銀盤がイチノの手の中で勝手に動いた。向きを固定し、そこからまったく変わろうとしない。

「……つまりこっちにあるってことか？」

　イチノはエンブレムに描えがかれた八咫烏の目が指し示す方へ足を進める。動いていくと手の内で少しずつ向きが変わっていった。その度たびに方向修正し、歩を進める。

　やはり設定した座標に合わせて向きを変えるアイテムなのだ。この先に〈八咫烏〉のギルドホームはあるのだろう。

「……にしても、なんで紅葉がこんなの持ってたんだ？」

　店に売っているアイテムからでも〈アルケミスト〉ならば作れるだろうが、おそらくはギルドメンバーのみに渡わたされるアイテムなのだろう。

　座標を設定するには、そのギルドホームを知らなければならないのだから。

「もしかして、〈八咫烏〉のメンバーか、〈八咫烏〉の外部協力者みたいなもんかね」

　そんな予想をしながら、エンブレムに導かれるままに進むと、日の差さない古くさい長屋へと足を踏ふみ入れる。

　街の大通りでも排他的な印象を感じたが、ここはさらに強かった。敵意のある視線が肌はだにピリピリと突つき刺ささる。

　そして、長屋と長屋の間を歩いていると、その途と中ちゆうでエンブレムがピタリと止まった。

　さらにエンブレムが淡あわく明めい滅めつし始める。

「ここか……？」

　エンブレムが向いている方向には簡素な木の扉とびらがひとつ。他の扉と大して変わっているようには見えない。

　ここが五大ギルドのギルドホームと言われても、誰だれも信じないだろう。

　イチノがつぶさに扉を見ていると、それが小さく開いた。開いた隙すき間まに人の姿が確かく認にんできる。仮面を被かぶっているため、その表情はまったく読めなかったが。

「何者だ」

「イチノだ。おたくの幹部、バルトロに呼ばれてきた」

「……イチノ、だな。確かに名前があるな。入れ」

　扉が大きく開くと、そこにいた番人は早く入れと促うながしてきた。

　イチノが入ると番人はすぐに扉を閉める。ガチャリと鍵かぎをかけた。

「……閉じ込めるつもりか？」

「いつものことだ。来客の時は必ずこうしている。第一、ソウルアウトされれば意味のない行動だ」

　そんな念の入れように肩かたを竦すくめ、イチノは溜ため息いきを吐つく。

　中を見渡すと、とても狭せまい。八畳じよう分ぐらいしかなかった。傍そばにいる番人以外は誰も見当たらない。

「で、どこにバルトロがいるんだ？」

「ちょっと待っていろ」

　番人が部屋の中央に行くと、たんたんと合図するように足を踏みならす。

　すると、木の床ゆかがぱかりと開いた。ちょうど、人ひとり分の大きさだ。

「……まあ、地下だよな」

「黙だまっていけ」

「本当に……大層な念の入れ用だ」

　イチノはその隙間を通り、階段を使って地下へと下りた。

　壁かべに均等に備え付けられた燭しよく台だいの火が、その地下への階段を照らしている。

　階段が終わると、上の長屋よりも広い空間へと出た。そこには数人のギルドメンバーが雑談を交かわしている。

　全員が仮面を被っており、その顔は見えない。だが、不ぶ躾しつけな視線で見られていることをイチノは肌で感じた。

「せっかく探し当ててここまで来たのに、素す敵てきな出で迎むかえだな。早くバルトロを呼んでくれ。俺はあいつに呼ばれただけだ」

「……待っていろ」

　立ったまま待っていると、しばらくしてバルトロがやってくる。

　髪かみを剃そり上げている、体つきががっしりとした中年男性。髭ひげを生やしており、ほとんどの者は気のいい小父おじさんという印象を抱いだくだろう。装備しているのは革装備だが、赤い模様が、レアリティの高い防具だとわかる。

　彼だけは今、仮面を被っていない。

「やあ、イチノ殿どの。ようこそ、〈八咫烏〉へ」

　声もまた親しげだ。この雰ふん囲い気きにこそ、イチノたちは騙だまされたのだ。

　元々は〈アマツマウラ〉から援えん軍ぐんを率いてやってきた砲ほう兵へい大隊長──その実、〈八咫烏〉のスパイ。

　ピストレイアで起こった黒くろ騎き士し事件を、陰かげで操あやつっていた曲くせ者ものだ。

「リーダーに顔合わせを、と思ったのですが、生あい憎にくリーダーは不在でして」

「俺はお前に話を聞きに来ただけだ。さっさと用件を済ませたい」

「ふむ。では、こちらに」

　バルトロに促されて、地下の道を進む。どれだけ広いのか見当もつかない。

　地上、特に街中の土地はだいたい保有者が決まっており、その売買は行われている。ただし、地下は自由に作っていいという形になっていた。

　そもそも、地下の空間をきっちりと作れるほどの〈アーキテクト建築家〉はなかなかいない。適当に掘っているだけではそのうち潰つぶれてしまうため、土の強度や粘ねん度ど、支える木や鉄も含ふくめた計算をしなければならなかった。現実の建築と同じ計算が求められるのだ。

　ちなみに、家は街の外に作っても構わない。〈サウザンドブレイズ〉のように、ダンジョンをギルドホームにするというのは例外だが、辺へん鄙ぴな場所に建てる猛も者さもいる。もっとも街の外に家を作ると、モンスターに破は壊かいされるという危機感や不安を常に抱くことになるが。

「いい〈アーキテクト〉がいるみたいだな」

「ええ。リーダーは顔が広いもので」

　歩いてる途中、そんな話を振ふると楽しそうにバルトロが答えた。

「まったく。探し出すのに苦労したぞ」

「申し訳ありませんね。〈八咫烏〉の性質上、あまり目立つわけにもいかないもので」

「性質？」

「まあ、焦あせらずに。答えられる質問には答えます。もっとも、貴方あなたの望む答えになるかどうかはわかりませんが」

　それきりイチノは黙り、バルトロについていく。

　そして、通されたのは地下でも土が剝むき出しになっていない、美び麗れいな部屋だった。

「主に幹部が使う会議室です。どうぞ」

　イチノは中へ入って、テーブルにつく。

　バルトロはイチノの対面に座った。

「さて。どこから話したものですかね」

　バルトロがのらりくらりと呟つぶやくと、イチノはその眉まゆを吊つり上げる。

「俺の目的のひとつは《メモリーフラグメント》だ。それさえ渡してもらえば、俺は構わない。別に敵対なんかするつもりもないしな」

「我々にも敵対する気はありません。ただ、《メモリーフラグメント》を渡すことは、まだできませんな」

「お前らがあれを何に使うつもりだ。意味なんかないだろう」

「ええ。《メモリーフラグメント》自体に意味はありません。彼女の──野上恋の人格データを我々は求めていませんからな。……ただ、貴方を釣つり出す餌えさには使える」

　悪びれることもせずバルトロは語る。

　その人を食ったような笑えみを張り付けたままだ。

「……俺に何の用がある？」

「それには、少々〈八や咫た烏がらす〉の目的も語る必要がありまして」

「目立つわけにはいかない性質の行動、か？」

「ええ。特にもったいぶる必要もありませんので明かしてしまいますが……」

　そして、バルトロは続ける。

「〈八咫烏〉は運営が作った実験ギルドなのですよ」

　彼はまったく表情を変えない。その真意をイチノは読めなかった。

「運営が作った実験ギルドだと？」

「ええ。元は小さいギルドで今のように目立たずに活動していたのですが、やることが増えてしまって。であれば大きいギルドの方がいいということで、五大ギルドに」

「じゃあ、あんたはゲームマスターなのか？」

　ゲームマスター。システムのサポート業務に直接従事するスタッフのことだ。プレイヤー同士のトラブルやほとんどないがバグ対応、そういった仕事をする。

「いえ、ゲームマスターの権限を幾いくつか持っているぐらいですね。サブゲームマスターといったところでしょうか」

「運営が、あんな黒騎士を扇せん動どうしたりしたってのかよ」

「あれもまた実験でして」

「実験なら許されるとでも思ってるのか。あれでゲームをやめたやつだっている」

「それはそれで構いません。今の我々の目的はプレイヤー同士の諍いさかいを止めることではないですからな」

　そして、バルトロは瞑つぶっているような目をうっすらと開き、鋭するどく睨にらむ。

「イチノ殿には我々のギルドに加わっていただきたいんですよ。それで我々の実験に参加してほしい」

「……冗じよう談だんじゃない。悪いがきな臭くさすぎて付き合ってられん」

「そう言うと思いました。ですが、入っていただければ、妹殿にグッと近づくかと」

　言葉だけを聞けば魅み力りよく的だ。

　だが、イチノはまったく頷うなずく気にならなかった。

　どうやら仁の去った後の運営は相当おかしくなっていることが窺うかがえる。

　こんなギルドに入るのは御ごめ免ん被こうむりたいし、入る気はまったくない。

「……返事は待ってもらっていいのか？」

　だが、さも迷うようにイチノはそう返した。

　ここで拒きよ否ひしてもイチノに得るものは何もない。向こうにはバレバレかもしれないが、それでも情報を精査する間、迷っている振りを見せてもいいだろう。

　そう判断しての答えだった。

「ええ。いつでも構いません。他に協力者もいますからね」

「前金として《メモリーフラグメント》を渡わたしてはもらえないのか？」

「さすがにそれは奮発しすぎで、怒おこられてしまいますな。ですが──」

　バルトロはテーブルの上で指を組み、イチノを見み遣やる。

「我々が、やって欲しいことをやってくれたらお渡し致いたしましょう」

「やって欲しいこと？」

　イチノが尋たずねると、バルトロは不敵に笑った。

「〈ローズリッター〉の自治するゴレスデンはご存じですな？」

「五大街だぞ、当たり前だろ。ＰＫ禁止エリアを設定しない空間を作って、複数の闘とう技ぎ場を運営しているらしいな」

「ええ。そのゴレスデンです。そこで闘技大会が開かれていることは？」

「あそこはいつだって開かれてる。そう言えば、そろそろ年に一度のデカい大会か」

「そうです」

　バルトロは満足そうに頷く。

「……まさかそれに参加しろってんじゃないだろうな」

「ええ。そのまさかですよ」

「何のために。必要ならお前らがギルドメンバーを派は遣けんすればいいことだろう。それにお前ならチートでも使えば楽勝なはずだ」

「黒騎士の時であればともかく、闘技場のように注目される一大イベントですと誤ご魔ま化かすのも一苦労なのでね。まあ、平たく言えば使えないと思ってください。そもそも、我々が表おもて舞ぶ台たいに立つのも場ば違ちがいですので」

「今いま更さらかよ。注目される一大イベントで言えば、『恋こい人びとの日』だって同じだろうが」

「しかし、闘技大会は〈アストラル・イノベーター〉内の全世界に魔法を使って中ちゆう継けいされますのでね。中継という言い方は、少々現実のようですが」

「……何が目的だ」

「今度の闘技大会の優勝賞品が問題なのです」

　ゴレスデンの闘技大会の賞品と言えばレアアイテムだ。

　冒険者垂すい涎ぜんのレアアイテムであることが多いが、上級者にとってはそこまで意義のあるアイテムではない。

　しかし、バルトロの言い様だと、今回は違うらしい。

「優勝賞品は、〈無む形けい鋼こうアモルファス〉。つまり、《オリジンウェポン》です」

「《オリジンウェポン》だと？」

「〈ローズリッター〉がなぜそんなものを出してきたのか……。それはわかりません。ですが、ギルドとしても手に入れておきたい。おそらく、過去最大級の大会になるでしょう。二つ名持ちが複数参加するのは確実ですね」

「……下手すりゃ〈リザルターナイン〉まで出てくるぞ。そんな大会に出て、俺に優勝しろってのか？」

「ええ。手に入れてもらえれば、《メモリーフラグメント》は貴方に渡しましょう。それに彼女の復活にも手を貸すことができるのではないかと思います。そして──」

　バルトロは自身のアイテム袋ぶくろの中に手を入れて、テーブルの上に何かを置く。

「《メモリーフラグメント》とは違いますが、前金としてこちらをお渡ししましょう」

　猫ねこをあしらった小さなヘアブローチ。

　それは──。

「……お前がなぜ、それを持っている」

　イチノの表情が戸と惑まどいに染まる。

「なんで、恋の装備品を持ってるんだ！」

　それはイチノが恋に送った唯ゆい一いつ無二のアクセサリーだった。








■第二章









　イチノが〈八咫烏〉に行った次の日。

　この日もソウルインしたイチノはテーブルで腕うでを組んで悩なやんでいた。

「………」

　バルトロからヘアブローチをもらったものの、彼はそれ以上の情報を語ろうとしなかった。欲ほしい情報は闘技大会で優勝してからだと言わんばかりに、その口は頑かたくなだ。

　怒いかりに身を任せて暴れてもよかったが、それでは得るものが何もない。

　であるならば従う振ふりをして、〈八咫烏〉を探さぐった方がいい。イチノはギリギリ残った理性で、感情をどうにか押し殺していた。

「イチノさんが闘技大会みたいなショーに出場するなんて珍めずらしいですね」

　ひばりが木のトレイを両手に抱かかえながら、物珍しそうにイチノを見る。

「まあ……賞品が賞品だからね」

　イチノはそう言って誤魔化した。

《オリジンウェポン》は誰だれもが欲しがる代しろ物ものだ。それだけにひばりはそれを疑うことなく信じる。

〈八咫烏〉に協力をする気はさらさらないが、利用する価値はある。イチノは大会への参加を表明していた。参加している間に、〈八咫烏〉を探ってもらう予定だった。

「ひばりさーん！　アイテム道具作って欲しーんだけどー」

「はいはーい、今行きまーす」

　ひばりは客が来たことで作業台の方へと戻もどっていった。

「……闘技大会に出るの？」

　そこにようやくサクラがソウルインしてきた。少し俯うつむき気味な顔でイチノのテーブルに近づく。

「サクラ、大だい丈じよう夫ぶか？」

　テーブルについたサクラを見ながら、心配した声で尋ねる。

「え、何が？」

　サクラは昨日はソウルインしていない。

　今日、学校には来たが、心ここにあらずといった様子で過ごしている。教師に当てられても気付くのが遅おくれて慌あわてたり、委員長の仕事を忘れていたりと、どこか上の空だった。

「少し体調が悪そうな気がしたけど」

「そ、そんなことないよ。元気元気。それよりも闘技大会に出場って……」

「ああ、ちょっと〈八や咫た烏がらす〉絡がらみでな」

　イチノは昨日あったことを説明する。

　すると、サクラはテーブルの上で拳こぶしをギュッと握にぎった。

「なるほど。じゃあ、私も出場した方がいいよね」

「え？　なんで？」

「だって、〈八咫烏〉のほしいのが《オリジンウェポン》だったら、私も出場した方が保険になると思うし。万が一、イチノが負けたとしても私がいれば足しにはなるでしょ？」

「負ける気はないが……まあ、好きにしてくれ。だけど、当たったら容よう赦しやしないぞ」

「……うーん、ちょっと本気で戦ってみたいかも」

　そんなことを言うサクラは、すっかりいつもの調子だった。

　ただ、少しいつもよりもテンションが高い。

　なぜそんな調子なのかイチノにはわからなかったが、学校でぼーっとしている時よりは健全に見える。

「さて。じゃあ、ちょっと闘技大会に登録してくるか」

　闘技大会には飛び入りで参加できるわけではない。

　出場のための登録と、大した額ではないが参加費を払はらわなければならなかった。

「じゃあ、ちょっと出てきます」

「はーい、行ってらっしゃい。馬車に気をつけてねー」

　イチノとサクラはひばりに見送られて、普ふ段だんと同じように雲雀ひばり工こう房ぼうを出る。

　扉とびらを開けた瞬しゆん間かん、影かげが差した。

「あれ？」

　そこには、まるで待っていたかのようにふたりの少女が立っていた。

「イッチノー！」

　ひとりはサクラも知っているユリだ。ローブを着て、樫かしの杖つえを手に持っている。いかにもソーサラーといった装備だ。今日も小さな身体からだを目め一いつ杯ぱいに動かしている。

　そして、もうひとり。こちらはサクラの知らない相手だった。

「お久しぶりです。イチノ」

　紫し苑おん色の長い髪かみを頭でまとめてポニーテールにしている。とても綺き麗れいな顔立ちで、行き交かう人が必ず目で追ってしまうほどの美人だった。身体も端たん正せいで、その身に纏まとう銀に輝かがやくミスリル装備は神こう々ごうしく彼女を見せている。

　サクラよりも身長が高く、ぱっと見ではほとんどモデルだ。〈アストラル・イノベーター〉では外見や声を含ふくめたキャラメイクが可能だが、彼女には造形だけでは説明のできない、どこか気品のある雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。

「ユリにシオンか。ユリはともかく、シオンは珍しいな。ギルドの方はいいのか」

「少々時間ができたので。久々にイチノの顔を見ておきたかったのですよ。元気そうで何よりです。街を守ったとか黒くろ騎き士しの件とか、活かつ躍やくしている話はユリから聞いていますよ」

「ギルドを抜ぬけてる冒険者プレイヤーの話を聞いても楽しくないだろうに」

「そんなことはありません」

　シオンはイチノが元いたギルド〈グリムリーパー〉のメンバーだ。

　ロールはサクラと同じ〈ソードナイト〉。〈グラシオグラーヴォ〉という氷の魔ま剣けんを操あやつる、〈グリムリーパー〉の正アタッカー。その二つ名を、〈氷の蜘蛛アラクネ〉という。

　ギルドでのイチノの元相棒でもある。

「別にこんな顔、見に来ても何の足しにもならんだろ」

「あら。私はイチノの顔、好きですよ？」

「……お前はそういう冗じよう談だんが好きだよな」

　くす、と上品にシオンが笑う。

　そんな彼らの様子をサクラはジッと見ていた。彼女の美に魅み了りようされているのか、ぼーっとしていた。

「この人は？」

　シオンは、そんなサクラにすっと目を向けた。

「ああ、サクラっていうんだ。訳あってちょっと手伝ってもらってる」

「あら。そうなんですか」

　シオンの表情から感情が少し消える。冷めた目つきでサクラに向き直った。

　サクラもシオンに顔を向ける。

「初めまして、サクラです」

「シオンです。初めまして。イチノとはどういうご関係で？」

「え。ええっ？　え、えっと、戦友といいますか」

　そんなサクラの言葉でシオンはさらにムッとした。

　もっともイチノからはシオンの顔は見えず気付かなかったが。

　ユリだけは気付いて、あちゃー、と困った表情を浮うかべている。

「それで、イチノはこれからどこに行くのかしら？」

　シオンは先さき程ほどまでの表情を消して、優ゆう雅がな笑え顔がおでイチノに向き直った。イチノには隠かくした感情を見せないようにしている。

「ああ、ゴレスデンに行く。ちょっと闘とう技ぎ大会に出場しようと思ってな」

「闘技大会に？」

　そんなイチノの発言に、シオンはキョトンとした目を作った。

　それは驚おどろきというよりも、興味深いといった表情だ。

「珍しいですね。イチノはそういうのに興味がないと思ってましたが……。ユリに聞きましたが、この前も《オリジンウェポン》を探してたって」

「まあ、色々と事情があるんだよ。つーわけで、悪いがまたな」

　そう言ってイチノとサクラは去ろうとするが、

「……面おも白しろそうですね。では、私も参加しましょう」

「何か面白そうだし、あたしも参加するっ！」

「は？」

　シオンとユリが揃そろって参加を決めた。

「いや、なんでだよ」

　ふたりも、今まで闘技大会に参加したことなどない。

　それがいきなりの参加宣言にイチノは呆あつ気けに取られた。

「イチノが参加するんですもの。興味がありますし。それに……イチノとも久々に戦ってみたいですからね」

「お前との戦いは疲つかれるから嫌いやなんだけどなぁ……」

「手ほどき受けた身としては、師し匠しように成長を見てもらいませんと」

　イチノはシオンに何度か戦いの手ほどきをしている。

　大したことを教えたわけではないが、それでも充じゆう分ぶんな技能を身につけて、それが自己流で進化しているであろうことを考え、溜ため息いきを吐つく。

「それとも、私やユリの参加は不服ですか？」

「いや……まあ、勝手にしてくれ。参加条件があるわけでもないし、俺にお前らを止める権限もないしな」

「ふふ。楽しみです。それでイチノは最近どうですの？」

「どうって言われてもな」

「相変わらずよ。鈍どん感かんだし。戦い方はキレッキレだけど」

「まあ」

　イチノ、ユリ、シオンの元ギルド仲間で会話が弾はずむ。久しぶりに会ったこともあってか、イチノもシオンも饒じよう舌ぜつだった。

　サクラは少し居い心地ごこちの悪さを感じながらもついていく。

「そう言えば知ってます？　〈獅子聖サンオブザリオン〉エリゼが最近、姿を見せてないらしいですよ」

　そんな中、シオンはそんな話題を振ふる。

　イチノは大して興味もなさそうな顔で話に応じた。

「相変わらず噂うわさ好きなヤツだな……。それってただ単にソウルインしてないだけじゃないのか？」

「いえ、ソウルイン履り歴れきはあるみたいで。ただ、人前に姿を現さないとか」

「ふーん……。まあ、俺には関係ないよ」

「あら？　もしかしたら闘技大会にエントリーしてくるから、かもしれませんわよ？」

「そんなことあるものかねぇ……。まあ、賞品が賞品だからな」

「レベル最弱１対レベル最強70。私はそちらの方に興味が湧わきますね」

「冗談。お前が倒たおしてくれ」

「あら。レベル50台の私には荷が重いですよ」

　穏おだやかな口調で小さく笑う。

「それにしても、最近は〈アストラル・イノベーター〉もきな臭くさくなりましたね。この前、ピストレイアでＰＫプレイヤーキラー禁止エリア設定が外れたとか」

「もう耳に入れてたのか」

「小規模ギルドとしては情報は命ですからね。アレス君に頼たのんだりして、色々と情報を入手してますわ。五大ギルド同士の情報とかも」

「何かあったのか？」

「〈八咫烏〉が魔ま法ほうギルド〈セレマ・グノーシス〉と騎士ギルド〈ローズリッター〉と非公式に会談を持ったとか、賢けん聖せいギルド〈ゴスペル・クァイア〉と鍛冶かじギルド〈アマツマウラ〉のリーダー同士が接せつ触しよくした、とかですね。あとは五大ギルドではないですが、〈商業革命イノベーシヨン〉オルトと、〈農業支配ドミネーシヨン〉ユーリヤが何か経済団体を立ち上げるとか……」

「よくもまあ、そこまで噂を知ってるもんだ」

「五大ギルドや〈リザルターナイン〉が動くと、世界が変わることもありますからね。そのためには情報収集は欠かせないんですよ。乗り遅れれば、それだけで不利になりますから。イチノだって、わかるでしょう？」

　そんな話をしつつ、イチノたちは転送装置へと向かった。




　五大街ゴレスデンは、まさに中世ヨーロッパの見本とも言える町並みを誇ほこっていた。

　至るところに闘技場が建てられており、また街中での決けつ闘とうも頻ひん繁ぱんに起こっている。決闘を囲むように野や次じ馬うまたちが囃はやし立てていた。

　ここでは強い者が生き残る。

　そんな風潮がある、戦士の国。

　それがゴレスデンだ。

「さて。受付は例の一番デカい闘技場だろう。さっさと行こう」

　転送装置でやってきたイチノたちは、そこから見えている最も大きな闘技場に向かって歩き出す。

　そして、程なくしてその闘技場に辿たどり着いた。

　石机で十人ほど──この街を自治する〈ローズリッター〉のギルドメンバーだろう冒険者が受付をしており、その十人が列を捌さばいている。

　イチノたちはそれぞれ別の列に左から順に並ばされた。ただ、一番左に行くと右に戻もどり、サクラだけがそちらに向かわされる。

「あらら。じゃーねー」

　と、ユリが嫌味たっぷりにサクラに言った。

　とはいえ、ユリはサクラの憎にくまれ口が返ってくるのを待ったが、それが返ってこずに拍ひよう子し抜ぬけしてしまう。

「……イチノ。サクラに何かあったの？」

「よくわからん」

　心配になったのか、ユリがイチノに尋たずねた。だが、イチノにも理由はわかっていない。

　イチノも少しサクラのことが心配になったが、列は順調に進んでいるため乱すこともしなかった。

　登録が終わったら改めて聞こうと考え、そのまま順番を待つ。

　そして、イチノの順番になり、手て渡わたされた羊皮紙に名前・〈ロール〉・使用武器の種類、持ち込みアイテム、そしてレベルを書いていく。

　すると、イチノの横でいきなり下げ卑びた笑い声が響ひびいた。

「やべぇ！　こいつ、レベル１だぞ！　ぎゃははははははははははは！」

　そんな声が発ほつ端たんとなって周囲も騒さわぎ始める。

「おいおい、ノービスちゃん。やめておきなって！」「今回はレベル40以上が目安って言われてるんだぜ？」「それがレベル１とか何の冗談だよ！」「ぎゃっはっはっはっは！」

　品の悪い笑い声を上げる周囲を無視して、面めん倒どうくさそうな顔を浮かべたままイチノは書類を提出する。

「あ、あの……いいんですか？」

「ああ。頼む」

　受付の冒険者に伝え、受理をされようとしたところで、周囲がさらにイチノに絡からんだ。

「おいおい。俺たちは親切で言ってるんだぜ？　悪いことは言わねぇ、やめとけって」「ホントに最近は無む謀ぼうな冒険者が増えたなぁ」「無謀っていうか馬ば鹿か？　恥はじ知しらず」「つか、面倒だからやめろって言ってんだよ」「早く取りやめな。時間の無む駄だだよ」

　周囲にいた冒険者のひとりが提出した羊皮紙を、受付から奪うばおうと手を伸のばす。

　すると、

「恥知らずはあなた方でしょう」

　その手に黒く輝かがやく剣けんが突つき刺ささっていた。そこから手全体が氷こおり漬づけになる。

　刺された冒険者のＨＰヒツトポイントも一気に減った。闘技場は中もそうだが、この近辺もＰＫ禁止とされていない。

「んな！　何しやがる！」

「恥知らずに礼れい儀ぎを教えたまでです」

　剣を引き抜ぬくと、そこには柳りゆう眉びを逆立てたシオンがいた。

　先程までの気品の良さはすでにない。全身から闘気が立ち上っているかのような雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。

　周囲に対して完全に、臨戦態勢に入っていた。

「私の最高の相棒を馬鹿にする連中は、叩たたっ切きります。ぶっ飛ばします。なます切りにします。馬鹿にした者の顔は全員覚えました。お覚かく悟ごを」

　言うが早いかシオンは突とつ然ぜん、剣を横に薙ないだ。

　周囲の冒険者たちがシオンを包囲する。シオンのすぐ近くにはイチノもいた。

「お前な……。何、面倒事を起こしてくれてるんだよ」

「イチノが馬鹿にされただけで喧けん嘩かを売るには充分な理由ですわ」

　彼女はイチノがギルドに所属している頃ころからこうだ。

　普ふ段だんは大人しいのに、イチノが馬鹿にされると途と端たんに喧嘩っ早くなる。

　以前とまったく変わらないシオンに、イチノが深々と溜息を吐いた。

　そんな余よ裕ゆうの態度が気にくわなかったのか、

「上等だ！　この場で再起不能にしてやらぁ！」

　先程イチノを笑った冒険者たちが武器を抜く。そして、イチノとシオンに敵意を込こめた目を向けた。エモーションエフェクトを確かく認にんするまでもなく怒おこっていた。

「来ますよ、イチノ」

「いや、お前のせいだろ!!　俺は穏おん便びんに済まそうと思ってたのに！」

　そんなふたりの様子を無視して、冒険者たちはイチノとシオンに襲おそいかかった。

「どっちでもいいんだよぉ！　死ねやぁ！」

　イチノとシオンは背中合わせになる。

　ピタリと呼吸を合わせたかのように、ふたりの動きはシンクロしていた。

「死ねっ！」

　斧おのがシオンの頭へと振り下ろされる。

　その攻こう撃げきに合わせて、黒き剣を振るった。

　斧の攻撃判定はシオンに届く前にシオンの剣に当たり、その攻撃は相そう殺さいされる。

「な!?」

　敵が驚きよう愕がくするその隙すきを衝ついて敵の身体からだに剣を刺す。

　刺された場所が氷漬けになり、冒険者は動けなくなってしまった。

　氷に拘こう束そくされた冒険者に、容よう赦しやなく斬ざん撃げきを加えるシオン。冒険者のＨＰはあっという間に０になった。

「容赦はしません」

　嗜し虐ぎやく的な笑えみを浮うかべて、生き生きとしている。

　そんなシオンに今度は冒険者ふたりが同時に襲いかかった。ふたりとも武器は槍やり。

　一本はシオンが剣で対応しようとしている。だが、もう一本は完全に無視していた。気付いていないわけではない。

　だが、彼女は信じているのだ。

「はっ！」

　イチノがそちらを相殺してくれるのを。

　シオンとイチノがそれぞれ相殺し、相手の攻撃はすべて無効化。シオンはふたりにそれぞれ氷の魔ま剣けん〈グラシオグラーヴォ〉を叩き込む。

　まるで蜘蛛くもの糸を張り巡めぐらされたみたいに、氷に捕とらえられた冒険者にシオンはさらなる斬撃を加えた。

　まさに、〈氷の蜘蛛アラクネ〉と呼ばれる所以ゆえんだろう。もっとも本人は不本意なようだが。

　そんなシオンを見て、イチノは感心した目を向ける。

「腕うで上げたか？」

「だから成長をイチノに見てほしいと言ったではありませんの」

　シオンの実力はレベルだけではなく、そのプレイングスキルも確実に上がっていた。

「こっ、このぉ！　レベル１が図に乗るな！」

　シオンを手て強ごわいと見たか、数人が同時にイチノの方へと集中して襲いかかる。

　四方から迫せまる剣、槍、斧、そして、矢。

　イチノは一いつ瞬しゆんで相手の武器の向かってくる方向を判断し、すべてを見定めて剣を振ふる。

　その剣の軌き道どうに重ねられた相手の攻撃判定は、すべて相殺され、無効化された。

「んな!?」「馬鹿な!!」「相殺、だと……！」「全部って……おかしいだろ！」

「芸もなく同時にやって来てくれた方が相殺しやすい」

　イチノは相手が気を取られた隙に懐ふところに潜もぐり込み、相手の首を下から薙いだ。クリティカルが発生。

　さらにそのまま横に薙ぎ、別の相手にも一撃。

　イチノは踊おどるように剣を振り、次々と相手にダメージ衝撃を与あたえていく。着実に囲んでいる敵の数を減らしていった。

「イチノも腕は衰おとろえてませんのね」

「まあ、弱くなったつもりはないよ」

　未いまだにふたりは、一撃ももらっていない。

　圧あつ倒とう的な技量の差に、周囲の冒険者たちは圧倒されていた。

「う、噓うそだろ……!?」「相手はレベル１だぞ、おい！」「ど、どうなってるんだよ！」

　イチノもシオンも、お互たがいがお互いをフォローし合っていてまったく隙がない。シオンの攻撃中はイチノがフォローに回り、逆にイチノが攻撃していると、シオンもまたそれの補ほ佐さをする。

〈グリムリーパー〉の時に培つちかっていたコンビネーションが、遺い憾かんなく発揮されていた。

　ギルドを離はなれてまだ三ヶ月。昔取った杵きね柄づかというにはまだ早い。

「な、なんてヤツだ！」「レベル１とか、何の冗じよう談だんだよ！」「勝てるわけねえええ！」

　ひとり、またひとりと逃にげていく。

「逃がさないと言ったはずです──」

　獰どう猛もうな笑みを浮かべて、シオンは彼らを追いかける。

「おい、やめろ。これ以上は無意味だ。……いや、最初から無意味なんだけど」

　今にも走り出しそうなシオンをイチノが止めた。

　シオンは仕方なさそうに溜ため息いきを吐つき、そして、普段の気品のある表情に戻る。

「まったく、ゴレスデンの戦士たちは根こん性じようがありませんわ」

「お前に氷漬けにされるのって怖こわいし、根性云うん々ぬんじゃないと思うぞ」

「酷ひどいです！　これも戦術でしょう」

　戦せん闘とうが一段落し、シオンとイチノは剣を鞘さやに収める。

「登録参加受付再開しますー。列を組み直してください」

　人ひと垣がきがようやく散り、闘技大会への登録が再開され、冒険者たちは組み直された列に並んだ。決闘など日常茶さ飯はん事じである、とでも言わんばかりに元の雰囲気へと戻もどっている。

　そこから離れた場所でサクラが、呆ぼう然ぜんとした顔で立っていた。

「………」

　二の句が継つげない。

　目まの当たりにしてしまったのだ。

　人垣はあったが、見えていた。イチノとシオンがまるで本当の相棒のように動いているところを。

　イチノに指示を出されたわけでもなく、シオンがイチノの動きに自然と合わせていたところを。

　──自分では、こうはいかない。

　──自分には、あんな真似まねできない。

　──戦友とは、ああいう人のことをいうのかもしれない。

　そんな言葉が次々に心に浮かび、サクラの心を少しずつ抉えぐっていった。




　乱闘の熱気はすでにないが、イチノだけはまだ注目を受け続けていた。

　イチノをチラ見している冒険者が多い。やはり、レベル１というのは〈アストラル・イノベーター〉の中でも特異なのだ。

　本来であれば五分もあればレベル２に到とう達たつするのだから、街を歩いていること自体が珍めずらしいのである。

「やれやれ……。面めん倒どうな目にあったな。酷い街だ」

「それでもノーダメージで倒たおすなんて、イチノおかしい」

　ユリが呆あきれた声で突つっ込こんだ。

　それでもその表情には心配など何ひとつなかった。負けることなど想像もしていなかったのだろう。

「シオンがだいたい片付けてくれたからな。俺は楽させてもらったし」

「ふたりが息ぴったりなのは変わらないわねー。あたしもナイトになればよかったかな」

「何言ってんだ。ユリの魔ま法ほうがなかったら、ギルドは回らないぞ」

　そんなやり取りを置いて、シオンがあらぬ方向に目を向けている。その表情は先さき程ほどの乱闘騒さわぎの時に見せていたものに似ていた。

　その先には呆然とした表情のサクラがいる。

　そんなサクラにつかつかとシオンが歩み寄った。

「……あなた、何を考えてるのかしら？」

「え……」

「あなたはイチノの戦友……そう仰おつしやっていましたよね。それならば、イチノが多数を相手にすることが苦手なことを知っているはず。もちろん、あの程度にいくら囲まれても後おくれを取るイチノではありませんが、それでも彼とて万ばん能のうではない。事故はあり得るんです」

「……あ」

「イチノの戦友を名乗るなら、人垣など吹ふっ飛とばしてでも、イチノの元に馳はせ参じるべきでした」

　そして、シオンはサクラを指さす。




「あなたは、イチノの戦友失格です」




　サクラがビクリと身体を震ふるわせた。

　今、自分が最も聞きたくなかった言葉だ。

　シオンとイチノの呼吸の合った、戦闘──というよりも舞ぶ踏とうに見み紛まがう動きを見て、自分にはできないと、無理だと悟さとってしまった。

　個でシオンに負けているとは思っていない。しかし、イチノに合わせたあの動き、あれをやれと言われてもすぐにはできない。サクラ自身は、常にここぞという時はイチノからの指示をもらっている。

「おい。言い過ぎだ」

　よからぬ雰ふん囲い気きを感じ取ったイチノがそれを止めにかかった。

　すると、シオンが鋭するどい目をイチノに向ける。

「黙だまっててくださいまし。イチノ。なぜ、私たちのギルドを抜ぬけたのか……事情があるのでしょうし、もうそれは問いませんが、それでもこの程度の方に命を預けているのは納なつ得とくがいきません」

「この程度って……サクラは〈リザルターナイン〉だぞ」

「この程度、です。そもそも彼女はまだなり立ての〈リザルターナイン〉。イチノが命を預けられる相手ではありません。見ればわかります」

　すると、サクラは勇気を出してシオンに真正面から向き直る。

「確かに私はコンビとしては、まだまだだけど……！　でも、いつかは相応ふさわしくなってみせる！」

　だが、シオンは納得できないように首を振った。

「言葉だけが一人前でも意味はありません。あなたは弱くて、イチノの隣となりに相応しくないんです」

「なっ……！」

「申し訳ないのですけど、イチノの戦友を自じ称しようするならもっと覚かく悟ごを決めてからにしてもらえますか？　それまで傍そばにいるのをやめていただきたいのですけど」

「そ、それだけはできないわ！　絶対に！」

　すると、シオンは剣けんを抜き、サクラの首元に突つき付ける。

　黒き氷の剣、〈グラシオグラーヴォ〉を。

「ならば、決闘で証明していただきましょう。あなたに身の程を弁わきまえさせて差し上げます」

　そして、シオンは不敵に笑みを浮うかべた。

〈氷の蜘蛛アラクネ〉と呼ばれる決定的な原因となった嗜虐的で、獰猛な笑みだ。

「まさか〈リザルターナイン〉ともあろう人が、逃げたりはしませんよね？」

「……いいわ。やってやるわよ！」

　一いつ触しよく即そく発はつとなったふたりは、場所を変えるべく街の外へと出る。

「いいの？　イチノ……」

「……止められないだろ。まあ、戦えばほとぼりも冷めるし、友情も芽生えるんじゃ」

「少年漫まん画がじゃないんだし、それはないと思うんだけど……」

　イチノとユリは困った顔を浮かべて、ふたりについていった。




　誰だれもいない外がい壁へき近くで、サクラとシオンが対たい峙じする。

「決闘のルール仕様はスタンダードなものでよろしいですか？　後でアイテム使用を有りにすれば勝てたとかは、なしですよ」

「……お気き遣づかいありがとう。でも、大だい丈じよう夫ぶよ」

　目に見えない火花を散らして、ふたりが剣を抜く。

　サクラは《オリジンウェポン》の〈風精剣ゼフィランサス〉を。

　シオンは氷の魔ま剣けん〈グラシオグラーヴォ〉を。

　イチノが立会人となって、手を上げる。

「じゃあ、恨うらみっこなしってことで。始め！」

　そして、手を振り下ろした。

　その瞬しゆん間かん、サクラが速そつ攻こうを仕し掛かける。

「〈風精剣ゼフィランサス〉!!」

　いきなり大おお技わざの発動だった。刃やいばから[image: 迸]ほとばしる緑の軌き跡せきが、六ろく芒ぼう星せいの形となってシオンを襲おそう。

　シオンはそれを目まの当たりにして、失望したように表情を曇くもらせた。

「モーションデータの固定された動きは、攻こう撃げきとして不完全ですわよ」

　シオンが剣を振ふるう。

〈ゼフィランサス〉の軌跡に合わせ、シオンは緻ち密みつに剣を操あやつった。

　刃と刃がぶつかり合い、甲かん高だかい音と共に、緑色と水色の火花が弾はじけ飛ぶ。

「相そう殺さいッ!?」

「イチノ直じき伝でんですッ！」

　イチノはギルドに所属していた頃ころ、シオンに何度か手ほどきをしていた。

　マニュアル操作、相殺、クリティカル……それらをだ。

「……危なっかしいな」

　イチノが溜息交じりに漏もらす。

　実際のところ、シオンの相殺はかなり危なっかしい。サクラの六連撃を五つまで相殺したが、そのどれもが判定ギリギリの相殺だ。

　ただ、そこまでできたのも、マニュアルの動きによる恩おん恵けいだろう。

　セミオートからのマニュアル操作に移っての熟練度は相当上がっている。

　もっとも、イチノに比べればまだまだ動きがぎこちないが。

「動きが鈍にぶってますよ！」

　ただ、それ以上にサクラの動きが重い。いつもに比べたら雲うん泥でいの差だった。咄とつ嗟さの判断も明らかに鈍すぎる。

　よかったのは最初にスキル〈ゼフィランサス〉を放った時だけで、相殺をされてからは動きに迷いが見えた。

　そして、サクラの表情には覇は気きもない。焦あせり、不安、絶望、そういったネガティブな感情が顔に滲にじみ出ている。

「な、んで……ッ！」

　サクラがそれでも無理矢理身体を動かすようにして剣を振った。だが、もはや狙ねらい所がバレバレで簡単に相殺されてしまう。

「凍こおりなさい！　〈グラシオグラーヴォ〉！」

　逆にサクラはシオンの攻撃を受け、その箇か所しよが氷こおり漬づけにされていった。サクラががむしゃらに動くことで氷は砕くだけるが、それでも予定していた動きに誤差が出る。今のサクラでは致ち命めい的とも言っていい。

　容よう赦しやなくシオンの攻撃はサクラのＨＰを減らしていった。

　まったく太刀たち打ちできていない。サクラはシオンの戦術に搦からめ捕とられて、実力を半分も発揮できていなかった。

「〈風精剣ゼフィランサス〉!!」

　もはやいつもの剣閃は見る影かげもない。

　自棄やけになったかのような無む駄だ撃うち。

　シオンは相殺することなく、六連撃をすべて躱かわしきった。

「……失望しました。これで終わらせましょう。〈グラシオグラーヴォ〉！」

　シオンがマニュアル操作で、サクラの足を薙ないだ。何度も何度も。その度たびに凍り付き、サクラの足は大地に縫ぬい付けられる。

「う、うごけな……」

　シオンは〈グラシオグラーヴォ〉をサクラの喉のど元もとに突き付け、

「ふん……」

　もう興味を失ったと言わんばかりに剣を収めた。

「弱いとは思っておりましたが、この程度とは……。本当に失望させてくれますね」

　シオンはサクラに背を向ける。

　そして、サクラの身体からだを拘こう束そくしていた氷は砕け散った。

「もう飽あきました。勝敗はつけずともいいでしょう」

　氷の拘束が解けたサクラは膝ひざをつく。

　まるで歯が立たなかったことが、信じられないかのように真っ青な顔をしている。

「〈リザルターナイン〉も堕おちましたわね」

　その言葉に、サクラは立ち上がってシオンを睨にらんだ。

　だが、シオンは振り返りもしない。

「あなたには勝つ価値もありません。申し訳ないのですけど、もう二度とイチノの前に姿を現さないでください」

　サクラは一言も返せなかった。

　何も言葉にできなかった。

　コンビでは負けているとはっきりと自覚していた。

　だが、一対一の勝負で負けるとは思っていなかった。

　イチノとのコンビで完敗し、一対一でも完敗。

　自分自身に価値がなくなっていく感覚が心を浸しん食しよくしていく。

　サクラの心が少しずつ、自分への疑いに染まっていった。

『弌はじめ君には合わないって感じー？』

　現実で紅葉もみじに言われた言葉が突き刺ささる。いや、言われた時から突き刺さったままだった。戦せん闘とう中、それがずっと頭の中を巡めぐり、動きを狂くるわせていたことにサクラは気付いてすらいない。

『あなたは、イチノの戦友失格です』

　先さき程ほどシオンに言われた言葉が心を締しめ付ける。まるでサクラを蝕むしばむ毒みたいに。

　本当に自分はイチノの隣にいる資格などないのではないだろうか、と。

　サクラはイチノに戦力として期待されていると思っている。

　それが、こうもレベルが下の相手にやられては話にならない。

　サクラの、イチノの戦友としてのアイデンティティが急速に崩くずれ去っていく。あたかも支柱をなくした塔とうのようにガラガラと。

　自分とシオンを比べ、勝っているところを少しでも探す。

　だが、それが卑いやしい行こう為いだとすぐに気付き、またサクラは自分を責める。

「う、あ……」

　情けない声が漏れる。

　何も言えない。何かを言う資格もない。

　今、自分にできることは──。

「う、ああ、ああああああああああああああ────────！」

　逃にげることだけだった。




　悔くやしかった。

　身を引き裂さかれていると錯さつ覚かくするほど辛つらかった。

　イチノの隣となりにいるのは自分だと。譲ゆずれないと思っていた。

　だが、あっさりと負けた。

　イチノの元相棒に。

　サクラは〈アストラル・イノベーター〉の中で、負けたことが二回ほどある。

　イチノと戦った時は、まるで理解できないまま終わった。

　マシューと戦った時は、魔ま法ほう禁止の決闘で相手に魔法を使われた。

　辛かろうじて言い訳はできる。

　相手が人外だった。相手が卑ひ怯きような手を使った。

　それでも、今回の負けは今までに感じたことがないぐらいなほど、自分に失望した。

　シオンがサクラの強さの延長線上にいることがわかったのも、それを助長させている。

〈ロール〉は同じ〈ソードナイト〉。

　レベルはサクラの方が上だった。

　武器もサクラは《オリジンウェポン》と、この世界にこれ以上ない武器だ。

『レベルが１でも違ちがえば、それだけで高い方が有利なのは勝率も証明している』

　そう言われるこの世界で、だが、呆あつ気けなく負けてしまった。

　現実では負けたことがなかっただけに、この世界に来て、本当の敗北を味わっているような思いが心の中に沈ちん殿でんしていく。

『弌君には合わないって感じー？』

『あなたは、イチノの戦友失格です』

　リアルとゲームで言われた言葉が何度も頭を巡る。その度たびに胸が痛む。

「う……」

　涙なみだが出た。

〈アストラル・コンバーター〉によって、自然と流れる涙。だが、この時ばかりは止めてほしいと思う。

「ようやく見つけたぞ」

　不意にサクラを影が覆おおった。

　サクラは咄嗟に顔を上げる。

　そこには、先程醜しゆう態たいを目の前で晒さらしてしまったイチノがいた。

「な、なんで……」

「追いかけてきたに決まってるだろ。早すぎて見失うかと思ったぞ。まあ実際、見失ったけど。見つかってよかった」

「で、でも……私……」

　俯うつむこうとするサクラのおでこをイチノはちょんと突つく。

　その反動でサクラは顔を上げた。

「何を考えてるのか知らんが、負けたぐらいで泣くな」

「でも……」

「第一お前、まともに動いてなかっただろうに。あれでシオンに勝てるか」

「………」

　それはサクラにもわかっているのだ。

　自覚もしている。

「私……イチノに、相応ふさわしくない……」

「いや、相応しくないってお前な」

「も、もうイチノの役には立てな──」

「馬ば鹿か言うな」

　サクラの言葉が一刀両断される。

「別に役に立つとか、相応しくないとか、そういう目で俺はお前を見てるわけじゃない。俺がお前に求めてるのはそういうことだけじゃないよ。もっと大事なところで、お前は俺にとって欠かせない存在だ」

「え……」

　その言葉にサクラがイチノを見る。

「俺も昔に負けたことがあるから悔しいのはわかるさ。でも、まあ……落ち込んでも仕方ないからさ。前向いていた方がいい。特にサクラみたいなやつはな」

「イチノ……」

　あまりにも不器用なフォローだ。

　しかし、それは普ふ段だん女の子を慰なぐさめることなどないイチノにとって、精せい一いつ杯ぱいの励はげまし。

　そして、これ以上ない本音でもある。

「う、うん……。ごめんね」

　イチノに声を掛かけられ、それだけでもサクラの心は安らいだ。

　自分がいらない人間であると追い詰つめられていた気持ちが、『お前は俺にとって欠かせない存在だ』と言われただけで、霧きりが晴れるみたいに薄うすらいでいく。

「私……絶対に負けない……！」

　と、サクラは志を新たに、その瞳ひとみに炎ほのおを宿した。

　握にぎる拳こぶしも、現実であれば血が滲にじみそうなほど強い力だった。

　元気を出してくれたのはいいことだったが、

（これはこれで少し不安だな……）

　イチノが思い描えがくサクラの良さというのは、こういったことではないのだ。

　とはいえ、やる気を削そぐのも忍しのびない。

「……ほどほどにな」

　結局、イチノはそう言うだけに留とどめた。

「ほら。雲雀工房に戻もどろうぜ。向こうでひばりさんのデザートでも食って元気出せ」

「う、うん」

　それから、イチノとサクラは雲雀工房に戻る。

　店内に入ると、作業中だったひばりがふたりを出で迎むかえた。

「あら。お早いお帰りですね」

「ちょっとね。悪いけど、サクラにデザート出してあげて。あと、アレスって来てる？」

「アレスさんなら、一度来て、また出ていきましたが。イチノさんが来たらすぐに戻ると伝えてくれって頼たのまれましたよ」

「ん、了りよう解かい。ありがと」

　そして、サクラがデザートを食べていると、いつもの姿をしたアレスがやってくる。

「ちょっと調べてほしいことがあるんだが……」

　イチノは密ひそかにアレスに情報収集を頼んだ。




　　　　◇　◇　◇




　次の日、学校での昼休み。またも騒そう動どうが起こった。

「弌君！　お弁当作ってきたよっ！」

　教室の中でそんな大声が響ひびけば、当然クラスメイトたちも反応する。異性に弁当を作ってくるなど昔の時代から高校生にとっては一大イベントだ。

　紅葉は教室のざわめきなど素知らぬ顔で、鞄かばんの中から茶ちや巾きん袋ぶくろを取り出した。

「わ、私だって作ってきてるもん！」

　この時、最も過か剰じように反応したのは咲さく良らだ。彼女も彼女で鞄から弁当箱を取り出し、弌の机の上に置く。

　そのせいで、さらに教室の騒さわぎは大きくなった。

「おい、どういうことだ」「日ひ比び野の、わかりやすいなー」「さて、野の上がみはどっちを選ぶ!?」

　弌としては、頭を抱かかえて逃げたい気分だ。

　神などいないとわかっていても、戦略的撤てつ退たいをさせてくれと祈いのりたくなる。

「あのさ……」

　その旨むねを伝えようと、ふたりに声を掛けるが、

「咲良さんってば、なんで対たい抗こう心燃やすかなぁ」

「そ、そんなんじゃないもん！」

　弌の声など聞いちゃいない。溜ため息いきを吐つくほかなかった。

　だが、教室は賑にぎやかな連中によってどんどんヒートアップしていく。

　衆しゆう人じん環かん視しの中、机の上に置かれたふたつの弁当箱の蓋ふたが開けられた。

「「「おおお─────……」」」

　クラスメイトたちから感かん嘆たんの声が上がる。

　弌もその出で来き映ばえに思わず、声を漏もらしそうになったほどだ。

　咲良の弁当が鮭さけや肉じゃがや筑ちく前ぜん煮になどの和風で構成されているなら、紅葉の方は卵焼きやハンバーグ、ロールキャベツなど洋風で構成されている。

　男子からは「美味うまそう」という声が、女子からは「いい腕うでしてる」と、別々の感想がもたらされた。

　そして、男子からは嫉しつ妬との視線まで送られている。ちくちくと肌はだが痛く、視線に攻こう撃げき力があるのだと実感してしまうほどだ。

「……美味そうなのはわかったからさ。ここじゃないところで食わせてくれないか……」

　絞しぼるような声で言うと、どうにかそれは承認され、弌たちは生温かい目をしたクラスメイトたちに見送られて屋上へと向かう。

　見み逃のがしてくれてホッとしたのも束つかの間、屋上でもふたりは火花を散らしていた。

「さあ！」「どっち！」

「……どっちも食うじゃダメなのか？」

　すると、ふたりはそんな発想なかったと言わんばかりに驚おどろきの表情をする。視野狭きよう窄さくに陥おちいりすぎである。

「で！」「どっち先!?」

「結局、選ばなくちゃ先に進めないのかよ……」

　酷ひどいフラグ管理だとイチノは肩かたを落とした。

　結局、決めきれないイチノは「ジャンケンで」ということを提案し、勝った咲良の弁当の方から先に一口食べることになった。

「むむ……」

　紅葉は不満そうだが、弌にとっても約束は約束だ。




　美味おいしいことは美味しかったものの、まるで針の筵むしろで居い心地ごこちが悪すぎる。

　昼食が終わると、暇ひまのできた屋上の生徒たちもチラチラと弌たちを窺うかがっていた。

「まったくも～。咲良さん、引かないんだからなー」

「も、紅葉さんこそ！」

「咲良さんってー、弌君の何～」

「な。何って……」

「恋こい人びとじゃないんでしょー？　だったら、私がどんなアプローチをしようと自由じゃなーい～？」

「だからって私を遠ざける理由にはならないもん！」

　紅葉の口が拗すねたように尖とがる。

「うーん。なんというか、なんか決けつ闘とうで負けたくせにー」

「んなっ！」

〈アストラル・イノベーター〉での話のことだ。

「紅葉。お前、知ってたのか？」

「え、もう〈リザルターナイン〉が負けたって街レベルの噂うわさになってるよー。サクラって咲良さんでしょ？　一発でわかったし」

「……噂広まるの、早すぎじゃないか？」

「こんなもんだよ、〈アストラル・イノベーター〉じゃ」

　そんな風に咲良のテンションを若じやつ干かん下げて、この日の昼休みは終わった。




　咲良と共に弌が学校から帰宅すると、プリシラが先に帰ってきていた。

「お帰りなさい。ハジメ、サクラ」

「あれ？　もう帰ってきてたのか」

「うん。ちょっとね。仁じんもそろそろ帰ってくるよ」

「父さんが？」

　そして、その言葉通り、程ほどなくして仁が帰宅する。

　買ってきた物を冷蔵庫に入れた仁は、すぐにリビングへとやってきた。

　その場にいた咲良を見て、仁は不思議そうな表情を浮うかべる。

「そのお嬢じようさんは？」

「え、えっと……弌くんのクラスメイトの日比野咲良です」

「〈アストラル・イノベーター〉の中でも、無理のない範囲で手伝ってもらってる」

　言いたいことでもあったのか、仁はその顔に少々複雑そうな感情を滲にじませた。

　しかし、今言うべきではないと判断したのか、口を噤つぐんだ。

　場が落ち着いてから、プリシラがおもむろに口を開く。

「もう仁には言ってあるんだけど……〈アストラル・イノベーター〉を制作したセプタゴン・クリアは、かなりきな臭くさいことになってた」

　弌と咲良が同時に眉まゆを顰ひそめる。

「今、運営がおかしいことに関係があるのか？」

「さ、最近、トラブルの対応とか凄すごく遅おそいもんね……」

　仁が居たたまれなそうに、軽く下した唇くちびるを嚙かむ。

　その原因がわかってしまったということなのだろう。

「セプタゴン・クリアは〈アストラル・イノベーター〉制作前に経営不ふ振しんに陥った。そこをスピリットデザインが出資──いや、買収してもらって存続している」

　仁が心苦しく思えるほど、擦すれた声で呟つぶやいた。

　それは調べればすぐにわかることだ。インターネットでもその情報は拡散している。

「買収されても開発陣じんに変へん更こうはなかったが、経営陣の方は半数以上、スピリットデザインからの出向社員だ」

「でも、それって普ふ通つうのことなんじゃないのか？　経営を建て直すために、買収した方の人間がその会社の経営に関かかわるのって」

「ああ。その通り……なのだがな」

　そんな仁の言葉に、プリシラが付け加える。

「そのスピリットデザイン……まあ、プリシラの会社なんだけど、そこからの出向組の人材が問題なんだよ」

　とても申し訳なさそうに、彼女は小さく俯うつむいた。

「スピリットデザインにはね……。〈アストラル・コンバーター〉に魅みせられた、極きよく端たんな思想を持つ人間たちがいるんだ」

「極端な思想？」

「うん。〈アストラル・コンバーター〉は人そのものを高度にエミュレートするプログラム。まだまだデータ量が多いとか必要情報の取しゆ捨しや選せん択たくとか色々とあるけど、遺伝子を含ふくめた人のあらゆる情報を、データ化することができる。そのための脳波も見つかっているし、その脳波を伝う小さな電波を精査することで、情報を収集しているの。危険性もなくね」

「それは知ってるさ。でも、それが？」

「〈アストラル・イノベーター〉の中に入って、ふたりはどう思ったかな」

「どう思ったって……」

「現実と区別がつかないと思った？　この世界で暮らしてみたいと思った？　あるいはもう、現実はいらないと思った？」

「先に言ったふたつは思ったことがあるけど……最後のはさすがに極端だな」

　そこでプリシラは小さく肩を落とす。

「……いるんだよ。もう、現実をいらないと思っている連中が」

「は？」

「いや。正確には、一定以下の知能しか持たない下等な者に現実は相応ふさわしくない、と思っている……かな。つまり、大半の人類から現実を奪うばい、生きる世界を現実からデジタルに移そうという者たちが、ね……」

「ちょ、ちょっと待ってくれよ。そんなことが……」

「あるんだよ。そんなことが。今の現実ではコールドスリープ技術だって乾かん電でん池ち一本で十年は持つ燃費の良さだからね。ソーラー発電による自家発電で充じゆう分ぶんいける」

　それでも弌は納なつ得とくできない。

「そもそも、そんなことをする理由がどこに……」

「世界のエネルギーが枯こ渇かつ気味だって話は知ってる？　世界では、すでに資源の枯渇が叫さけばれているよね。人口の大増加に加え、代だい替たいエネルギーの抽ちゆう出しゆつに失敗し、原油以外は割も合わなくなってきてしまっている」

　弌と咲良は揃そろって頷うなずいた。

　昔から言われているエネルギー問題。あと二十年で枯渇。あと三十年で終わり。三十年以上前から常々言われているが、枯渇に陥った気配はない。

　だから、エネルギーが枯渇する云うん々ぬんというのは、人にとっては慢まん性せい的な問題というだけで危機感を持っていなかった。

「まだ発表されてはいないんだけど、アメリカのエネルギー省と住宅都市開発省はすでに揃って、持って十年という試算を出している。電気効率は新技術が見つかったコールドスリープ技術以外、大して上がっていないからね。いずれ必ず資源は枯渇する」

「節約とかすれば……」

「どうにもならない。もはや、バイオマス、太陽熱利用、雪氷熱利用、地熱発電、風力発電、太陽光発電、これらのエネルギーではすでに追いつかなくなっている状じよう況きよう。期待されたメタンハイドレートもすでに枯渇気味で、これ以上の掘くつ削さくはマントルに影えい響きようを与あたえ、未知の災害を引き起こしかねない。節約と簡単に言うけど、それは今の文化レベルを捨てろということだよ。……いや、彼らのやろうとしていることも、広義で見れば節約か」

「……まさか。だから、節約をするために人類をデジタル世界に持っていこうって？」

　プリシラは無言で頷いた。

「増加し続ける人口を減らすために、火星や月への移民計画もあったんだよ。でもテラフォーミング技術は未いまだ完成を見ていない。未知のエネルギーがある星系を捜そう索さく中だったけど、希望は薄うすいよね。エネルギーの無む駄だとして、計画はすでに終わったし」

「そんなことまでしてたのか」

「ああ。世界のために米国も必死なんだよ。その極致の末、デジタルイミグラントプロジェクトがある。それが、デジタル移民ってやつだね」

　そして、プリシラは極きわめて不本意そうに続けた。

「前置きが長くなったけど、スピリットデザインからの出向組は全員がそっちの思想を持った連中だった」

「そんな……」

「プリシラは経営にまったく関わってこなかったからね。開発や実験だけに集中してたけど、まさかこんなことになってるなんて思わなかった。本当にごめんなさい……」

　そして、仁も後こう悔かいするかのように肩を落としていた。

　その表情には怒いかりが垣かい間ま見みえる。

「そんな話は聞いていなかった。そもそもそんな理由があるなら、〈アストラル・イノベーター〉を作りはしなかった……！」

「プリシラだって同じ。そんなことに使うなら、〈アストラル・コンバーター〉を外に出したりはしなかったよ」

　リビングがやりきれない思いを抱かかえて沈ちん黙もくする。

　咲良が何を言っていいかおろおろとする中、弌が口を開いた。

「そう言えば、父さん。ちょっと聞きたいことがあるんだけど」

「なんだ」

「〈八や咫た烏がらす〉って五大ギルドのひとつがあるんだけど知ってる？　その中にいる奴やつが、『〈八咫烏〉は運営が作った実験ギルド』って言ってたけど」

「……機密情報だが、調整用に小規模なギルドを運営させてはいた。ゲームマスターとして一いつ般ぱんの冒険者に紛まぎれて、正体がばれないようにな。だが、大々的に何かをやらせてなどいないぞ。ましてや、五大ギルドなど……！」

　プリシラが納なつ得とくしたように頷く。

「やっぱり、スピリットデザインの出向組が、ここに来て運営を使ってよからぬことをしてるみたいだね」

「……優ゆう秀しゆうな取とり締しまり役やくが降格して、イエスマンだけが残ったところで、きな臭さを感じてはいたが、まさかここまでのこととは……。買収された時点で諦あきらめてはいたが、こんなことになっているとは！」

　仁が失望したように溜ため息いきを吐ついた。

　自分の人生を懸かけて作ったゲームで娘むすめが意識不明に陥おちいり、その上よからぬことに利用されている。

　その後悔が心の中に渦うず巻まいているのが、表情からわかるほどだ。

　プリシラはさらに話を続ける。

「それとプリシラがソウルインした時、ふたりに戦せん闘とうをしてもらったでしょ？　その時に、ちょっと気になることがあったんだよね」

「気になること？」

「経験値を得る計算式について。ゲームシステムの仕様書はもらってないから、プリシラは知らないんだけどさ」

「戦闘での経験値なら、モンスターの基本値に、レベル差が関係してるのと、あとはスキルで倒たおしたとか、そういうのだとは当たりはつけてるけどな。俺だって、正式な計算式はわからない」

　弌が仁に視線を向けると、引き継ついで仁が答える。

「まあ、詳くわしい経験値は社外秘なんだが……」

　そして、仁が経験値の計算式をメモ帳に書き出した。

　弌の思っていたとおり、戦闘はモンスター別個に割り当てられた基本値、レベル差を基もとに、最大ダメージ数やヒット数、戦闘持続時間、そういった諸もろ々もろの補正が方程式として成り立っていく。

　その他、生活での計算式、鍛冶かじでの計算式、実際のところ、歩いているだけでも経験値は微び量りように入っているらしい。〈アストラル・イノベーター〉でのすべては経験値として加算されていっている。

　そして、あらゆる計算式の最後に補正値がかかっていた。

　そこには『楽しさ』と書かれている。

「楽しさ？」

　弌が問うと、仁が神しん妙みように頷いた。

「ああ、〈アストラル・コンバーター〉からは感情の内容や度合いを返り値として得ることができる。ゲームを楽しいと感じていると、経験値が増えやすくしてあるんだ」

　だが、そこにプリシラが異論を挟はさみ込む。

「おかしい。確かに返り値は返せるけど、値あたいが妙みようにズレてるような……。仁。楽しさの数値って、一律で半減させてる？」

「いや。そんなことはしていない。そのまま使えたから素もとの数値で使っている」

「……仁。ちょっと仕様書を見せて」

　仁からストレージカードを受け取り、プリシラが自前の端たん末まつでその中身を閲えつ覧らんする。

「やっぱり……変だと思った」

「どうした」

　呻うめくプリシラに弌が不思議そうな声で尋たずねた。

「計算の最後にかかっている補正値は、『楽しさ』じゃないよ。補正に使われているのは、『デジタルへの順応』だ」

「『デジタルへの順応』……ってのは」

「例のゲーム酔よいの話にも関わってくるんだけど……デジタル情報の処理を通した時に、身体からだに異常を発しない度合いというのかな。なんにせよ、この数値が高ければ高いほど」

「……デジタル世界に順応しやすく、そして、レベルも上がりやすいってことか」

　プリシラは無言でこくりと頷く。

　ふと弌は咲良を見た。半年でレベルを50まで上げたのは、おそらくそのことも関わっていたのだろう。

　咲良はその意味を知って、身体を震ふるわせた。

「仁。プリシラが渡わたした〈アストラル・コンバーター〉のドキュメントは？」

「中に入ってる」

　そして、再びプリシラがストレージカードのデータを見ていると、大きく肩かたを落とした。

「シット！　誰だれよ、ドキュメントを書き換かえたのは……偽ぎ装そうされてる、もう！　返り値が全然違ちがうじゃないの。仁。見て。こっちが〈アストラル・コンバーター〉本来のドキュメントよ。こっちは英語だけど」

「……ふむ。Ｐｌｅａｓｕｒｅ……、Ａｎｇｅｒ…………Ａｄａｐｔａｔｉｏｎ、これか。なるほど、完全に入れ替かわってるな」

「テストプレイしなかったの？」

「してはいた。ただ、人の感情を変数で得ても、外面と内面で全然違うのはあり得ることだと説明を受けた。それにテストプレイをした大部分のプレイヤーはスピリットデザインの人間が連れてきていたはず」

「好き勝手やってくれるわね、あいつら……！　ファック……！」

　プリシラは怒りのあまり、少しずつ言こと葉ば遣づかいが乱暴になっていく。

「おっと。いけないいけない」

　さすがに自覚したのか、プリシラは気分を落ち着けるように深呼吸をした。小さな胸が緩ゆるやかに上下に揺ゆれる。

「ふぅ……」

　そして、プリシラは仁と弌を交こう互ごに見た。

「恋れんって言ったっけ。うん。お察しの通り、人格データのマッチングの不整合でソウルアウトできていないみたいだね。《メモリーフラグメント》を全部集めれば、ソウルアウトできるよ。〈アストラル・コンバーター〉が魔ま改かい造ぞうを受けていない限り、それは保証する」

「じゃあ、《メモリーフラグメント》の位置は特定できないのか？」

「〈ＳＴ００１〉、〈ＳＴ００２〉、〈ＳＴ００３〉。これは弌が持ってるね？」

〈ＳＴ００１〉は、弌が個人で見つけたもの。

〈ＳＴ００２〉は、ケローネー内部にあったもの。

〈ＳＴ００３〉は、ガリアスタワー攻こう略りやく時に見つけたものだ。

「ああ」

「〈ＳＴ００５〉。これは今、咲良が持っているはずだよね」

　咲良はこくりと頷うなずく。弌から託たくされた大事なアイテムだ。

　元々は偶ぐう然ぜん拾ったアイテムだったが、今では持っていてよかったと思える。

「〈ＳＴ００８〉がチュートリアルダンジョンのボスのドロップアイテム、と」

「ああ」

　仁が力強く頷いた。

「所在不明は、〈ＳＴ００４〉、〈ＳＴ００６〉、〈ＳＴ００７〉」

「だが、うちふたつは持っている連中がわかってる」

　カレンがひとつ持っているのはわかっている。

　そして、バルトロもひとつ持っているのを。

　だが、あとひとつ。これの所在がまったく不明な状態だ。

「正直お手上げだねぇ。検けん索さくでいけるなら楽勝なんだけど……そんな単純な構造にしてないからなぁ」

「……了りよう解かい。どうにか探索して見つけるさ」

　すると、そこで仁が立ち上がった。

「そろそろ会社に戻もどる。怪あやしまれかねないからな。俺も恋のデータ探しの傍かたわら、会社の方に探さぐりを入れてみよう」

「仁。絶対にバレないよう細心の注意をして。連中、網あみを張ってるかもしれないから」

「わかった。運営側に残ってるスタッフと上手うまく連れん絡らくを取ってみることもできるはずだ」

　そして、仁は家を出て会社へと戻っていった。




　　　　▼　▼　▼




　イチノは、サクラ、プリシラと共に〈アストラル・イノベーター〉へとソウルインする。

　プリシラもまたこの雲雀工房に拠きよ点てんを置いたため、すぐに合流できた。余談だが、新しい客にひばりが一番喜んでいる。

「さて」

　イチノとサクラ、プリシラと、遅おくれてやってきたアレスが同じテーブルについた。

「プリシラ。一応聞くが、本当にいいのか？」

「ま、虎こ穴けつに入らずんば虎こ児じを得えずって言うし。無理をしない範囲でやってみるよ」

　先程の仁も交えた話し合いの後、プリシラは進んで提案した。

『プリシラが〈八咫烏〉のことを調べてみるよ』

　何を企たくらんでいるのかを探りに行くと言ったのだ。

「イチノとサクラは闘技大会の方に出るんでしょ？　なら、プリシラはそっちをやるさ」

　そして、アレスが視線だけでプリシラを見る。

「……で、前もって連絡は受けていたが、この女をサポートしろというのか」

「ああ。お前ならよほどのことがあっても、ひとりぐらい連れて逃にげ切れるだろ？」

「……まあ、金さえ払はらうなら別になんだって構わないが」

　プリシラがアレスに手を差し出す。

「よろしく、アレス」

「……よろしく」

　アレスが控ひかえめにプリシラの手を握にぎると、

「ん？　あれ、君。この手の柔やわらかさって──」

「……よ、余計なことを言う奴やつは早死にするぞ」

「おおう、怖。うんうん、控えておくねー」

　まるでからかうような口調だった。

　イチノは少し気になったが、大したことではなさそうなので捨て置いた。

「プリシラ。これ、渡しておく」

「ああ、これが例のアイテムか」

「ああ」

〈八や咫た烏がらすのエンブレム〉。毎日移り変わる〈八咫烏〉のギルドホームへと導いてくれるアイテムだ。〈八咫烏〉が怪しいと知ってか、プリシラの表情が曇くもる。

「これ使わなきゃダメなんだよね……。気が進まないけど。ま、このゲームの上位権限も仁からもらってきてるし、侵しん入にゆうは何とかなると思う」

　そんな話をして、プリシラとアレスは雲雀工房を出て行く。

　イチノとサクラもまた闘とう技ぎ大会が開かい催さいされるゴレスデンへと向かった。




　ゴレスデンで開催される闘技大会の本会場──デルベコロッセオ。

　イチノたちがそこに着くと、闘技大会の参加者が集つどっていた。

　そこの巨きよ大だいな看板には、参加者の名前が羅ら列れつされている。

「おい、ヤルシュカとヒルトルートが参加するってマジなのか？」「何で〈リザルターナイン〉が参加してんだよ」「そりゃ、《オリジンウェポン》が優勝賞品ならなぁ」「新しん鋭えい〈リザルターナイン〉のサクラの名前まであるぞ」「というか、ほとんど二つ名持ちじゃねぇかよ、もしかして俺って場ば違ちがいか？」「あれ？　あの端はしにある名前ってエリゼじゃ」「はははっ、面おも白しろい冗じよう談だんだ……ってマジである!?」「人外魔ま境きようかよ、この闘技大会……」

　彼らは参加者の名前を見て、一いつ喜き一いち憂ゆうしていた。

「ヤルシュカとヒルトさんがねえ……」

　確かにふたりは《オリジンウェポン》を持っていない。

　とはいえ、それに負けず劣おとらずの武器を持っていた。その上、こういったことに興味を持っているようにも見えない。

　イチノからすれば意外で、不思議そうに眉まゆを顰ひそめた。

「ま、あたいはお前と戦うためだけどな」

　そんなイチノの背中が叩たたかれ、バシン！　と軽快な音を立てる。

　振ふり返ると、そこには真っ赤な髪かみを逆立てたロッカーな髪かみ型がたをした女性がいた。淡あわく明めい滅めつするローブに、指には豪ごう奢しやなリング。ローブは魔法を防ぎ、リングは形なきシールドを発生させる代しろ物もの。

〈アマツマウラ〉のリーダー、ヤルシュカだった。

「こんにちは、イチノ君」

　その隣となりにはもうひとり女性がいた。

　貴族然とした服装。装そう飾しよくのついた剣けん。その凜り々りしさはこの闘技大会のような場所にいても色いろ褪あせることがない。

〈ゴスペル・クァイア〉のリーダー、ヒルトルートだ。

　先程、看板に名前が書かれていたことで場を賑にぎわせたふたりである。

「よぉ、イチノ！　リベンジに来たぜ！」

「リベンジって……。まだ当たるかどうかすら」

「勝ち進めばどこかで必ず当たるだろ。いいから戦え。今回は〈ホワイトサーペント〉も持ってきてるしな。前回のようにはいかねぇぜ」

「というか、さっき俺と戦うためって」

「ああ。お前が闘技大会に参加するって風の噂うわさ聞いて即そく決めた。大勢の観客が見守る中で、お前さんと戦えるなんて最高じゃねぇか！」

　相変わらず普ふ段だんから滾たぎっているらしい。

　まだ手は震えていないようだが。

「ヒルトさんはどうしたんですか」

「《オリジンウェポン》が優勝賞品ですからね。わたくしとしてもほしいんですのよ」

「ヒルトさん、興味なさそうなのに」

「あら。それを言ったらイチノ君もそうでしょう？　新しい武器を手に入れたのに、なぜ《オリジンウェポン》を求めますの？」

　ヒルトの視線が、鋭するどくイチノに突つき刺ささる。

　まるで真相を探る目つきだ。

「……まあ、売れば相当な金になりますし」

「うふふ。そういうことにしておきましょう」

　だが、ヒルトはそんな表情をすぐに破顔させる。

　結局、彼女の腹の底は見えることはなかった。

「ですが。イチノ君と当たったとしても、容よう赦しやはしませんよ？」

　イチノはヒルトと未いまだに戦ったことはない。

　そもそもそんな機会がなかったが、それでもヒルトの戦う姿は何度か見ている。

　あの姿が彼女の本気であればイチノも勝てると思っているが、ヒルトは常に幾いくつもの切り札を隠かくし持っている。未知の攻こう撃げきによる事故が最も危険なイチノにとっては、正直に言えば一番戦いたくない相手だった。

「えー。参加者の皆みなさん、どうも」

　程ほどなくして進行役の人間が出てくる。

　その手には指定された範囲に同じ声量を伝える通信石の亜あ種しゆを持っていた。その場にいるものに、説明の声が届く。

「参加者が二百人超ちようと想定された以上に多く、十六人に絞しぼるために予選を行いますー。この看板に書かれているグループ通りに分かれ、それぞれの会場に向かってください。Ａはホイシュタットコロッセオ、Ｂは──」

　グループが向かう場所を指定した後、進行役は慌あわてて説明を付け足した。

「なお、予選はバトルロイヤルで行います。その中で生き残ったふたりが本戦進出となりますので、よろしくお願いします」




　Ａグループに振り分けられていたイチノは、先程指定されたホイシュタットコロッセオへと向かう。

　そして、そのイチノの隣には、

「いきなり当たるたぁ神さんもいい仕事するもんだ」

　上じよう機き嫌げんなヤルシュカがいた。

「……バトルロイヤルだぞ」

「関係ないね。雑魚ざこに用はない。あくまであたいの目的はお前さんだからな」

「勘かん弁べんしてくれ」

　Ａグループには他に知り合いがいない。潰つぶし合いは避さけられたが、それでもヤルシュカが一いつ緒しよのグループというのはイチノにとっては憂ゆう鬱うつな話だった。

　ホイシュタットコロッセオに到とう着ちやくして中に入る。そこには四十人近い冒険者たちがおり、すでに武器を抜ぬいて待っていた。

　広さは野球の球場ほど。直径百メートルはある円形の闘技場だ。

　その闘技場を囲んで上段には観客席が設置され、予選を見に来た冒険者たちで溢あふれかえっている。

「ヤルシュカー！　楽しい戦い見せてくれよ！」「きゃー！　ヤルシュカ様よ！」「ヤルシュカー！　俺の武器作ってくれー！」「今度デートしてください！」

　予選でもやはり〈リザルターナイン〉の人気は絶大らしい。

　ヤルシュカは黄色い声せい援えんを浴びていた。

「大人気だな」

「鍛冶かじなんてものをやってるとな。武器ほしさに近づいてくるやつも多いんだよ」

　そう言って腰こしに下げた剣〈ホワイトサーペント〉と銃じゆう〈ハンマーリボルバー〉を叩く。

〈ハンマーリボルバー〉は前回戦った時に見たが、〈ホワイトサーペント〉はイチノにとっては初見だ。細身の鞘さやで、柄つかも含ふくめてその名の通り白い。そして、柄と鞘には蛇へびの装飾が施ほどこされていた。

「それだけじゃないと思うけどなぁ」

　実際、それ以外の声援も混じっている。

　すると、その闘技場の実じつ況きよう席に当たる場所に、進行役であろう冒険者が出てきた。

　歓かん声せいが少しずつ小さくなっていく。

「えー、参加者の皆みな様さまは外周に沿って並んでくださーい。大体七メートルから八メートルぐらい距きよ離りあけてー」

　中にいる冒険者たちが揃そろって外周に並び始める。

　イチノとヤルシュカは隣となり同どう士しとなってしまった。

「間ま違ちがいなく速そつ攻こうで狙ねらいに来るよな……」

　溜ため息いきを吐つきながら、愛剣〈ワンサイドブレード〉を抜く。

　そして、精神を集中させた。

　どんな形で襲おそわれても対処できるように。

「聞いていると思いますが、バトルロイヤルとなります。生き残ったふたりがトーナメントに参加できます。降参するのであれば──」

　進行役の説明がしばらく続いて、それも直じきに終わる。

　そして──。

「予選、開始ッ！」

　進行役の合図に、戦いの火ひ蓋ぶたが切って落とされた。

　その瞬しゆん間かん──。

　少し離はなれて隣にいたヤルシュカが〈ハンマーリボルバー〉を構え、その銃じゆう口こうをイチノへと向ける。

「いきなりかよッ！」

　銃撃音と共に銃じゆう弾だんが飛んだ。

　イチノはその銃弾に合わせて〈ワンサイドブレード〉を振った。蒼あおい軌き跡せきは銃弾を拒きよ否ひし、その攻撃判定を消す。相そう殺さいされたのだ。

「今、銃弾を相殺、した？」「噓うそだろ？　どうやったら……」「ぐ、偶ぐう然ぜんだろ？」

　その出来事に周囲の参加者も、そして、観客も息を飲む。

「はっ、やっぱりこの程度じゃきかねーか！」

　そう言いつつも、さらに〈ハンマーリボルバー〉のシリンダーを回しながら、五発放った。飛んでくる五つの銃弾はすべて速度が違ちがう。

　ヤルシュカのスキル、銃弾の速度を変える〈ブレットシフト〉だ。

「これだけ距離があいてりゃ……」

　銃弾の速度、着弾座標を演算し、それに合わせて剣を振る。横よこ薙なぎと、返す刀による袈け裟さ懸がけ。

　今度は相殺ではない。銃弾をすべて裏刃に乗せ、その銃弾の軌道を変化させる。

　受け流しだ。

　進行方向を変えられた銃弾は、周囲の冒険者たちへと飛ぶ。

　その銃弾をまともに喰くらった冒険者たちが、ＨＰを一気に削けずられた。一撃で戦せん闘とう不能になった者もいる。

　それを見た冒険者たちの動きは完全に止まった。観客たちもまるで目の前で起こったことが信じられないという顔を浮うかべている。

「き、聞いたことがある。レベル１の〈ノービス〉……クリティカルに相殺を使いこなすやつがいるって。確か、二つ名が〈未経験者を極めた者コンプリート・ノービス〉……！」

　周囲に騒さわぎが広がっていく。

　イチノは面めん倒どうくさそうに溜息を吐いた。

「お前さんも人気者じゃねぇか！　イチノ！」

「あんたほどじゃないよ」

　リロードを終わらせたヤルシュカは、またも距離を保って銃撃をしてくる。

　前回の戦いで銃弾が効かないということを身を以もつて知ったはずだが、それでも彼女は自身の剣けんを抜こうとしない。

　彼女から飛んでくる銃弾をすべて受け流し、周囲の冒険者に押しつける。

　危なすぎてイチノの傍そばに寄る冒険者はいなくなった。

「だったら、ヤルシュカを！」「お、おう、そうだな！」

　そして、冒険者たちは危険度の高いヤルシュカへとその矛ほこ先さきを向ける。

　イチノへの銃撃に夢中なヤルシュカに多数の冒険者たちが迫せまった。

「チッ」

　さすがにヤルシュカも意識を切り替かえて、周囲に視線を巡めぐらせる。

　冒険者たちの身体からだでヤルシュカが見えなくなり、イチノが一息吐いていると──。

　ギインッ！　と甲かん高だかい音が響ひびき、ヤルシュカを中心にまるで竜たつ巻まきでも起こったかのように冒険者たちが吹ふき飛んだ。

　いや事実、そこには竜巻があった。白色に光る、綺き麗れいな竜巻が。

　吹き飛ばされた冒険者たちは切り刻まれて、そのＨＰを減らし、戦闘不能になった。

　その白の竜巻が収まり、ヤルシュカの手元へと収束していく。そして、それは剣の刀身を象かたどった。

「あーあ、見せちまった。まだ使いたくなかったのに……」

　ヤルシュカはイライラした表情を浮かべて吐き捨てる。

「……変形武器か？」

「ちょっと違うな」

　よく見ると、象られたはずの刀身は微かすかに蠢うごめいていた。

「〈オリハルコン〉と〈ミスリル〉、〈玉鋼〉、その他諸もろ々もろを特定の配合で混ぜ合わせると、持ち主の意思に反応してその形を変える金属になるのさ。《オリジンウェポン》の〈無形鋼アモルファス〉と違うのは、完成品に変わるんじゃないところだな。この金属は俗ぞくな言い方をすりゃ、流体金属ってやつだ」

　そして、ヤルシュカは〈ホワイトサーペント〉を構える。左手では〈ハンマーリボルバー〉を。

「さあ、第２ラウンドだッ！」

　銃弾がイチノを襲う。それを相殺。

「銃弾が効かないなんてわかってんだよ！　だが、これならどうだ！」

　白の剣がイチノに向かって伸のびる。

　だが、それはイチノの身体を狙ったものではなかった。

　むしろ、イチノの周囲を囲むようにして、その刃やいばは変形している。

　囲まれそうになる直前に、イチノはその刃を避けて逃にげた。

　そして、さらに銃弾がイチノを襲う。こちらはイチノの身体に当たる射線。

　銃弾を相殺しようとしたものの、〈ホワイトサーペント〉の刀身が邪じや魔まで真っ当に動くことができなかった。無理に動けばイチノの身体が刀身にかすり、イチノを一撃で戦闘不能に陥おちいらせるだろう。

　その上、〈ホワイトサーペント〉の白き刀身は自在に伸びてイチノの身体を付け狙う。

　イチノはどうにか回かい避ひしつつ、相殺を駆く使ししてヤルシュカの攻こう撃げきをやり過ごした。

「さあ、伸びろ！　〈ホワイトサーペント〉！」

〈ホワイトサーペント〉が周囲の参加者らを蹂じゆう躙りんしながら、逃げるイチノを追いかける。

　そして、イチノはピタリと足を止めた。

　伸びた刀身が逃げ場を完全に塞ふさぐ。

　イチノは〈ホワイトサーペント〉の作り出す、白い牢ろうに囲まれた。

「これで逃げ場はないぜ！　逃げられるものなら逃げてみな！」

　圧あつ倒とう的に不利な状じよう況きよう。だというのに、イチノが疲つかれた顔をして溜息を吐く。

　白の牢がその範囲を絞しぼり狭せまくして、イチノを押し潰そうとして──、

「終しゆう了りよう！　勝者ヤルシュカとイチノ！」

　戦闘が終わった。

　会場に立っている者は、すでにヤルシュカとイチノのみ。

　この予選はふたりが勝ち上がれるため、勝負が決まったのだ。

「はああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　ヤルシュカが納なつ得とくいかなかったのか、大きな声で吼ほえる。

「……じゃなかったら足を止めるわけないだろ」

「てめっ。最初からわかってたのか！」

「そりゃ、最後の参加者が戦闘不能になるの見たし」

「卑ひ怯きようだぞ！」

「卑怯じゃない。さっさとこの危なっかしい刃を引っ込めてくれ」

　そう言われて不承不承、ヤルシュカは伸びていた刀身を元に戻もどす。そして、そのまま鞘に収めた。

「ったく。不完全燃焼もいいとこじゃねーか」

「……本大会の方で戦う方がいいだろ」

「ま、それもそうだな。邪じや魔ま者ものナシの方が盛り上がるもんな！」

　イチノの言葉であっさりとヤルシュカは機き嫌げんをよくする。良くも悪くも単純だった。

「あたいと当たるまで、負けるなよ」

「へいへい。せいぜい頑がん張ばるよ」

　そして、イチノとヤルシュカはＡブロックを勝ち上がった。




　予選は別の会場でも順調に消化され、イチノのいる会場でも他場の結果が速報で張り出されていた。

　Ｃブロックではサクラが順当に勝ち上がっている。

　Ｄブロックではシオンとユリが。

　Ｈブロックではエリゼだけが書かれた。

「なんでエリゼだけしか書かれてないんだ？　勝ち抜ぬきはふたりだろ？」「なんか参加者全員瞬しゆん殺さつしちゃったみたいだぜ」「負けた参加者たちで最後のひとりを決めてるとか」

　同じように速報を眺ながめている参加者たちの声に耳を傾かたむけると、そんな話が聞こえてくる。

「……とんでもないな」

「まったくですね」

　イチノに同意する声が響いた。

　いつの間にか隣となりにプリーストの法衣に身を包んだカレンが立っている。

「……お前、いつの間に」

「ついさっきです。実は参加してたんですけどね。Ｅブロックで負けちゃいまして」

「というか、何で参加してるんだよ。あと《メモリーフラグメント》返せ」

「参加はなんとなくです。《メモリーフラグメント》はカレンのですし返せません。むしろ、イチノさんこそ返してください」

「……まったく」

　イチノは諦あきらめた顔をして、肩かたを落とす。

「今度は絶対になくすなよ」

「イチノさんもなくしたりしないでくださいね」

　カレンは図太く笑った。正直似合っていない。

　そして、カレンはイチノのアイテム袋ぶくろを見て首を傾かしげた。

「ところで、イチノさん。ちょっと気になってるんですけど、何か変なアイテム持ってません？」

「変なアイテムって何だ」

「うーん……上手うまく言葉にできないんですけど、アクセサリーですかね」

　イチノは訝いぶかったが、カレンはアイテム袋に顔を近づけて鼻をふんふんと鳴らしている。

「みっともないからやめろっての。アクセだったら、これしか入ってないけど」

　イチノが取り出したのは、猫ねこをあしらった小さなヘアブローチだ。

「……あれ？　それ」

　そんなやり取りをしていると、また速報を眺めている人たちの歓かん声せいが上がった。

　Ｅブロックでヒルトルートと書かれ、またもうひとりキョウと書かれる。「さすが〈リザルターナイン〉だぜ」といった感想が耳に入った。

　それでカレンはアクセサリーに興味を失ったのか、もう見向きもしない。イチノもアイテム袋の中へと戻す。

「ヒルトさんも勝ち上がったか。というか、キョウって……」

「あのキョウさんですかね」

　カレンとそんな話をしていると、

「そうだよ。ボクだ」

　イチノが振ふり返ると、仏ぶつ頂ちよう面づらのキョウがいた。その隣にはヒルトもいる。Ｅブロックの勝者ふたりだ。

　終わってからすぐにこちらへと向かってきたらしい。

「すごいな、キョウ。勝ち上がるなんて」

「運が良かっただけさ。ほとんどヒルトさんが倒たおしてくれたからね。それよりも、だ」

　明らかにふくれっ面を見せて、イチノを睨にらむキョウ。

「ボクが打った〈ワンサイドブレード〉がありながら、《オリジンウェポン》に釣つられて参加するとはどういう了りよう見けんだい」

「あ、いや……別に《オリジンウェポン》が目的なわけじゃ」

「ほう。じゃあ、自分の力を試ためしたいがために参加したと？　最強とかそういった称しよう号ごうにまったく興味のない君が」

「う……」

〈八や咫た烏がらす〉が関かかわっている話をするわけにもいかず、イチノは答えに窮きゆうした。

「まあまあ、キョウ君。イチノ君にも事情はありますわ。ひとまず彼の言うことを信じてあげてもよろしいのではなくて？」

　そこへヒルトが優やさしげな表情を浮うかべて助け船を出す。

　イチノには裏がありそうな顔に見えたが、それでもありがたかった。

「ヒルトさん……」

「のっぴきならない事情がありそうですし、誰だれしも何もかも真実を語れるわけではありませんから」

「……イチノ」

　すると、キョウはイチノに向き直った。

「ヒルトさんの顔を立てて何も聞かないけど、いつかちゃんと納得させてもらうからな」

　そう言い残して、少し肩を怒いからせたままキョウは去って行く。

「やれやれ……。助かりました、ヒルトさん」

「うふふ。これで貸しが幾いくつぐらい作れたかしら？」

「……あのですね」

「冗じよう談だんですよ。この程度で貸しは作ったりしませんわ」

　そして、わっと一ひと際きわ大きな歓声が上がった。

「全員決まったぞ！」「トーナメントの組み合わせは明日あした発表だってよ」「楽しみやな！」

　すると、ヒルトが会場に背中を向けた。

「さて。用はもうありませんね。では、また明日。イチノ君。戦うのが楽しみですね」

「いや、ヒルトさんとはできれば戦いたくは……」

「うふふふ」

　彼女も不敵な笑えみを浮かべて去って行く。

「まあ、勝ち上がってきたら、結局は戦わないといけないわけですし」

　カレンがにゅふふふと楽しそうな笑みを浮かべた。

「楽しそうだな、お前は」

「特等席で観戦する予定ですから、頑張ってくださいね！」

　そんなことを言ってカレンは立ち去っていく。

　それと入れ替かわりにシオンがやってきた。

「よう。おめでとう、シオン」

「イチノこそ。さすがね」

「一いつ緒しよに勝ち上がったやつがバンバン倒してくれたからな。楽だったよ」

「謙けん遜そんするのね」

　シオンが呆あきれたように小さく漏もらす。

　それを見て、イチノは気になったことを尋たずねた。

「なあ。シオンは何でこの大会に参加したんだ？」

　少しばかり、気になっていたのだ。

　元々、彼女も氷の魔ま剣けん〈グラシオグラーヴォ〉があるし、今回の優勝賞品は如何いかに貴重とはいえ、あまり必要がないだろう。

　そして、シオンもまたイチノと同じく、最強や称号といったものに興味がない。

　それだけに参加した理由が気にかかっていた。イチノが明かした瞬しゆん間かんに参加を決めるなど、シオンらしくないのだ。

「それを言ったらイチノこそ」

「……まあ、俺は色々とな」

「ふふ、そうですか。私は……」

　ふと言葉を止め、シオンは空を見上げる。

「私は……可能性を見届けるため、ですね」

　そう小さく消え入りそうな声で呟つぶやいた。




　　　　◇　◇　◇




　次の日。学校が終わってイチノたちはすぐにソウルインをする。

　ゴレスデンの闘とう技ぎ場に向かうとトーナメントの組み合わせが巨きよ大だいな看板で発表されており、観客たちは盛り上がっていた。

　そして、そこにはイチノもいる。サクラ、ユリ、シオンらも一緒だ。

「トーナメントはクジ引きで決定されております。参加者の方々は、この闘技場の地下にある訓練用の施し設せつも使用可能です」

　そんな説明を聞きながら、イチノたちはそのトーナメント表に目を移した。

　八ブロックの中から勝ち上がってきた十六名がランダムで設定されているという。

　もっとも注目されているカードは、

「〈リザルターナイン〉同士、すげえ戦いになりそう」「ヤルシュカの圧勝だろ。〈ホワイトサーペント〉は反則だって」「ヒルトが勝つだろ。あいつの底知れなさはヤバい」

　いきなりの、一回戦目のヤルシュカ対ヒルトルートだ。

〈リザルターナイン〉同士、古参組のふたりだ。相当、注目を受けている。

「俺は三回戦目か。勝ち上がれば、ヤルシュカかヒルトさんと当たるな」

　サクラが組み合わせを見て絶句した。

　ユリも同じくポカンと口を開けている。

「……ユリと？」

「……サクラと？」

　そして、ふたりはお互たがいに睨み合い、火花を散らした。

　五回戦目にはユリ対サクラの試合があった。

「なるほど……ですね」

　六回戦目には、シオンが。

　そして八回戦目には、キョウがいた。キョウは〈獅子聖サンオブザリオン〉エリゼとである。

「まさか、初戦からあのエリゼと……とはね」

「運がなかったな」

「いや、運がいいさ。元々ヒルトさんにくっついて勝ち上がってきただけだからね。せいぜい、勉強させてもらうとしよう」

　一試合目　ヤルシュカ　対　ヒルトルート

　二試合目　　　リミカ　対　ホールズ

　三試合目　　　イチノ　対　ガストン

　四試合目　　アルセル　対　ニノ

　五試合目　　　　ユリ　対　サクラ

　六試合目　　　シオン　対　パルセル

　七試合目　　グールン　対　クルーゼン

　八試合目　　　エリゼ　対　キョウ

　組み合わせを見て、オーディエンスは様々な噂うわさをしている。

　ブックメーカーによる賭かけまで発生していた。

　公式オッズによると、

　エリゼ　　　１・３倍

　ヤルシュカ　４・５倍

　ヒルト　　　４・８倍

　サクラ　　　13・４倍

　このようになっている。

　他は大体40倍から１００倍のオッズだった。

　イチノは１０２・７倍と、最高オッズとなっている。さすがにレベル１はない、と思われているのだろう。

　なお、参加者は買うことはできない。また十八歳未満も買うことは不可能だ。

「ちっ、自分の分を買いたかったのによぉ」

　ヤルシュカが不満そうに漏らす。

「自信満々だな」

「当然」

　本戦は明日から。

　この日は各自準備を整えることとなり、各おの々おの別れた。

「ね、ねえ、イチノ。これからちょっと時間ある？」

　サクラがイチノに声を掛ける。

　ふたりで雲雀工房に戻もどり、イチノが素材の回収に向かおうとしていたところだった。

「特にプリシラとアレスからの特別な連れん絡らくもないし、これといった用事はないけど」

「じゃあ、特訓に付き合って」

「……特訓？」

「私もマニュアル操作を覚えたい」

　サクラは強い決意を目に宿らせている。

　梃て子こでも動かない、という意志すら感じるほどだ。

「本格的に覚えたいの。シオンに勝つには、セミオートじゃどうにもならなかったし」

「いや、あの時の決けつ闘とうはマニュアル、セミオート云うん々ぬんじゃないような……」

　一応、イチノはそう宥なだめるものの、サクラの瞳ひとみに陰かげりは一いつ切さいない。

「……まあ、ひとつのオプションとして考える分には悪くないけど」

「じゃあ、いいの？」

「教えておこう。実際に使うかどうかは置いておいてな」

「あ、ありがとう！」

　サクラがホッとした笑みを浮うかべる。

　それからふたりは善は急げとばかりに、ファルセリアの郊こう外がいに出た。

「切り替えたか？」

「う、うん」

　サクラが操作方法をセミオートからマニュアルに切り替える。

「釈しや迦かに説法かもしれんが、戦せん闘とう以外セミオートとマニュアルには違ちがいがない。それはわかるな？」

「う、うん」

　普ふ段だん、歩いたり走ったりする、扉とびらを開く、階段を上る等、そういった動作は自身自らが動く必要がある。

　セミオートとマニュアルは、あくまで戦闘に関連するものだ。

「セミオートは決められたモーションを再生する、マニュアルはすべてを自分で動かす。でも、サクラは格かく闘とう技ぎ経験者なんだろ？　だとすれば、マニュアルそのものはすぐに慣れると思う」

「そ、そうかな？」

「問題は……気合いだな」

　すると、肩かたを落としてサクラが眉まゆを顰ひそめた。

「真ま面じ目めにお願い」

「いや、真面目だぞ。俺は。マニュアル操作で何が一番の敵かっていうと、躊ちゆう躇ちよだからな。困こん惑わく、恐きよう怖ふ、油断……あらゆる感情が身体からだの動きを鈍にぶらせる。セミオートはそういった躊躇は一切排はい除じよされる動きになるからな。だからマニュアルは気合いだ」

「気合い……」

「常に平静を保つ精神力とも言える。攻こう撃げきに使う分にはセミオートの方がよかったりする時もあるし。あれは九割以上の状じよう況きよう下かで、最適な攻撃をしてくれるわけだからな」

「でも……一割以下の状況下では、マニュアルの方がいいんでしょ？」

「まあな。ただ、ヤルシュカみたいにまったく同じ場所に攻撃を通す場合は、セミオートの方がいい場合ってのもあるさ。ヤルシュカの場合だと銃じゆう弾だん同士を当てるためにセミオートの方を使ってたわけだし」

「……でも、相そう殺さいを使うシオンに勝つためにはマニュアルしかないし……。イチノが教えたんでしょ……？」

　サクラが拗すねたように言う。

　どうもイチノがシオンに操作の手ほどきをしていたのが気に入らないらしい。

「昔の話だぞ？　それにあいつのマニュアル操作も相殺も、精度はまだまだ甘い。付け入る隙すきはある」

「でも、だからこそ！　そのためにマニュアルを覚えたいの！」

　強く言う。その瞳には炎ほのおが宿っているみたいに燃えている。

「……わかったよ。元々、教える約束はしたからな」

　イチノはサクラから離はなれて剣けんを構える。

　剣は立てた状態だ。

「サクラ、抜ぬいてくれ」

「う、うん」

　促うながされてサクラも〈風精剣ゼフィランサス〉を抜く。

「俺は教えるのは苦手だからな。実じつ践せん形式で行くぞ」

　そして、ふたりの手合わせが始まった。




　サクラは貪どん欲よく過ぎるほど、イチノの技術を吸収していく。

　格かく闘とう経験のあるためか、すぐにマニュアル操作を覚えていった。四時間後には、イチノをヒヤリとさせる一いち撃げきも放てるようになったほどだ。

「はああああああああああああああああああああああああああああっ！」

「気合いを入れるのはいいが、その気合いで狙ねらう場所を惑まどわせるぐらいしないと、吼ほえても意味がないぞ」

　イチノはサクラの攻撃を相殺し、彼女の首にクリティカルを叩たたき込む。

「まだまだッ！」

　それでもサクラの攻撃はセミオートのベターな一撃を超こえ、ベストな攻撃をしてくることが多くなってきた。

「〈風精剣ゼフィランサス〉！」

　サクラは六連撃のスキルを放つ。

　緑の軌き跡せきがイチノを襲おそう。だが、それはすべて相殺された。

「スキルは全部、モーションデータ固定だ。だから、見たことさえあれば、こうして対処するのは可能になる。使うとしたら、相手の防ぼう御ぎよが絶対に間に合わない時に限定しておけ」

「はいッ！」

　サクラの上達ぶりは、教えているイチノとしても楽しくなってくるほどだ。

　スポンジが水を吸収するようにみるみるとサクラの動きは洗練されていく。鍛たん練れんされた刃やいばみたいに、その鋭するどさは危険なほど研とぎ澄すまされていった。

　だが、

「はあっ！」

　その貪欲さには、焦しよう燥そう感がついて回っているのは明らかだ。

　いつもの楽しそうな笑え顔がおも見えない。

「少し力を抜け」

「大だい丈じよう夫ぶ！」

　イチノが心配そうに声をかけてもサクラはそれを受け容いれない。

　そして、イチノは小さく息を吐はいて剣を収めた。

「もう終わり？」

　残念そうにサクラが呟つぶやく。表情は不満そうで。もっと教えてほしいと、わかりやすく顔に書かれていた。

「基本的なところは教えたからな。相殺のやり方も教えたし、これで後は自分だけでもできる。俺は疲つかれた」

「疲ひ労ろうなんてないじゃない、この世界」

「精神的な疲ひ弊へいはするんだ」

　不満そうにするサクラは、イチノに背を向け、周囲に視線を巡めぐらせる。

　そして、近場にいたモンスターをターゲッティング標的にした。

「お前も少し休んだ方がいいんじゃないか？　一気に詰つめ込まないでもいいんだぞ？」

「ううん。時間がないから。それに私は〈ゼフィランサス〉の力を使いこなせていない。剣に認めてもらえるぐらい、強くならないと……」

　サクラの消え入りそうな声は空に溶とける。

　彼女はモンスターに向かって、走っていった。

「……お前は強いよ。シオンよりも」

　しかし、それでもあの時に負けたのが悔くやしいのだろう。

　自分のよさを消してしまうほどに。

　負けたから強くなりたい。

　それはイチノにだってわかる。

　だが、サクラの表情から楽しさを感じない。

　それが強く気にかかっていた。








■第三章









　闘とう技ぎ大会本戦、開かい催さい日。

　この日の〈アストラル・イノベーター〉は透すき通る青空であり、雲ひとつない快晴だった。

　演算で組まれている天候は、上級の冒険者プレイヤーになれば一時的に一定の範囲エリアを操あやつることも可能な代しろ物ものではあるが、それでもこうして晴れてくれると冒険者たちの顔も心なしか生き生きとしている。

　本戦のコロッセオが開場し、観客が入っていくことで微かすかに闘技場自体が振しん動どうする。実に多くの人間が闘技場内を移動しているらしかった。

　客の引き起こす振動を肌はだで感じながら、イチノやサクラたち参加者は内部の広間で各おの々おの待機していた。

　いずれ劣おとらぬ冒険者たち。キョウ以外の全員が二つ名持ちだ。

「まだエリゼは来てねーのか」「俺様に恐おそれをなしたんだな」「アホか。寝ね言ごとは寝て言え」

　エリゼ以外の十五人がここにいる。

　その様子は緊きん張ちようしていたり、無む駄だにやる気を出していたり、微び動どうだにせずに目を瞑つぶっていたり、千差万別だ。

　ただ、ある種の緊きん張ちよう感は漂ただよっている。

　ここにいるすべての者が、殺気のようなものを放っていた。

　自分が勝つんだ、と言い聞かせて。

「………」

　そんな雰ふん囲い気きに、イチノが少しげんなりとしていると、意外な人物がそのロビーへとやってきた。

「こんにちは、イチノさん。サクラさんも」

「え……ひばりさん？」

　イチノたちがいる広間にひばりが入ってきた。

　ここは関係者以外立ち入り禁止の部屋で、今部屋にいるのは参加者と、スタッフ──開催したギルド〈ローズリッター〉のギルドメンバーだけだ。

　だが、ひばりは悠ゆう々ゆうと中に入ってきている。その腕うでには関係者ということを示すブレスレットをつけていた。

「なんで、ひばりさんが？」

「何でだと思います？」

　サクラが不思議そうに問うと、ひばりはさも楽しそうに返す。機き嫌げんも良さそうだ。

　今日のひばりの服装は着物なのだが、いつもよりもワンランク上のものを着込んでいた。要するによそ行きである。イチノも久しぶりに見た気がした。

「参加者以外となると審しん判ぱん……はさすがにないか」

　反則などを見み極きわめ、即そく座ざに止めるために審判はいるが、こういうのは開催者が行うものだ。観客席からの乱入者を止めるのもまたそちらの役目である。

「うふふ。実じつ況きようです」

「え」

　虚きよを衝つかれたようにイチノとサクラが目を見開いた。

「これでも結構得意なんですよ。知ってました？」

「いえ、知りませんでした。なんでまたゴレスデンの方からひばりさんに依い頼らいが……」

「ヒルトさん経由らしいですね。実況役をお願いします、と」

　意外な話だったが、それでここにいる理由に納なつ得とくした。

　イチノがふと部屋の隅すみにいるヒルトを見ると、小さくウインクをする。

「ひばりさんが実況するんじゃ、変な戦いはできませんね」

「いい戦いを期待してますね」

　そんなニコニコした笑みを浮うかべた後ろから、さらにもうひとりやってくる。

　こっちはもっと意外だった。

「なぜいる」

「えー、ひばりさんと反応違ちがいませんか。もっと喜んでくださいよう」

「カレン、お前負けてただろうが」

　そこにいるのは法衣を着込んだカレンだった。

　しかし、よく見れば、ちゃんと関係者用のブレスレットもつけている。

「ふふん。今日のカレンは関係者。まあ、いわゆるラウンドガールなのですよ。ラウンドガールっていっても、一回戦とか二回戦のボードを掲かかげるだけですけど」

「ラウンドガールだぁ？」

「言ったはずですよー。特等席で見させてもらうって」

　確かに言っていたが、予想外過ぎてわかるわけがない。

　そもそもラウンドガールを使うなど、本当にお祭りなんだなとイチノは実感した。

「負けた後にスカウトされたんです。カレン、可愛かわいいですから」

「自分で言ってれば世話がないな……」

「というわけで、早く着き替がえて来ないといけないので！　ではでは」

　そして、カレンは嵐あらしのように去って行く。

「では、わたしも。後ほどお会いしましょう」

　ひばりもカレンについていき、奥へと消えていった。

「意外すぎる」

「ねぇ……」

　イチノが言うと、サクラはしみじみと頷うなずいた。




　一試合目からすでに会場の観客席は人で溢あふれている。立ち見どころか、空を飛んでる者までいた。もっとも乱入は御ご法はつ度とだし、スキルや魔ま法ほうの巻き添ぞえを喰らっても自己責任になるのだが。

『さて、会場はすでにお客様でいっぱいですね。実況はわたくし、ひばりと申します。お見知りおきを。解説には〈リザルターナイン〉、〈商業革命イノベーシヨン〉オルトさんを招いております。よろしくお願いします』

『どもどもー。よろしゅうー』

『さて、一回戦目、一試合目からオルトさんと同じ〈リザルターナイン〉のヒルトルート選手と、ヤルシュカ選手が登場ですね』

『そうでんなー。もっとも、わしらのような者とは違う、戦せん闘とうとギルドによる自治の成果で〈リザルターナイン〉になった者たちですからな。わしとは違いますわ』

『では、この試合の見所は？』

『ヒルトは魔法剣士、ヤルシュカは変則剣士。剣の腕はほぼ互ご角かくと見ていいですな。問題はお互たがいにない部分での探さぐり合いでんな。ヤルシュカが武器の分、少し有利かもしれんですわ』

『やはり拳けん銃じゆうですか』

『せやせや。今、拳銃は乗りに乗ってるさかいな』

　ひばりの実況をＢＧＭに、イチノたちは特別閲えつ覧らん席から会場を眺ながめていた。

　試合会場は入り口がふたつ。イチノたちから見て左右のひとつずつ。そこから戦うふたりが入ってくるのだろう。

　イチノたちの特別閲覧席は観客席よりも下にはあるが、試合会場と観客席の丁度中間ぐらいの高さにあった。

　そこに参加者の者たちが列になって座っている。

『では、入場です！　〈伝説創世ジエネシス〉ヤルシュカです、〈ワン……あれ？　塗ぬり潰つぶされてますね……。え、えーっと、ヒルトルート選手です』

　そんな選手紹しよう介かいのあと、この試合で戦うふたりが、それぞれ逆方向からゆっくりと入ってくる。

　ヤルシュカはその手に銃と剣を携たずさえて。

　ヒルトも腰こしに剣を下げて。

　イチノたちがいる特別な閲覧席からでも、その集中力がわかる。

　ふたりとも戦闘の準備は万ばん端たんだった。

「すごい気合いね……」

「ヤルシュカは完全に殺気を放ってるな」

　サクラとイチノが呟つぶやく。

　ヤルシュカが殺気を放ち、それをヒルトが悠然と受け止めている構図だ。

　そんな中、カレンらセパレートのレオタードを着たラウンドガールたちが戦場となる場所を『一試合目』の看板を掲げて回っていた。

　そして、ラウンドガールらが試合会場の外に引っ込むと、

「デュエルッ！」

　と、審判が手を振ふり下ろして開始を合図する。

『始まりましたっ！』

『さあ、どっちが動くかなー？』

　実況席からそんな声が飛んだ。

　先に仕し掛かけたのは──ヒルトだった。

　ヤルシュカが銃じゆう弾だんを放つよりも先に、起動の早い魔法を放つ。光の槍やりがヤルシュカに向かって飛ひ翔しようする。

「そんな様子見、避よけるまでもねぇな！」

　その槍を躱かわすことなく、ヤルシュカはヒルトに銃口を向け──銃じゆう撃げき。

　バァン！　と重い音が響ひびき、銃弾が飛ぶ。だが、ヒルトはすでに射線にはいなかった。

　ヤルシュカは再び、ヒルトに銃口を向ける。ヒルトの動きから、その先を狙ねらって射撃した。

　だが、それもまたヒルトは避ける。イチノみたいに寸前で避けるのではなく、動きを読み、安全に銃弾を躱していた。

　そして、遠い距きよ離りからヒルトは光の槍を放ち続ける。そして、地面にぶつかっては、ふっと霧きりのように消えていた。

「なんだなんだ、目め眩くらましかぁ!?」

　光の槍はターゲッティングが甘いのか、そもそもヤルシュカから見けん当とう違ちがいのところに刺ささったものまである。

「そう思いたいのであればどうぞ」

　ヒルトは余よ裕ゆうのある表情を崩くずさない。

　そのヒルトの表情が気にくわなかったのか、ついにヤルシュカが剣を──〈ホワイトサーペント〉を抜ぬいた。

　実力のある冒険者たちを一気に片付けた、変へん幻げん自じ在ざいの白い刃やいば。

　それが解き放たれる。

「行けっ、〈ホワイトサーペント〉！」

　まるで蛇へびを思わせる形にしなって、ヒルトを襲おそった。

　ヒルトはヤルシュカを中心に回りながら、〈ホワイトサーペント〉から華か麗れいに逃にげる。

〈ホワイトサーペント〉は、ヒルトのいた場所を次々に抉えぐりながら、彼女の後を追いかけていった。

　ヒルトは表情を崩さず、ヤルシュカを見み据すえる。

「二本には分けられませんのね」

「あー、残念だがな。でも、いまのあたいにはこれもある！」

〈ハンマーリボルバー〉が再び火を噴ふいた。

　だが、それはヒルトに当たらず、地面を抉る。

『おおっと？　どこを狙っているのでしょうか？』

　実況のひばりも同じように思ったらしい。

　だが──すぐに狙いは明らかになった。

　ドォン！　とダイナマイトの爆ばく発はつする音が響き渡わたり、弾たまが当たった場所を中心に周囲に砂さ塵じんが舞まう。

「爆発属性の弾か」

　イチノが小さく呟いた。

　地面ごと爆発させられたヒルトは、無防備な状態で空へと打ち上げられる。

「空中じゃ、そうそう動けないだろう!?」

　そこを〈ホワイトサーペント〉が、まるで空を飛ぶ鳥の如ごとく獲え物ものを食いにかかった。

「〈エアスライド〉！」

　だが、ヒルトは風の魔法を巧たくみに操あやつり、方向を修正。そして、受け身を取りながら地面へと着地する。

「てめー、いつ風の魔法なんて覚えやがった」

「さて。いつでしたからね」

「毎回毎回、あたいの知らないスキルを覚えやがって！」

「人は成長するものですわ」

　そんなやり取りをして、ふたりは戦闘を再開する。

　しかし──。

『ヤルシュカ選手有利でしょうか!?』

『そうでんなー。ヒルトはヤルシュカの攻こう撃げきを上手うまくいなしてますけど、さっきからほとんど攻撃をしていない。じり貧ひんですわ』

　解説の言う通り、展開はどう見てもヤルシュカが勝つ流れだ。

　イチノは始まってからずっとダメージ衝撃計算をしているが、ヤルシュカはほとんど減っていない。せいぜいが十分の一程度だろう。

　しかし、ヒルトのＨＰヒツトポイントはすでに四分の一を切っているはずだ。

　その上、どう考えてもヒルトに攻せめ手がないようにしか見えない。打開できそうに見えていないのだ。

　客や解説が、ヤルシュカ有利と思うのも無理はなかった。

「ヒルトさん、負けちゃうのかな」

　サクラが心配そうに言う。

「……こんな一方的にやられる人じゃないしな。何かあるよ、たぶん」

「そうなのかな……」

　ふたりの眼前では、ヒルトは防戦一方だった。

　凄すさまじい戦いではある。

　だが、ここまで一方的になるとは誰だれしも思っていなかっただろう。ヤルシュカが得意満面な顔を浮うかべていた。

「こっちゃ、イチノに負けてからあいつに負けないよう鍛きたえ直したんだ！　魔法と剣なんて中ちゆう途と半はん端ぱな〈ロール職業〉じゃ、中途半端なやつにしか勝てねぇぜ！」

　ヤルシュカがトドメを刺すべく、〈ホワイトサーペント〉を振り回す。そして、自由に相手を動かさないために射撃するのも忘れない。

　徐じよ々じよに徐々に、ヒルトのＨＰは削けずられていった。

「くす。中途半端なのは認めますが……その中途半端を甘く見ないでいただきたいものですね」

　ヒルトが剣を空へ掲かかげる。

「さあて、行きますわよッ！」

　誰しもヒルトが自棄やけになったとしか思えない。

　そんな突とつ撃げきだった。

「起動アクテイベート！」

　ヒルトがそう叫さけんだ瞬しゆん間かん──戦場が光に包まれる。

　いや、それは今までヒルトが放っていた光の槍だった。

　光の槍は今の今まで消えず残っており、それが光を放っているのだ。

「収束コンバージエンス！」

　今まで死んでいたはずの光の槍が蘇よみがえり、一気にヤルシュカへと襲いかかる。

「うおおおおおおおおおおおおおっ!?」

　光の槍は容よう赦しやなくヤルシュカに突つき刺さり、彼女の身体からだはまるでハリネズミのようになった。その光の槍は砂塵を撒まき散ちらし、ヤルシュカの視界を奪うばう。

「このッ！　やっぱり罠わな張ってやがったか！　〈ホワイトサーペント〉！」

　白い刃が、まるで扇せん風ぷう機きの羽根みたいに回転し、周囲の砂塵を散らした。

　砂塵が晴れ、ヒルトがいた方を見据えるヤルシュカ。

　だが、そこには誰もいなかった。周囲に視線を巡めぐらせても、誰もいない。

「上か!?」

　ヤルシュカが寸前で気付いて、天を見上げた。

　だが、もう遅おそい。

「布石はすべて打っておくものですわね」

　上空から勢いをつけ振ふり下ろされる剣けんが、ヤルシュカの身体を斬きり裂さいた。この試合、初めて使うヒルトの剣けん技ぎ。

　落下の補正を受けた攻撃力は、一気にヤルシュカの体力をゼロにし、彼女は力を失って前のめりに倒たおれる。

　ヒルトが攻こう勢せいに回ってからの早すぎる展開に、試合会場は静せい寂じやくに包まれた。

『しょ、勝者ヒルトルート！』

　ひばりが慌あわてて実じつ況きようすると、審しん判ぱんも急いでヒルトに駆かけ寄ってその腕うでを摑つかんで空へと向ける。

　闘とう技ぎ場には観客から割れんばかりの歓かん声せいが轟とどろいた。




「てめー！　ほんっと卑ひ怯きようだぞ！　どうやって放った魔ま法ほうを見えないように偽ぎ装そうしてやがった！」

「あらあら、そんなの企き業ぎよう秘密に決まってますわ。ステルス技能、とでも言っておきましょうか」

　戦闘が終わった後も、閲えつ覧らん席に戻もどってきたヤルシュカとヒルトはやりあっていた。

　ただし、この場は口だけで。

　始まっている二試合目リミカ対ホールズの戦いなどお構いなしだ。

「ったぁくよぉ。イチノに負けるわ、ヒルトに負けるわ、イチノとは戦えないわ、ここ最近は散々だぜ」

「ふふ、わたくしもイチノ君には手を焼いてますから。いつもいつもギルドに誘さそってるのに、すげなくあしらわれて」

「まあ、そういう奴やつっぽいよな」

「……そういう話は本人のいないところでやってくれませんかね」

　イチノがそう言うとふたりは笑った。

「ま、ヒルトとイチノの戦いは、この閲覧席で見させてもらうぜ。せいぜい頑がん張ばりな」

「というわけで、イチノ君。次の次はよろしく」

「俺、試合これからなんですけど。それに俺が勝っても、お互たがいもうひとつ勝たないとダメですよね？」

「イチノ君が負けるはずありませんわ。わたくしも負ける気はありません。どこか違ちがいまして？」

「やってみないとわかりませんよ」

　すると、背後から声が届く。

「またまた謙けん遜そんして。謙遜も過ぎれば嫌いや味みですよ、イチノさん」

　レオタードを着たカレンが楽しげな表情を浮かべていた。レオタードに内包されているふたつの巨きよ大だいな膨ふくらみは間近で見ると破は壊かい力が高く、イチノは胸から目を逸そらす。

「だから、何でお前ここにいるんだよ」

「試合中は会場の中には入っちゃいけませんし、暇ひまなんで」

「ここ参加者専用の閲覧席じゃなかったのか……。いや、まあ、いいけど」

　そんな会話が終わったところで、丁度二試合目が終しゆう了りようする。

　次は三試合目。イチノの出番だ。

「あ、早く行かないと！　じゃイチノさん、頑張ってください！　応おう援えんしてますから！」

「へいへい。頑張るから、早く行け」

　慌ただしくカレンは走って閲覧席から出て行った。

　イチノは二試合目の参加者と入れ替かわりに、閲覧席から試合会場へと向かう。
















　スタッフに先導されながらコロッセオの廊ろう下かを歩くと、巨大な鉄製の扉とびらへと辿たどり着いた。イチノの身長の三倍はあろうかという高さの扉だ。

　開ければ試合会場です、と説明され、イチノは扉に手をかけてそれを押す。

『おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!』

　何万人もの熱ねつ狂きようと叫きよう声せいと地じ響ひびきが一気に襲おそってきた。

　肌はだに突き刺ささる、無ぶ遠えん慮りよな無数の視線。

「あれが噂うわさの〈未経験者を極めた者コンプリート・ノービス〉？」「レベル１だって？　どうやって予選を勝ち上がったんだよ」「装備も初期装備じゃねぇかよ」「対戦相手が後おくれを取るはずがないな」「何言ってるの？　あんたモグリ？」「ファルセリアを救った英えい雄ゆうよ」「確かヤルシュカにすげー金属を打ってもらったとか」

　イチノについての噂が、ざわめきと共に広がっていく。

　イチノとしては慣れない展開である。そもそもこんな大勢の前に出て戦うなど、イチノの趣しゆ味みではないのだ。

『さてさて。ファルセリアの英雄〈未経験者を極めた者コンプリート・ノービス〉！　レベル１でどこまで戦えてしまうのでしょう！』

　ひばりがとてもわざとらしく実況している。

　ひばりにもイチノの戦いは見せたことがあるし、彼女はイチノの強さを知っていた。

　その時の興奮っぷりは、日本語になっていなかったほどだ。

「おーおー。噂されてるねぇ」

「おかげさまでな……」

　対戦相手の二メートルはあろうかという大きな男がイチノを友好的ではない目で睨にらむ。

　その口調も、どこか人を小こ馬ば鹿かにしたものだ。

「まあ、俺こと〈逆襲の斧ザ・リアクター〉が、レベル１如ごとき一いち撃げきで終わらせてやるから感謝しな！」

　そして、合図と共に戦いは始まり──三十秒と経たずにイチノの勝利で終わった。




『一回戦、五試合目。選手入場です！』

　試合は順調に消化され、すでに五試合目。

『ソーサラーのユリ選手と、新しん鋭えい〈リザルターナイン〉、ソードナイトのサクラ選手です！』

　大きな歓声が沸わく中、試合会場にふたりが入場する。

　そして中央付近──お互い十メートル離はなれて、ふたりは睨み合った。

「こうしてあんたとガチで戦うのは初めてね、サクラ」

「そうね、ユリ。……でも、私は負けない」

「こっちだって同じよ。これはイチノを賭かけた戦いみたいなものなんだから」

　ふたりの会話は誰にも拾えない。それは、ふたりだけの会話だ。

「あたしは優勝してイチノの望む《オリジンウェポン》を取ってくるって決めてるの。どれだけ困難だろうと、エリゼ相手だろうと躊ちゆう躇ちよはしないわ。一回戦で負けてられないの」

　ユリの瞳ひとみには力強さが見える。

　今の言葉は強がりでもなんでもないのだ。

「そんなの、私だって同じ」

　そして、サクラとユリはそれぞれ離はなれ、お互い構える。

　サクラは剣を、ユリは杖つえを。

　お互いに突き付けた。

「デュエルッ！」

　審判の掛かけ声がかかる。

　剣士対魔法使いの戦いは一いつ般ぱん的に言えば、近きん距きよ離りであれば剣士が、遠距離であれば魔法使いの方が有利だ。

　ソーサラーは防ぼう御ぎよ力が紙と揶や揄ゆされるほど低い数値であり、剣士が一撃いれるだけでも致ち命めい傷しようになりかねない。そのために距離を取って遠距離魔法で攻こう撃げきしていくのが基本だ。

　逆に剣士はそれに耐たえて、魔法使いに肉にく薄はくして攻撃を入れるのが定石となる。

「はあっ！」

　その基本に漏もれず、サクラがユリに肉薄した。見る見るうちに距離が詰つめられ、ユリはサクラの攻撃範囲内に入る。

　ユリも魔法を放ち、サクラに命中させていたが、詠えい唱しよう時間の短い魔法ではサクラは止められない。

　サクラがユリの身体を斬きりつけるべく薙ないだ。

　ユリは動かない。代わりに口こう端たんをにぃ、と吊つり上げる。

　ガキィン！　と鉄同士の当たる音が響ひびき渡わたった。

　サクラの剣がユリに当たる寸前で止められたのだ。サクラの手に微かすかな痺しびれが伝わってくる。

「結界……!?　でも、なんで痺れが……」

　サクラが若じやつ干かん混乱していると、

「ボーッとしてると、死ぬよッ！」

　さらにユリはその杖をサクラに向かって突き出した。

　ソーサラーの杖攻撃というのは、ほとんど雀すずめの涙なみだみたいなダメージしか出せない。すでに魔法を使うまでもない雑魚ざこ相手に使うか、せいぜいが牽けん制せいと護身用がいいところだろう。あくまで使用する魔法を増ぞう幅ふくさせるためのファクターでしかない。

　杖からのゼロ距離射撃。

　そう考えたサクラはすぐに横へと躱かわそうとするが、

「甘い」

　ユリは突つき出された杖を横へと薙ぐ。

　その杖の先に、光の刃やいばが形成されていた。

「!?」

　サクラの身体からだが光の刃に斬り裂かれる。

　ファーストアタックの成功はユリの方だった。

「それは……」

「対近距離用の兵装よ。こうして光の剣を生成した方が、ただ撃うつよりかは安上がりだからね。こっちも準備さえできれば、剣士とは戦えるんだ！」

　ユリはＳＰスキルポイントを一定時間毎ごとに少しずつ回復させるスキルをスロットに入れているが、それでもソーサラーにとってＳＰは命いのち綱づなだ。無む駄だ撃ちしないで済むのであれば、それに越こしたことはない。

「さあてっ！　行くよっ！」

　ユリは光の剣けんをサクラに向かって無造作に振ふる。

　セミオートの最適なモーション動作が再生され、最短距離でその杖についた光の刃がサクラを襲った。

　後ろに跳とんで避よける。だが、サクラの周囲が一気に冷え込んだ。

「我は渇かつ望ぼうする。受け入れよ、我が世界。霧の国ニブルヘイムより来たれ、氷の大地レクイエム！」

　サクラの足が氷に包まれていき、その氷はさらに身体を包み込む。

　氷が割れ、サクラが膝ひざをついた。

「その距離は〈ソーサラー〉のベストディスタンスよ！」

「くっ！」

　今の距離を嫌きらい、サクラがユリに距離を詰める。

　だが、その剣は届かない。緑の軌き跡せきはまたも結界による妨ぼう害がいを受け、金属音と共に弾はじき返されてしまう。

「さあて。あげていくよっ！　我は渇望する。受け入れよ、我が世界。炎の国ムスペルヘイムより来たれ、原初の炎プロメテウス・ブラスト、アルター！」

　ユリの杖から、小さな光の弾たまが揺ゆらめきながらサクラに向かった。

　その光の弾がサクラに命中し──大爆ばく発はつを引き起こす。

　以前にも使った爆発と火の大魔ま法ほうだ。

　ユリはＳＰ節約から一転、勢いよく使う方向性にシフトしたらしい。

　サクラには魔法を防ぐ術すべがない。どうにか避けていくが、当たるものはどうやっても対処できなかった。

　その上、攻撃に出てもあの見えない結界が邪じや魔まをする。

　明らかにユリが優勢だった。

「これはサクラの負けですね」

　その戦いを閲えつ覧らん席で眺ながめながらシオンが呟つぶやく。

「……まあ、お前もユリのあれには初見じゃ負けてたしな」

「そうですね。あの時の悔くやしさは忘れてません」

「大したもんだよ、ユリも」

「ええ。種さえわかればどうということはないのですけど。さて、私は次の試合の準備をしてきます」

　試合に興味を失ったかのようにシオンは閲覧席を後にした。

「いいのか？」

「もう見ても意味がないでしょう。ユリの戦いは何度も見ていますしね」

　去ったシオンをよそに、イチノは引き続き、その試合の戦せん況きようを見守る。

　そして、その代わりにまたもカレンがやってきた。

「いやー、女の戦いって怖こわいですね。イチノさんを巡めぐる戦いですよ、これは」

「お前……いや、もう何も言わんけど。何で俺を巡る戦いなんだよ」

「……いえ、気付いてないのならいいです。でも、ユリさんのアレ、サクラさんは気付きますかね？」

「さあ、どうかな。やってることはさっきのヒルトさんに近いんだけど。というか、お前わかるのか？」

「はい、なんとなくですけど」

「毎度毎度、謎なぞなやつだな、お前は……」

　戦場では相変わらずサクラが翻ほん弄ろうされていた。

　遠距離では魔法に、近距離では見えない何かと光の剣に苦戦している。

　だが、サクラはここまで長く戦って強い疑問を抱いだいていた。

　剣を防いでいるあの結界は、安いものであるはずがない。物理攻撃を完全に防ぐ魔法など、安いわけがないのだ。ＳＰ量は相当なものだろう。

　そして、ユリは大魔法まで連発している。

　それでＳＰが尽つきないわけがない。如何いかに光の剣のＳＰ消費が安いといっても全体を考えれば、それにも限度がある。

「ほら、どうしたの!?」

〈リザルターナイン〉が防戦一方の展開に観客席からも失望の声が上がるが、サクラは気にも留めない。

　自分が弱いのではない。ユリが強いのだ。

「〈アイシクルファング〉！」

　サクラはユリから飛んでくる氷柱つららを転がりながら避けた。

　氷柱が分解されたかのように壊こわれ、散っていく。光に反射しながら散っていくため、眩まぶしさすら感じた。

「え……」

　サクラはその光景に違い和わ感を抱く。

　氷柱の壊れ方が自然ではない。完全に術者の意図的なものだ。バラバラの欠片かけらになりすぎている。

　そして、反射だと思っていた光の中に、微かに別のエフェクトが混じっていること。

　このエフェクトには見覚えがあった。

「……ユリ！　あなた、私のＳＰを吸い取ってるわね!?」

「ようやく気付いた？　ＳＰ管理してないから気付くのが遅おそいのよ！」

　完全にしてやられた。

　サクラのＳＰはすでに枯こ渇かつ気味になっている。

「あんたがスキルをまったく使わないマニュアルになったから、スキルを使わない戦いをしてるんだって思ったら奪うばうしかないでしょ？」

　しれっとユリが言う。

　自分のＳＰは意識をしていれば普ふ通つうに数値もわかるが、意識をしていなければ見えてこないのだ。

　サクラはセミオートからマニュアルに変え、スキル自体も使わないよう心がけていたため、ＳＰ管理をまったく意識していなかった。

　むしろ、そちらの意識を難しいマニュアルに注いでいたというのもある。

「このぉッ！」

「今いま更さら気付いても遅いわよ！」

　ユリの魔法が飛ぶ。サクラが剣を振るもののユリには当たらない。

　ユリの杖つえから飛んだ風の刃が、サクラの身体にまともに命中してしまう。

「どこ振ってるのよ！」

　トドメとばかりにユリの杖に魔法が生成された。

「……もう、少し！　これでトドメよ！」

　氷の魔法。

　一層巨きよ大だいな氷柱がサクラを襲おそう。

　向かってくる氷柱からサクラは目を逸そらさない。避けようともしなかった。

「諦あきらめたの!?」

　ユリが眉まゆ根ねを顰ひそめて叫さけぶ。

「はあああああああああああああああああああああああああああああああっ！」

〈風精剣ゼフィランサス〉の刀身が翡ひ翠すいに輝かがやき、その刀身に光が渦うず巻まく。

　その剣を構え、ユリの魔法──氷柱を待ち受けた。真まっ直すぐに睨にらみ据すえる。

　氷柱は真っ直ぐにサクラに向かっていた。

　まともに当たってしまえば致ち命めい傷しよう。

　それでもサクラの目は、まだ死んでなどいない。

「お願い、〈ゼフィランサス〉！」

　サクラが氷柱の尖せん端たんに向かって剣を振るう。

　氷柱の尖端と〈ゼフィランサス〉の刃がぶつかり合った。

　その瞬しゆん間かん──。

　緑の軌跡が魔法でできた氷柱を真っ二つに斬きり裂さいた。氷柱を形成していた魔力の蒼あおい光が、周囲へと飛び散り、すうっと消える。

「なっ！」

　その光景にユリは目を見開いた。

　閲覧席にいたイチノもガタッと音を立てて椅い子すから立ち上がる。

　いや、イチノだけではない。参加者のほとんどはその腰こしを上げていた。

　剣による魔法の切断。

　一いつ般ぱん的な金属の武器では無理な所行だ。オリハルコンでも無理だった。だからこそ、イチノは、魔法による攻こう撃げきを避けられない場合、ＳＰをレベル分消費する〈アストラル・ガード〉での防ぼう御ぎよを選せん択たくしている。

　だが、サクラの持つ剣は〈ヒヒイロカネ〉が使われた〈風精剣ゼフィランサス〉。

　強い魔法の力を持つ剣だからこそ、そして、ターゲットを決めずとも自由に剣を振れるマニュアルだからこそ、魔法の切断を可能としたのだろう。

「ま、まぐれよっ！」

　ユリが魔法を放つ。

　今度は、巨大な火の玉だ。

　杖から射出された炎がサクラへと飛ぶ。

　だが、それもサクラは剣を合わせて切断した。炎が消え、赤い魔力の光が散っていく。

「こ、このおっ！」

　ユリはさらに魔法を連打。

　中級レベルの魔法、火水風土の四属性の弾を連発する。

　だが、〈ゼフィランサス〉の元属性である風はすべて勝手に遮しや断だんされ、サクラは残った火水土の弾を悉ことごとくその剣で切断した。

　魔力の色が周囲に染まり、虹にじを思わせる七色の空間ができあがる。

　ユリは目を見開き、呆あきれ返るしかなかった。

「な、なんなのよ、もお！」

　魔法による攻撃を諦め、今度は光の刃やいばがアタッチメントされた杖を手に、サクラへと襲いかかる。ある程度なら伸しん縮しゆく自在なのか、その刃が伸のびた。

　だが、元々ソーサラーで、剣けん士しとしての動きをほとんどしてこなかったユリの緩かん慢まんな攻撃はサクラには当たらない。

「次こそッ！」

　そして、満を持してサクラは反撃に出る。

　しかし、ユリは焦あせりながらも、まだ希望を失ってはいなかった。

「でも、この結界は突とつ破ぱできないわ！」

　そう、まだユリにはこの防御結界がある。

　サクラから吸い取ったＳＰも限界に近いが、それでも魔法を一発当てさえすれば勝てるのだ。

　サクラがユリに向かって剣を振ふる。

　描えがかれた緑の剣けん跡せきが再びユリに当たる寸前で止まった。

　ギィン！　と甲かん高だかい音が響ひびく。

　魔法が効かない相手に対するユリの防ぼう御ぎよ壁へき。

「あ、ああ、ああああ、あああああああああああああああああああああああ！」

　サクラが吼ほえる。

　その防御壁を無理矢理斬ろうと力を入れた。

〈ゼフィランサス〉の刃が、それに呼応するかの如ごとくさらに輝く。

「なっ……！」

　すると、結界に変化が起こった。

　メッキが剝はがれるように取れていき、その結界の正体が露あらわになる。

　それは盾たてだった。防御力の高い高価な盾。市し販はんで買える中では最さい高こう峰ほうの性能を誇ほこる。

「ステルスが保てない……！」

　ソーサラーは盾を装備しても、真っ当な性能のまま使用はできない。防御値も大して上がらないし、攻撃の回かい避ひ性能も上がることはない。

　だが、ユリは盾を魔ま法ほうで操作していたのだ。盾に〈透明化トランスパレント〉の魔法をかけて。こうすることで、ソーサラーも盾の機能を十全に扱あつかうことができた。

　効果を発揮するには相当ＳＰに負ふ荷かがかかる。サクラのＳＰも尽き、奪うＳＰがなくなったユリはステルスを解かざるを得なくなったのだ。

　見えていない盾を避さけて攻撃を当てるのは難しいが、見えている盾を避けて攻撃を当てるのは、サクラにとってさほど難易度の高いものではない。

「もう打つ手はないわ。喰くらいなさい！」

「まだ！　まだなんだから!!」

　ユリは最後まで諦めることはなかった。

　しかし、サクラは容よう赦しやなく攻撃を命中させていく。

　そして、最後の魔法を放ち、ＳＰまで尽きた。

　ユリに打つ手はもうない。

　だが、決して諦めることはなかった。

　杖で〈ゼフィランサス〉を防いだところでは、大だい歓かん声せいが上がっている。

「ＳＰが尽きてるのにここまでよく粘ねばったわね。尊敬に値あたいするわ」

「届かなかったけどね。レベルが上の剣士にも必ず勝ってた戦法なんだけど」

「……あなたの分まで勝ち上がってみせるから」

　サクラは剣を振りかぶる。

　そして、最後の一撃を命中させた。

　ユリのＨＰが０になり、戦せん闘とう不能となる。

　審しん判ぱんの掛かけ声がかかり、サクラの勝利となった。

「いい試合だったわね」

　ヒルトが拍はく手しゆをしながら言う。

「……切り札を最後まで残しておけないのがユリなんですよね。ただ、サクラのあの魔法の切断がなかったら、ユリの勝ちだった」

「さながら物理の相そう殺さいのようね」

「……ええ」

　あの魔法の切断はイチノも目を剝むいた。

　もちろん、《オリジンウェポン》の〈ゼフィランサス〉がなければできなかったことだろう。

　だが、飛んでくる魔法に合わせて剣を振って魔法自体を斬るというのも、とんでもない技量である。

「マニュアル操作、手の内に入れつつあるな」

　その戦いを見届けたイチノは、そんなことを小さく呟つぶやいた。




　戦いが終わり、会場の中央でサクラとユリのふたりが握あく手しゆをする。

「ありがとう」

　そう言いつつも、サクラの表情に笑みはない。

　ユリにも彼女が気負っているのがわかった。

「……サクラ、ちょっと怖こわいよ」

「えっ……」

　指し摘てきされ、サクラが目を点にする。

「今まで見たことない顔してるよ」

「………」

　サクラは口を隠かくすようにして軽く頰ほおを揉もんだ。

「いや、そういうんじゃなくてさ……。もっと気楽にした方がいいと思うよ。あたしが言うのもなんだけどさ」

「……う、うん」

　納なつ得とくできない顔をしたままサクラはユリと一いつ緒しよに試合場から去り、ふたりで閲えつ覧らん席へと戻もどってくる。

「あ、あのユリ。試合前に言ってたアレって……」

「はいはい。イチノの隣となりに座ってなさいよ」

「へ？」

「賭かけたのはイチノの隣ってだけだから！」

「ず、ずるい！」

「ずるくない！　あたし、そこまではっきりと言ってないし！」

　戻ってきた途と端たんに口くち喧げん嘩かをし始めるふたりを、イチノと参加者たちは呆れた目で見る。囃はやし立てる者もいた。

『さて、第六試合です！　ギルド〈グリムリーパー〉所属、〈氷の蜘蛛アラクネ〉こと、シオン選手。もうひとりは──』

　選手ふたりが紹しよう介かいされ、対戦者ふたりが向かい合う。

「あっ、始まっちゃう！」

　サクラは席に座って、シオンの一挙一動を見み逃のがすまいと真しん剣けんな瞳ひとみを試合場に向けた。

　シオンに対するは槍やりを持った騎き士しだ。基本は騎士だが、魔法にも覚えがあるようで様々なバ強フ化がかかっている。

「さて……行きますわよ」

　だが、最初から勝負は決まっていた。

　レベル差もあり、技量も桁けた違ちがい。相手に勝つ術すべはなかっただろう。

　シオンは、五分もしないうちに相手を氷こおり漬づけにして一回戦突破を決めた。

「……強い」

　サクラが喉のどを鳴らす。

　次に当たるとあって、彼女の握にぎる拳こぶしにも力が入っていた。その表情は怖おそれと不安、そんな感情が入り交じっている。

　シオンが閲覧席に戻ってくると、サクラが彼女を睨にらみ付ける。だが、シオンはその視線を受け流し、自然な動作でイチノの隣に座った。

「お前ら、仲良くしろとは言わないけど、敵対心を剝き出しにするのはやめないか……」

　すると、ふたり揃そろって小さく溜ため息いきを吐つく。

「「……誰だれのせいだと思ってるの」」

　それぞれそんな言葉を呟いたが、イチノは理解できなかったらしい。

「もう」

　サクラも大人しくイチノの隣に座り、七試合目が始まる。

　だが、そこでイチノは立ち上がった。

「ちょっと訓練室に行ってくる」

「え？　なんで？」

「試ためしたいことがあるんだ。戦闘形式で」

「あ、じゃあ、私が相手に」

「いえ、私がやります」

　サクラとシオンが張り合うように申し出るが、イチノは首を振った。

「お前らじゃダメなんだよ。ユリ、いいか？」

「え？　あたし!?　い、いいけど……」

「ゆ、ユリ！　ずるいですよ！」

「ユリ！　酷ひどい！」

　シオンとサクラが揃って声をあげる。

「い、いや、そう言われても……。うん、いいよ。いこ、イチノっ」

　戸と惑まどい気味のユリだったが、頼たよられて悪い気分ではないのか、笑顔でイチノに寄り添そった。

　そして、ふたりは閲覧席から去って行く。

「……あいつ、ボクの試合、忘れてるんじゃないだろうな」

　キョウが不ふ機き嫌げんそうに、そんなことを呟いた。




　第七試合はそれなりに盛り上がった試合だった。拳けん銃じゆう使いと斧おの使いの試合はギリギリの僅きん差さで拳銃使いが勝った。斧もまだまだやれるというようにも見えたし、これからは拳銃の時代というようにも見える。

　だが、試合が終わって観客が彼らに向ける目つきはそういった凄すごさによる敬いなどではなく、完全に憐あわれみだ。

　次に当たる相手が、彼女になると信じて疑っていない。

　その彼女が出る第八試合が、始まろうとしていた。

「間に合ったな」

　イチノとユリが閲覧席へと戻ってくる。

　ユリは少し疲つかれた顔をしていた。

「……ふたりでなにやってたの」「……なにやってたんですか」

　サクラとシオンが同時にユリに探さぐりを入れる。

　だが、ユリは勝ち誇った顔でふふんと鼻を鳴らした。

「ふたりだけの、ヒミツ！」

　そんな言葉にイチノは苦く笑しようしたが、サクラとシオンはお互たがいユリに羨うらやましそうな視線を向ける。

　だが、そんなやり取りをしていられるのも、そこまでだった。

『では、一回戦のラスト、八試合目を始めます！　まず、ブラックスミスのキョウ選手！　イチノ選手の剣けんを鍛きたえたこともあるそうです！』

　試合会場にキョウが入る。だが、キョウにもまた憐れみの視線が向けられた。

　そして、この大会の優勝候補が、ついにこの会場に姿を現す。

『そして、説明不要！　〈リザルターナイン〉筆頭と目される、〈獅子聖サンオブザリオン〉エリゼ選手です！』

　一ひと際きわ高い歓かん声せいが上がった。

　入ってきたのは美男子と見み紛まがう、線の細い女性。

　僅わずかに幼さを残す顔は、しかし、殺気の絶えない鋭するどい視線で完全に打ち消されていた。

　腰こしにはその身体からだには不ふ釣つり合いなほど、大ぶりな二本の剣を下げている。〈聖光剣エクスカリバー〉と〈天てん魔ま剣けんエクスブレード〉、彼女の強さを支え、両りよう翼よくとなる一対の剣だ。

　装備こそ動きやすい絹の服だが、見た目以上に防ぼう御ぎよ力があることが窺うかがえる。相当強い魔法がかかっているらしく、うっすらと光を帯びていた。イチノの見立てでは、魔法によるダメージを半分以上遮しや断だんするというほどだ。

　そして、その首にかけたマフラー。獅子の鬣たてがみを思わせるそれは、微かすかな風にたなびき揺ゆれていた。

　彼女こそが、この〈アストラル・イノベーター〉における最強の〈リザルターナイン〉。

　現在レベル70。〈獅子聖サンオブザリオン〉エリゼだった。

　審判が構えを促うながすと、キョウは小さく一礼する。対してエリゼはまったく動かない。すでに心も身体も戦闘に集中している。

「デュエル！」

　試合が開始される──そして、終わった。

「え……」

　誰かが間の抜ぬけた声を出す。

　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくがあった。

　エリゼはいつの間にかキョウの背後に悠ゆう然ぜんと立っている。

「……君はまだわたしの前に立つには早すぎる」

　キョウが倒たおれ、観客席にいた人間には何が起きたのか、わからないまま試合は終わった。

「な、何が起こったの？」

　ユリが戸惑ったように言う。彼女もまたエリゼの動きが見えていなかった。

「簡単に言えば、とんでもなく速い二連撃」

「で、でも全然見えなかったよ？　観客も見えてないんじゃ……」

「動きにまったく無む駄だがない。その上、見ている者の虚きよを衝ついている。俺も見逃しそうだったしな」

　あの動き。間ま違ちがいなくマニュアル操作の代しろ物ものだった。

　観客には瞬間移動に見えただろうが、エリゼは完全に周囲全員の虚を衝いて突とつ進しん。〈聖光剣エクスカリバー〉と〈天魔剣エクスブレード〉でキョウを斬きり裂さいた。

　あまりにも最適すぎる動き。やったのはそれだけで、他には何もしていない。

　しかも、きっちりとキョウの首筋に攻こう撃げきを当てて、クリティカルにしていた。武器による違いか星のエフェクトこそイチノほどではないが、間違いなく狙ねらって当てただろう。

　少ししてキョウが閲覧席に戻ってくると、彼は悔くやしそうに歯は嚙がみしていた。

「負けるのはわかってたけど……あまりにも差がありすぎて何も得るものがなかったよ」

「キョウ……」

「まあ、ボクは君に真相を問い質ただしたくて、流れで参加しただけだからね。あとはこの特等席で君の戦いを楽しませてもらうよ」

「楽しめるかどうかは知らんが、簡単にはやられないさ」

　そして、この日の試合はすべて終わった。

　残り八人。明日あしたから、準々決勝となる。

「私の障害はエリゼと、そしてイチノね」

　シオンがイチノを見ながら笑う。

　シオンが次に戦うのはサクラだというのに、これ見よがしにイチノに寄り添った。

「そんな余よ裕ゆうぶっていられるのも今のうちよ」

　当然サクラが火花を散らしてシオンを睨む。

　そして、サクラもイチノに寄り添った。

　その場にいたユリも、ヒルトも、キョウも苦笑いを浮うかべている。

「まったくもう……。何でいつもあなたは邪じや魔まをするのかしら」

「別に邪魔なんてしていない。……戦友として当然のことをしてるだけよ」

「私は戦友としてなんて、認めないけど」

「次は本気よ。そう言うのは明日の戦いが終わってからにして」

「まったく。本気を出してなかったっていうの？　小学生みたいな言い分ね」

　挟はさまれつつ、そんな静かな口くち喧げん嘩かにイチノもうんざりした。

「喧嘩はやめろ。やめてくれ」

「喧嘩じゃないです。ただ、じゃれ合いですよ」

「じゃれ合いの範はん疇ちゆうを超こえてるからな？」

「そんなことは──っと……少々、急用ができましたので、これで失礼します」

　そう言ってシオンは足早に去って行く。

「もう……！　何なの！」

「お前もそんなにあいつの言動を真まに受けるな」

「だ、だって……」

「明日には嫌いやでもぶつかるんだから、集中してろよ」

　そう言うとサクラは少しずつ大人しくなった。

「う、うん……。じ、じゃあ、また特訓に付き合ってよ」

　サクラが頭を下げると、イチノは「了りよう解かい」と言って頷うなずいた。




　イチノはまたサクラの特訓に付き合うこととなり、模も擬ぎ戦せん闘とうをしている。

「はあっ！」

「狙う箇か所しよは避よけにくい箇所だ。攻撃後の展開をすべて頭の中でツリーにしろ。相手がダメージを負う、避ける、受ける、ダメージ量、避け方、受け方、そういった要素をすべて予想して攻撃し続ける。危険を察知したら、即そく座ざに相手の攻こう撃げき範囲外まで距きよ離りを取れ。相そう殺さいは相手の攻撃の予測と、それに合わせる技術だ」

「はいっ！」

「違う。その動きはベターだがベストじゃない。二手遅おくれるぞ」

　そして、イチノは剣を構える。

「俺が狙う場所はわかるだろう。これを相殺してみろ」

　イチノが大地を蹴けり、鋭い音と共に青の剣筋はサクラの首筋を狙った。

「くっ！」

　サクラは目を見開きイチノの攻撃を追う。

　ギリギリのタイミング。

　そこを見み極きわめ、サクラは矢のように凄すさまじい勢いで〈ゼフィランサス〉を振ふるった。

　翠みどりの軌き跡せきと蒼あおの軌跡が交こう錯さくし、金属が擦すれ合う音が響ひびく。

　後には、何もこなかった。

　イチノの攻撃判定はサクラまで届いていない。消え去っている。

　サクラの相殺が成功したのだ。

「で、できた！」

　サクラは思わずガッツポーズを取る。

「まあ、できたからといって喜んでるようじゃすぐにやられるんだが」

　そんな満足そうなサクラは、首に剣を突き付けられ、その顔を青くした。

「う……イチノ、容よう赦しやない……」

「まだ甘い」

　とはいえ、イチノからすれば驚おどろくべき上達速度と言えた。

　剣筋にも慣れ、狙う場所を前もって教えたとはいえ、それを相殺するのは並なみ大たい抵ていのことではない。矢が放たれますから、二本指で取ってくださいと言われ、取れる冒険者などそうそういないのだ。

「まあ、スキルに頼たよらなくなったのはいいことだし、マニュアル操作も相当だ。たぶん、あと一週間もすればお前ならもっといけるだろう」

「で、でも準々決勝は明日だし……」

　イチノが褒ほめてもサクラの顔は晴れない。むしろ、以前よりもさらに焦あせっているように見える。

「シオンに負けたくない……」

　そして、ぽつりとそんな弱音を漏もらした。

　それを聞いたイチノが小さく溜ため息いきを吐つく。

「……とはいえ、だ」

　イチノはサクラの肩かたに手を置いた。

「今のままじゃどう足あ搔がいても、お前はシオンに勝てない」

「で、でも！」

「前にシオンと戦った時と同じになる。今のお前はマニュアル操作云うん々ぬんの問題じゃないんだよ。気負いすぎてるせいか、まだ動きがおかしいし。殺気立ってるというか、今までみたいな戦いじゃなくて、とにかく相手を倒そうと躍やつ起きになってる」

「………」

「なあ、サクラ」

　イチノがサクラの目を見み遣やる。

「お前のさ、〈アドベントフェアリー〉って二つ名あるだろ。それってさ、戦いが妖よう精せいのダンスに見えたから……とかそういうんじゃないのか？」

「え」

　サクラが不思議そうな顔でイチノを見た。

「え。じゃなくてさ。お前の戦いってすごい綺き麗れいだよ。楽しげに、踊おどるみたいに剣けんを振ってるところを見て、〈アドベントフェアリー〉と二つ名を付けられるだけはあるな、って思ったしな」

「あ、あんまり気付いてなかった……。皆みんな、そんなこと言わないし」

「まあ、今いま更さらマニュアル操作をやめろとは言わないけど……ちょっと前までの自分を思い出してもいいと思うぞ」

「う、うん……」

　サクラは素す直なおにこくりと頷いた。

「前にシオンと戦った時も、妙みようにおかしかったからな。普ふ通つうにやれば勝てるはずだ。あとはどれだけ冷静に戦えるかだ」

　サクラは心の中でイチノの言葉を反はん芻すうする。

　その言葉を、完全に信じることができたわけではない。今のサクラの奥底に根付く不安や憂うれいはイチノが思っているよりも深刻なのだ。

『戦友失格』『弌はじめ君には合わない』『何もできずに敗北し、情けまでかけられた』

　サクラは絶望から回復しきっていない。今は身体を動かして、どうにか誤ご魔ま化かしているだけに過ぎない。

　だが。それでも、イチノの言葉は凍こおった心を温めて溶とかしていく。

　言葉の内容よりも言った者の方が重要なのだ。サクラにとっては。

　イチノに言われたからこそ、少しずつイチノを通じてサクラは自分への自信を取り戻もどしていく。

　そして、少しだけサクラの表情にあった険が取れていった。

「さて。相殺のコツをもう少し教えておこう」

「うん！」

「最終的には相手の微かすかな動作を見み逃のがさない観察眼と、読み。最後にそれらを合わせた演算が重要なわけだが、こればっかりは経験だ。だから──」

　イチノは一いつ旦たん言葉を区切る。

「相手に、必ずこれを出させるという状じよう況きようを作りだして、誘さそい込め」

　それが、イチノが今の彼女にできる唯ゆい一いつ、最大の助言だった。




　　　　◇　◇　◇




　翌朝の学校、弌が教室に入った瞬しゆん間かん、紅葉もみじが抱だき付いた。

「おっはよー、弌君！　今日もいい抱き付き日和びよりだねー！」

「何を言ってるんだ、お前は。つーか、放してくれ。暑苦しい」

「いいじゃん。そんなに暑くないしー。私、平熱低いよ？」

「そういう問題じゃない」

　そんな様子を見て、一いつ緒しよに登校していた咲さく良らが絶句する。

「は、離はなれなさい！　は、ハレンチだから！」

「えー、ハレンチって咲良さん、いつの人ー？」

「い、今の人だもん！」

　朝からのやり取りにクラスメイトたちも苦く笑しようしている。

　弌はどうにかやり過ごして自分の席についたが、隣となりに座る紅葉はすぐに寄り添そった。

「私、昨日は闘とう技ぎ場行ってたんだよ。今日はトーナメントの二回戦目だねー」

　しっかりと見ていたことをアピールする。

「どこで見てたんだ？」

「んー？　まあ、ちょっと特別なところかな」

「ふむ……」

　そんな発言で弌も気付きつつあった。

　彼女の正体に。

「ようやく確信した」

「え？」

「シオンか、お前」

　弌が小さく溜息を吐きながら言うと、紅葉は小さく笑った。

「ようやくわかってくれたー？　もう、イチノったら遅おそすぎです」

　後半だけ、シオンみたいな喋しやべり方をする。もっとも声は全然違ちがっていたが。

　それを聞いた咲良が、間の抜ぬけた表情で呆ぼう然ぜんとしていた。

「咲良さんは全然気付かなかったみたいだけど」

「え、あ、え？」

　未いまだに混乱している。理解が追いついていないらしい。

「でも、嬉うれしいな。ちゃんとわかってくれて」

「お前もヒントは何度も出してたからな。ピンとくるさ」

　特に昨日のシオンの発言、サクラに対しての『何でいつもあなたは邪魔するのかしら』という言葉だ。

　サクラはシオンの邪魔をそこまでしていないはずだった。あれは現実でのことを踏ふまえた上で言った言葉だろう。

「……人の好意には鈍にぶいくせに」

　紅葉は頰ほおを膨ふくらませて、小さくぼそっと言う。

　しかし、まったく聞こえなかったようで、弌は気にすることなく別のことを問うた。

「……で、お前がなんで〈八や咫た烏がらす〉の情報を知ってたんだ？」

「んー。独自の情じよう報ほう網もうって言うのかなー。それ以上は教えられな～い。でも、イチノが困ってるみたいだったからねー。ト・ク・ベ・ツ」

「じゃあ、俺の名前を知ってた理由は？　本名、教えてないはずだぞ」

「レナちゃんと一緒に話してた時にポロッと出てきてたよ？　何回か」

「……本当かよ」

　レナ──妹の恋れんには個人情報は漏らすな、と厳命していたはずだった。

　もっとも、そそっかしいところがあるため、ポロッと出しそうではある。

　ただ、恋が言ったのだとしても、納なつ得とくのできないことはまだあった。

「ちなみに──」

「まあまあ、その辺りの話は置いといて～」

　そんな話が終わると、紅葉は弌に抱き付いた。

「お、おい！　やめろ！　こんな場所で！」

「いいじゃんいいじゃん。見せつけようよー」

　咲良に挑ちよう発はつ的な目を向けるのも忘れない。

「やっぱり長年の絆きずなが気付かせてくれるんだねー。紅葉、感激ー」

　すると、途と端たんに咲良が不ふ機き嫌げんになり、紅葉を睨にらみ返す。

「な、何が長年の絆よ！」

　咲良が大きめの声を出した。

　ここ数日で咲良と紅葉の仲の悪さは完全に露ろ呈ていしており、その口くち喧げん嘩かもクラスの名物になりつつある。

「委員長負けるなー」「紅葉さん、ほどほどにねー」「おい、野の上がみィ！　何とか言え」

　そんな煽あおりまで入る始末だ。

　もっとも、そんな周囲の目を紅葉も咲良も気にしていないが。

　キリキリと胃を痛くしているのは、その渦か中ちゆうにいる弌だけだ。

「仲の良さは絆の長さで決まるものよ」

「そ、そうとは限らないもん！」

「じゃあ、あなたと弌君に何の絆があるって言うの？」

「わ、私だって、弌くんと一緒に寝ねたんだから！」

　……………………………………………。

　教室が静まり返った。

　隣のクラスの騒さわがしさが、静かな教室によく響ひびく。

　クラスメイトたちは呆あつ気けに取られた顔になっていた。

　紅葉など完全に表情を失っている。

「ちょ、ちょっと待て、お前は何を──」

　イチノが慌あわてて問い質ただそうとして、

「マジで!?」「委員長が大人の階段を!!」「おい、待てコラァ！」「予想外の展開に！」

　クラスメイトたちが、叫さけぶように騒ぎ出した。

　水を打った静けさが一転、蜂はちの巣を突つついた大おお騒さわぎになる。

　クラスメイトたちが一瞬で、弌や咲良、紅葉たちを取り囲んだ。

「ちっ、ちがっ！　違うの、皆！」

　咲良が必死にクラスメイトたちを鎮しずめるべく声をあげる。誤解を解こうと、そして、委員長としてクラスの騒ぎを鎮めようと必死だ。

　好こう奇きの目に晒さらされた咲良は、意を決して真実を叫ぶ。

「い、一緒に寝たんじゃなくて、家に泊とまりに行っただけ！」

　誤解が解けるわけなかった。

　教室の大騒ぎは、窓を揺ゆらすほどの凄すさまじさとなる。

　結局、担任が来て怒ど声せいが響くまで騒ぎは続いた。




　時間も経過し、騒ぎは収束しつつも、話しかけられるたびに咲良はからかわれている。その度たびに真っ赤になって「違うの違うの！」と弁解していたが、そんな姿が可愛かわいいと女子たちに面おも白しろがられていた。

　弌も弌で、冷やかされ、居い心地ごこちの悪さといったらない。悪ふざけをしてくる振ふりをして軽く肘ひじで小こ突づいてくるのだ。地味に痛かった。

　そして、待ち望んだ放課後になって、弌はすぐに教室を脱だつ出しゆつする。

　そんな弌に、咲良と紅葉も一緒にくっついてきた。また誤解される行動だったが、弌としてはすでに諦あきらめ気味だった。

「ねーねー。今日はどっちを応おう援えんしてくれる？」

　紅葉があっけらかんと呟つぶやく。

　金曜日の今日はソウルインした後、準々決勝が行われる。

　イチノもヒルトもそれぞれ試合があるが、最も注目されるであろうサクラとシオンの試合があった。

「別にどっち応援しても関係ないだろ。俺が優勝するわけだし」

　エリゼがいようと関係がない。

　恋のためには優勝が必ひつ須すなのだ。どちらが勝っても、大局的な結果は変わらないのだ。

　そもそも次は間ま違ちがいなくエリゼと当たる。

「あ、誤魔化したー。どっちを応援してくれるかって話なのにー」

「……いや、いい試合してくれればいいんじゃないのか」

「また、誤魔化したー」

　紅葉は楽しそうに、しかし、寂さびしさも混ざった笑えみを浮うかべる。

「確かに、……弌君は強いからね。でも」

　そして、紅葉はそこで一旦言葉を止め、

「エリゼには勝てないよ。あれは……ホントに別格の人類だもの」

　弌に、奇き妙みような目を向けた。

　それは、まるで警告をする目つき。

　そんな鋭するどい視線で、弌の目を覗のぞき込む。

「……何を知ってるんだお前は」

　その言葉に紅葉は答えない。

　しかし、

「ねえ、イチノ。私が──」

　そうシオンの口調で言いかけて、咄とつ嗟さに紅葉は黙だまり込む。そして、躊ちゆう躇ちよしてしまったことを後こう悔かいするかのように溜ため息いきを吐ついた。

「ううん。なんでもない。それじゃあね！　今日は勝つから！　そこの女に！」

　そして、咲良を一睨みして足早に去って行った。

　その背中を見ながら、ここまで沈ちん黙もくを保っていた咲良の頰が膨れていく。もう炸さく裂れつ寸前だった。

「な、な、な、な、な、なんなの。あの人！　こっちとあっちで全然、性格違うし！」

「お前、人のこと言えないだろ……」

　人のことを棚たなに上げて、咲良は激げつ昂こうする。しばらくがなり立ててから怒いかりが収まると、咲良は伏ふし目がちに弌の顔をチラチラと窺うかがった。

「……なんだ？」

「あ、あのね」

　弌が促うながすと、咲良が意を決したように瞳ひとみに決意を宿らせる。

　そして、その震ふるえる口を開いた。

「紅葉さんとは……シオンとは恋こい人びとなの？」

　と。

　今まで咲良は弌に恋人がいないと思っていた。いるのであれば、咲良の一人相撲ずもうもいいところだ。

　そんな質問をして、咲良はビクビクとしながら答えを待つ。

「シオンと？　いや、そういうんじゃないよ。よく誤解はされたけどな」

「そ、そうなんだ……。じゃあ、恋人っていないの？」

「生まれてこの方、できたことはない」

　それを聞いて弌から顔を逸そらして、咲良は大きな安あん堵どの息を吐く。

　だが、そこで別の何かを思い出したのか、咲良はまた不安そうな顔を弌に向けた。

「で、でも、キスしてたよね？」

「え……は？　キス？　どこで？」

「ついこないだ……。も、紅葉さんと……カフェテラスで」

「してねぇよ」

「で、でも顔を近づけてた！」

「あいつが顔を近づけた理由は知らんが、とにかくキスなんてしてないっての。あいつからはストレージカードもらっただけだ。〈八咫烏〉のギルドホームへ行くためのな」

　それで咲良の誤解は解けたらしい。

　不安がちだった表情が、雪解けをするように晴れていく。

「ホ、ホントに？」
















「ほんとだ」

「そっか。え、えへへ」

　シオンに負けたことも、紅葉が突っかかってくるのも我が慢まんはできた。

　だが、あのキスに見えたシーンだけは脳のう裏りに焼き付いて離はなれなかったのだ。

　あの日以来、ずっとずっと脳裏にこびりつき、ずっと咲良を悩なやませていた。

　何度も何度も聞こうと思ってはやめ、自分の勇気のなさにも心底呆あきれていた。

　それがようやくキスではないとわかり、咲良は安心した笑みを浮かべる。

　そんな咲良の笑顔を見て、

（久しぶりに笑ったな、咲良の奴やつ）

　弌はそんな感想を抱いだき、肩かたの荷にを下ろすようにホッと胸を撫なで下ろした。




　　　　▼　▼　▼




　この日、ソウルインして闘とう技ぎ場に向かうと、すでに開場していた。

　残った八人による準々決勝を参加者の面々が見み遣やる。すでに敗退した者たちもその中にはいた。

「まずはヒルトさんか」

　一試合目はヒルトルートと、高レベルの魔ま法ほう使つかい。名前をリミカ。ギルド〈セレマ・グノーシス〉に所属するメンバーらしい。

　高レベルの魔法使いでヒルトを追い詰つめたように見せたものの、ヒルトは涼すずしい顔でそれをやり過ごし、その剣けんで敵を打ち倒たおす。

　切り札を出すこともなく、順当に勝ち上がった。彼女はその表情に、疲つかれひとつ見せていない。

　ヒルトのレベルは64。レベル52のソーサラーが順当にやって勝てる相手ではない。

　ヒルトが閲えつ覧らん席に戻もどってくると、次の試合に向かうイチノの元に歩み寄った。

「さて、イチノ君。もし、負けたら何をしてもらいましょうか」

「……え？　何か約束してましたっけ？」

「こちらの楽しみを一方的に奪うばうわけですから、そのぐらいは当然でしょう」

　滅め茶ちや苦く茶ちや、理り不ふ尽じんな理り屈くつだった。

「まあ、負けませんよ」

「ええ。頑がん張ばってきてください」

　試合会場にイチノが出てくると観客はますます盛り上がる。

　ラウンドガールのカレンらも、周囲を回って盛り上げていた。

「イチノさーん！　頑張ってくださいねーっ！」

　カレンはイチノだけに声せい援えんを送っている。イチノは苦く笑しようするしかない。ラウンドガールが片方に肩かた入いれしてどうするのか。

『さあ、準々決勝第二試合！　ノービスのイチノ選手とシーフのニノ選手です！』

　紹しよう介かいされると、相手は不ふ愉ゆ快かいそうにイチノを睨にらむ。

「まったくレベル１がこうももてはやされるなんてね。どんなチートを使ってるのか知らないが、ここで沈しずんでくれたまえ」

　それに対して、イチノは面めん倒どうくさそうに肩を竦すくめるだけ。

　それが癇かんに障さわったのか、相手は眉まゆ根ねを顰ひそめる。

「デュエルッ！」

　審しん判ぱんが声を掛かけると、敵は突とつ然ぜん分身した。

「〈マスミラージュ〉。質量を持った分身、俺のオリジンスキルだ」

　全部で八体。それらの手足が他と同一に動いていた。

「ただし、本体を攻こう撃げきしなければダメージは与あたえられない」

　べらべらと語るニノ。

　分身は全員、イチノを囲む。その手には投げナイフを持っていた。

「一撃でも当たれば死ぬんだ。これほど楽なことはない！」

　同時に投げナイフが放たれる。

　だが、イチノは分身のひとつに向かって大地を蹴ける。

　飛んできたナイフに合わせて、〈ワンサイドブレード〉を一いつ閃せん。

　ナイフの攻撃判定を相そう殺さいする。

　そのナイフを放った分身のひとつに向かって、蒼あおい軌き跡せきが躍おどる。

　敵の首筋に蒼い軌跡が刻まれた。

「ぐあっ！」

　本体に攻撃が命中。

　その瞬しゆん間かん、ふっと分身は消え去った。

「な！　……本体に攻撃を当てるだと!?」

「何をそんなに驚おどろいてるんだ」

「は、八分の一だぞ……！　まぐれだ！」

「最初から、本体がわかりきってるんだが」

「な、なんだと!?　影かげか？　か、身体からだの薄うすさか!?　いや、そんなはずは……」

「……いや、喋しやべってる時、口が一体しか動いてなかったし。手足は動いてたけど」

「えっ……」

　そんな形で分身は見破られ、イチノはニノに向かって何度もクリティカルをぶち当てる。

　そして、呆あつ気けなく勝利した。

「うーん……。一目見ればわかると思うんだがなぁ」

「う、うるさいな！　指し摘てきしてくれる人がいなかったんだ！　できたのも最近だし！」

　そして、彼は逃にげるように去って行く。

「……勝った気がしない」

　だが、次はついにヒルトとの試合だ。

　ふと、閲覧席を眺ながめるとヒルトが優ゆう雅がに笑っている。

　手を振ふると、小さく返してきた。

　彼女を見ていると、その何もかもが、何かの罠わなに思えてくるのだ。

「油断大敵……か」

　心の中で強く強く、そう戒いましめた。




　イチノが閲覧席に戻る途と中ちゆうの分かれ道、試合会場に向かうシオンとサクラがいた。

「よう、頑張れよ」

「「それどっちに言ってるの」」

　気軽に声を掛けると、二重奏でそんな答えが返ってきた。

「……お前ら、実は仲いいんじゃないだろうな」

「まさか。こんな外では気弱キャラ、内では活発キャラを演じている女には負けませんよ」

「何言ってるのよ！　あなただって外ではお気楽キャラで、内では冷れい徹てつキャラ演じてるくせに！」

　どっちもどっちである。

「……まあ、ふたりの試合は楽しみにしているよ」

「どっちが勝つと予想してますの？」

「五分五分だ。だから楽しみにしてるんだよ」

「そう、ですか」

「じゃあ、俺は戻るから」

　そして、イチノは近くにある階段から閲覧席へと向かう。

「イチノ、見てて！　絶対に勝つから！」

　その背中に大声で誓ちかうサクラ。

「……負けるつもりはありません」

　シオンもまたサクラを睨み、火花を散らす。

　そしてそれぞれ試合会場に向かうふたりをイチノは見送った。

　階段を上って、閲覧席へと戻る。

「お疲れ様でした」

　ヒルトがイチノを労ねぎらう笑えみを浮うかべた。

　もっとも、イチノは裏があるとしか思えていないが。

「……失礼なことを考えておりませんか？」

「いえ……そんなことは」

「まあ、いいでしょう。次の準決勝はお手て柔やわらかに」

「こっちの台詞せりふです。あんまりいじめないでやってください」

「あら。うふふふふ」

　そんな会話をしているうちに、試合会場にそれぞれサクラとシオンが出てくる。その表情は真しん剣けんで、お祭りだということを微み塵じんも感じさせない。

　すでに剣は鞘さやから抜ぬかれており、臨戦態勢が整っていた。

『さあ、同ロールによるガチ勝負です！　〈アドベントフェアリー〉サクラ選手と〈氷の蜘蛛アラクネ〉のシオン選手です！　これはどちらが有利でしょうか？』

『難しいわ。レベルも武器もサクラの方が上やけど、噂うわさじゃサクラが負けたのって、このシオンやろ？　どっちが百パーセントの力を発揮できるか、流れ次し第だいで変わるんちゃう？　解説泣かせの試合やで、これ』

　ふたりが十メートルほどの距きよ離りを空けて対たい峙じする。

　ラウンドガールのカレンたちが、準々決勝第三試合のボードを掲かかげて歩き回ってから、試合会場を去って行った。

「デュエルッ！」

　審判が合図をして、まず仕し掛かけたのは──シオンだ。

　すでにサクラの実力を見切ったとばかりに、大だい胆たんに攻せめあがる。

　サクラは相殺をしようとして──やめた。その身体を大きく後ろへ。

「イチノに相殺を習ったんじゃないのかしら!?」

「出しどころは弁わきまえてるつもりよ！」

「生意気に……！」

　氷の魔ま剣けん〈グラシオグラーヴォ〉を操あやつり、その剣から放出される氷柱つららがサクラへと射出される。

　ユリや本職のエキスパートであれば鼻で笑ってしまう威い力りよくだが、それでも中級レベルのソーサラークラスの威力はある。

「完全にサクラの動きを封ふうじにかかっているな」

「あの氷の魔剣、威力よりも束そく縛ばくさせることに特化してるからね」

　イチノの呟つぶやきを、隣となりのユリがフォローするように言う。

「あの氷柱自体が強きよう烈れつな冷気を放って、血を凍こおらせて動きを鈍にぶらせるのよねー。だからこそ、あんな異名付けられたんだろうけど」

「本人は不服だと愚ぐ痴ちってたけどな」

「蜘蛛だなんて異名付けられて喜ぶ女の子なんていないし。シオン的には〈アドベントフェアリー〉なんて可愛かわいい名前付けられてるサクラは殊こと更さら気にくわないんじゃない？」

「異名は誰だれかが勝手に付けるからな……。どうにもならんだろう」

　そんな会話をしているとヒルトも、

「まったく。異名なんて付けるの、やめればいいのに……」

「そう言えばヒルトさんは、ワン」

「やめなさい？」

　命の危険を感じてイチノは口を噤つぐむ。

　こそこそとユリがイチノの耳に口を寄せた。

「何度、口から漏もらしそうになれば気が済むのよ、イチノは……」

「いや、まあ……なんでだろうな」

　なんとなくヒルトをからかう唯ゆい一いつの材料であるからだろうか。

　閲覧席で交かわされている気の抜けた会話をよそに、試合会場では完全にシオンが主導権を握にぎっていた。

　サクラは防戦一方、と言っていいだろう。

　ただ、サクラの動きはとても機き敏びんで、判断も悪くない。

　幾いくつかの攻撃はもらっているが、致ち命めい的となる一撃は確実に躱かわしている。普ふ段だんと同じ動きをみせていた。

「はあっ！」

　そして、隙すきを見て反撃もする。

　時折放つサクラの一撃はセミオートによる規定のモーションではなく、狙ねらい所がわからないマニュアル操作のため、シオンも相殺ができていない。しようとはしているが、攻撃を避よけるのが精せい一いつ杯ぱいだ。

「こしゃくな……！」

「イチノとの特訓の成果よ！」

　そんな言葉を聞いたシオンは、苛いらついた顔を見せながら剣けんを振り回す。

　それに対して、サクラは決して無理をしない。確実に防ぼう御ぎよをしつつ、あるいは回かい避ひ、場合によっては喰くらってでも攻撃──と、判断が合理的だ。

　一見、氷を使って派手に攻めているように見えるシオンだが、実際に有利となっているのはサクラの方だ。

　氷の中を舞まうかの如ごとく避けて、的確に反撃に出る様は、まさに踊おどっているみたいで〈アドベントフェアリー〉の面めん目もく躍やく如じよといったところだろう。

「あ、貴方あなた……！　この前は手加減でもしていたというの？　イチノに手ほどきしてもらっただけじゃこうはいかないわ」

「違ちがうわ。イチノに手ほどきしてもらったのは、マニュアル操作や相殺についてだけよ。手加減なんて器用は真似まねはできないし」

「じゃあ……！」

「思い出したからよ」

「何を……！」

「こうして、この世界で戦えることの楽しさを！」

　サクラの表情にうっすらと笑みが浮かぶ。

　この戦いが、この息吹いぶきが、この緊きん張ちよう感が、この武器のぶつかり合いが。

　楽しくて堪たまらない。そんな表情。

　イチノがサクラに魅みせられた笑顔だ。

「……何よ」

　その表情を見て、さらに苛ついて眉まゆ根ねを寄せるシオン。

　その剣筋は明らかに荒あらくなっていた。

「ホントになんなのよ、貴方……途中から勝手にしゃしゃり出てきて！」

「関係ない！　そんなことは、試合が終わってからにして！」

「このおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ！」

　大きく振られるシオンの剣けん閃せんを紙かみ一ひと重えで避けるサクラ。

　大ぶりになったが、それは一いち撃げきで相当なＨＰを削けずるという意味でもある。

　一度でも当たれば、一気に瀕ひん死しだ。

　しかし、サクラの心にはそんな緊張感とは裏腹に、ぞくぞくとした喜びが満ちていく。

　そして、シオンの剣筋も少しずつ見えてきた。次に繰くり出す攻こう撃げきを、予測しつつある。

　元々、剣けん道どうや空手のリアル経験者でもあるサクラからすれば、相手の動きを読むことは元から持っているひとつの技能だ。

　確かめるようにシオンを観察して癖くせを見み抜ぬき、彼女の攻撃パターンを絞しぼっていく。

「くっ！」

　パターンが読まれると、シオンの攻撃はかすりもしなくなった。

　そして、業ごうを煮にやしたシオンは、サクラに接せつ触しよくするほど近づき、深く横切りを入れる。

　避けるのは不可能。防御は間に合わない。

　だが、サクラは慌あわてることはない。

　むしろ、それこそを待っていた──いや、罠にかけたのだ。

「そこだっ！」

〈グラシオグラーヴォ〉の描えがく軌き跡せきに割り込み、その攻撃判定に〈風精剣ゼフィランサス〉を重ねる。

　緑の軌跡が攻撃判定を完全に打ち消した。

「なっ！」

　相そう殺さいの成功だ。

『相手に、必ずこれを出させるという状じよう況きようを作りだして、誘さそい込め』

　なんのことはない。サクラはイチノの言葉を忠実に守っただけだ。

　シオンがサクラに攻撃を当てるために無理をすると読み、そのためには当てやすい横切りを選せん択たくすることを読み、相当深く近づくことも含ふくめて予測した。

　だからこそ、この相殺は成功の確約をもらったようなものだった。

「イチノは……」

　サクラが力強い瞳ひとみを見せ、そこで剣にさらなる変化が起こった。

〈風精剣ゼフィランサス〉が鳴く。

　いや、刃やいばの周辺で風が巻き起こっているのだ。

　ひゅんひゅん、と甲かん高だかい音が響ひびき始める。それと同時に刃も眩まぶしいほど緑色に光り始めた。それは、まるでレーザーでできているかのようだった。

「なに、あれ……？」

　ユリが呟くと、傍そばにいたヒルトが呟く。

「《オリジンウェポン》の力が、解放されたわね」

「解放？」

「ええ。《オリジンウェポン》は使用者と共に強くなっていく装具。《オリジンウェポン》が求めるものは物によって違うけど、〈風精剣ゼフィランサス〉はサクラさんに求めるものを得たのね」

　試合会場では緑のレーザーブレードが猛もう威いを振ふるっていた。抑おさえるためにサクラが力を入れているのがわかる。剣が風を放ち、暴走寸前なのだ。

「イチノは、私の戦友だあああああああああああああああああああああああああっ！」

　サクラが吼ほえ、剣が唸うなる。

　試合会場、すべてに行き渡わたる決死の叫さけび。

「力を貸して、〈ゼフィランサス〉！」

　そして、風は収束し、その力はすべてその刃へと収束した。

　凄すさまじい力を内包しているのが、観客席からでもわかるほどだ。

「これが最後ッ！」

　緑に光り輝かがやく剣を構え、

「〈真・風精剣ゼフィランサス〉！」

　花弁が舞う。

　その中を踊り子が舞い、六ろく芒ぼう星せいが描かれる。

　神速の六連撃。

　だが、今までとは始点が違う。描く大きさも違う。鋭するどさすら桁けた違ちがいだ。

　サクラが頭で思い描いたのであろう連撃。花弁を竜たつ巻まきみたいに舞い散らせながら、シオンの身体からだを狙う。
















　首、足首、手首と、ウィークポイント弱点を衝ついて。

　位置を調整し、すべてがクリティカルとなる。

　もはや、スキル〈風精剣ゼフィランサス〉は固定モーションの技わざではない。

　マニュアルによる自由な六連撃だ。

「……なんちゅー、成長速度だ」

　それを見たイチノは息を飲む。

　イチノが教えたマニュアル操作、相殺はもとより、魔ま法ほう切断、そして〈風精剣ゼフィランサス〉の解放、そして、新スキル〈真・風精剣ゼフィランサス〉の会え得とく。そもそも、クリティカルについては、まったく教えていないのだ。

　もし初めてサクラと戦った時に、〈風精剣ゼフィランサス〉を連発され、ほぼ相殺を完かん璧ぺきにできるという心の隙を衝かれ、〈真・風精剣ゼフィランサス〉を使われていれば、どうなっていたか。

　すべてを相殺できていたかは、イチノにも確証がない。

「すごいわね。戦友さん？」

「からかわないでくださいよ」

　ヒルトの軽口に応じつつも、イチノの心は高まりっぱなしだ。

　もっと強くなったサクラと、本気で戦ってみたい、と。

　そして──。

「まさか、そんな……ッ！」

　最後の一撃がシオンに当たった。その表情には無念そうな悔やみが見える。

　シオンのＨＰは０になり、その身体は地面へと伏ふした。

『勝者！　サクラ！』

　実じつ況きようが勝者の名を叫び、審しん判ぱんがサクラの腕うでを掲かかげると、大だい歓かん声せいが沸わき起こる。

　そんな中、サクラは小さくガッツポーズをした。

　誰だれにも気付かれなかったであろうそのポーズには。

　自身が久しぶりにレベルアップしたことを意味していた。

　レベル51から、52へと。




「楽しかった」

　試合も終わり、サクラは倒たおれたシオンに近づき、手を差し出す。

「……必要ないわ」

　だが、その手を取らず、シオンはひとりで立ち上がった。

　そして、シオンはサクラの手を取ることなく、一いち瞥べつすることもなく去って行く。

「……完全に嫌きらわれちゃったかな」

　少し寂さびしい気もしたサクラだったが、こうなっても仕方ない。

　彼女の言うとおり、サクラはイチノの前に途と中ちゆうからしゃしゃり出たようなものだ。

　自分が彼女の立場であれば、今のサクラを疎うとましく思ってしまうかもしれない。

　だが、それでも。

　今のこの立場だけは譲ゆずれない。

　イチノの戦友、この立場だけは。

　彼の力になるために──。




　準々決勝第三試合も終わり、第四試合。

　エリゼの試合だったが、特に見せ場もなく終わる。

　何もかもが桁違いすぎて、わけがわからないまま終わったというのが、観客の率そつ直ちよくな感想だろう。

　これでベスト４が決定し、次は準決勝。

　第一試合で、イチノ対ヒルト。

　第二試合で、サクラ対エリゼ。

『興奮冷めやらぬ中、申し訳ないですが、プログラム通り、一いつ旦たん休きゆう憩けいと致いたします！』

　そこで少しだけ時間を空けて、一旦休憩となった。




　休憩中、イチノは閲えつ覧らん席を出て闘とう技ぎ場の外に出る。

「あっ！　イチノさんだ！」「頑がん張ばってねー！」「期待してるぜー！」

　時折、観客と思おぼしき冒険者に声を掛かけられたりもするが、イチノは適当に手を振ってやりすごした。

　外に出ると、柱に寄り掛かって、独り言を言っているシオンがイチノの目に入る。いや、独り言ではない。彼女のすぐ傍に影かげのように付き従う何かがいた。

「ええ……順調よ。……展開に大した差はないわ」

　何かを話しているようだが、その内容はほとんど聞こえない。

　少しして話が終わったのか、すぐ傍の影は消えた。

　それからふうっ、と溜ため息いきを吐ついて柱に寄り掛かり、ずるずるとしゃがみ込んだ。

　観客に何度も話しかけられているが、適当にあしらっている。

　そんなシオンに、イチノはゆっくりと近づいた。

「どうしたんだ。こんな場所で。ひとりになりたいなら、もっといい場所があるだろう」

「イチノ……。いえ、ちょっと用事もあったので」

「そっか」

　少し彼女の様子が気になり、イチノは試合の話題を振る。

「らしくないな。ああも大ぶりになるなんて」

「だ、誰のせいだと思ってるのかしら……」

　シオンが恨うらみがましく冷たい目でイチノを睨にらんだ。

　しかし、すぐに表情を戻もどして、諦あきらめた顔をして溜息を吐く。

「試合中も試合終しゆう了りよう後も、楽しそうにしてましたね。ちょっと私も調子に乗ってました」

「まあ、あいつの長所だからな。お前は……楽しくなかったか？」

「癪しやくですけど……少し。久しぶりでしたからね。血ち湧わき肉にく躍おどる戦いは」

　シオンは〈グラシオグラーヴォ〉の柄つかをぽんぽんと叩たたく。まるで剣けんを労ねぎらう仕草だ。

「さて……」

「どこに行くんだ。試合は見ないのか？」

「イチノの試合は見たいですけれど……急用ができましたから」

「……そうか」

「では……」

　そして、シオンが闘技場から去って行った。

　その入れ替かわりに、ひとつの影が近づき、イチノの前で形を作る。

　その影から現れたのは、アレスとプリシラだ。

「……イチノ。いくつかわかったことがあるぞ」

「というよりも、それぐらいしかわからなかったんだけど……」

　ふたりに手を引っ張られて、人ひと気けのない場所へと移動する。

「わかったことって？」

　人がいないことを確かく認にんしてから、アレスはいつもの抑よく揚ようのない声で説明を始めた。

「……まず、お前から以前依い頼らいを受けた〈八や咫た烏がらす〉と〈ローズリッター〉の繫つながりだ」

　以前、イチノがアレスに頼たのんだ用件はこれだ。

　この妙みようにきな臭くさい闘技大会についてを調べてもらっていた。

「お前の予想通り……いや、もう少し上をいっているが、〈ローズリッター〉はすでに〈八咫烏〉の傘さん下かに収まっていた」

「同盟どころか、もう傘下？」

「……ああ。すでに所持していた《オリジンウェポン》も〈ローズリッター〉は〈八咫烏〉に献けん上じようしている。この大会の優勝賞品だな」

　プリシラがピッと人差し指を立てる。

「つまり、この大会は〈ローズリッター〉主導ではなく、〈八咫烏〉主導で行われているということだねー。〈八咫烏〉のホームで、その相談をしていた節もあるし」

「……だが、両ギルドは隠かくしている。もちろん〈ローズリッター〉のメンツもあるかもしれないが……」

　アレスのそんな呟つぶやきに、イチノは腕を組む。

「〈ローズリッター〉が〈八咫烏〉の傘下に収まった理由は何だ？」

「……わからないな。ただ、〈ローズリッター〉側も全員が全員、賛成というわけではなさそうだ。ファルセリア襲しゆう撃げきの一件以来、ギルドメンバーが相当抜ぬけたという話だ。その発言力もかなり小さくなっている。下手をすれば空中分解の危機だったとか」

「そこを〈八咫烏〉に付け込まれたか？」

「……可能性は高い」

　アレスは続ける。

「……もっとも、この闘技大会で、そんなマッチポンプをして何の意味があるのかはわからないがな」

　そして、プリシラが思い出したようにポンと手を叩いた。

「そう言えば、〈ローズリッター〉だけじゃない。〈八咫烏〉はエリゼにも接せつ触しよくしていたようだね」

「エリゼに？」

「うん。ギルドホームの中に来客履り歴れきがあった。もっとも、ギルドメンバーの噂うわさ話ばなしを聞くに交こう渉しようはほぼ決けつ裂れつしたみたいだけど」

「ふむ……」

　イチノは組んでいた腕を解く。

〈八咫烏〉主導で開かい催さいされた闘技大会。

　そのために用意された優勝賞品の《オリジンウェポン》は、元々〈ローズリッター〉の所持品。

　エリゼとの謎なぞの接触。

　これらのバラバラな要素が、イチノの中で少しずつひとつの意味を持ってくる。

「……まさか」

　疑わしげにイチノは、ひとつの想像を巡めぐらせた。




　アレスとプリシラがさらなる調査へ出ると、イチノの足は闘技場の地下に向かっていた。

　闘技場の地下にある訓練室。

　そこではエリゼがひとり黙もく々もくと一対の剣を振ふっていた。訓練室と言っても普ふ通つうに戦えそうなほど広い部屋だ。

　入ってきたイチノを気にも留めず、敵を想定しているかのように剣を使って踊おどっている。

　しばらくエリゼの動きを眺ながめているとエリゼがその手を止め、少し不ふ愉ゆ快かいそうにイチノを睨んだ。

「何か用」

　小さな、しかし、甘く透すき通るような声。険はあるが、それ以上に聞き惚ほれてしまう。

「用があったんだけど、ちょっと見み惚とれてた」

　エリゼはさらにその眉まゆ根ねを寄せたが、ふと何かに気付いたみたいにその小さな瞳ひとみが眇すがめられた。

「……君は、イチノか」

「名前を覚えてもらって光栄だ。エリゼ」

「君がイチノでなかったら、斬きり捨てているところだ」

「物ぶつ騒そうだな……。しかし、よく覚えてたな。あんた、冒険者の名前を覚える柄がらじゃなさそうだけど」

　イチノを見ると、溜息を吐いて彼女は僅わずかに表情を和やわらげる。

　改めて見ても男子と見み紛まがう出いで立ちだ。女と知らなければ、男と思うかもしれない。それも絶世の美男子だ。

「マニュアル操作を使っている者は目に付く」

「ま、そんなにいないしな」

「いや、お前やわたしのように、使いこなす者が……という意味でだ」

　そしてエリゼはその相そう好ごうを崩くずさずに、

「それで用は何だ。話なら手短に……いや、待て」

　その一対の剣を鞘さやに収めようとして、そこで止まった。

「なんだ？」

「わたしの訓練を中断した詫わびに、少し手合わせしろ。話なら手合わせしながらでも、お前ならできるだろう」

　突とつ然ぜん、〈聖光剣エクスカリバー〉をイチノに向ける。

　その表情には感情はなく、その姿勢には隙すきがない。

　訓練室だというのに、まるで試合と同じ佇たたずまいだ。

「……勝手な奴やつだな。まあ、いいけど」

　イチノも応こたえ、愛剣を鞘から抜く。そして、エリゼと対たい峙じする。

　言った通り、本当に軽い手合わせだった。試合で使った神速の剣けん戟げきなど見せない。本当にマニュアルによる動きの調整といった手合わせだ。

　ただ、狙ねらい所は悉ことごとく急所で、イチノもそれに合わせて剣で受ける。

　傍はたから見れば舞ぶ踏とうにも思えるふたりの剣戟。

　見る者がいれば、魅み了りようされた者もいるかもしれない。

「ちょいと一撃」

　そんな折、イチノが悪戯いたずら心を出して、踏ふみ込みを強くして急所を狙う。

「……ふん」

　するとエリゼは事も無げに、それを相そう殺さいした。

　逆にエリゼもまたイチノを、さらに速い剣けん閃せんで襲おそう。

　イチノもまたその攻こう撃げき判定に合わせて自身の剣を合わせ、相殺。攻撃を無効化した。

「決勝で当たる前に手の探さぐり合いをするか？」

　エリゼが冷たい視線をイチノに向ける。

「お互たがいまだ決勝じゃないだろう。第一、手合わせしろと言ったのはそっちだ。このぐらい、あんたなら余よ裕ゆうだろ」

「食えない奴め」

　そう言いつつも、ふたりは剣戟をやめない。

　イチノももういきなりの不意打ちはせずに、マニュアル操作による動きを確かめた。

　そして、軽くそんな剣戟の応おう酬しゆうをしながら、イチノは問う。

「あんたはあんまり《オリジンウェポン》には固こ執しゆうしそうにないんだが、なんでこんな闘とう技ぎ大会に出てきたんだ？」

　エリゼは答えない。まったく無言のままだった。

「いや、答えたくないならいいんだけど」

「……別に隠すようなことではない。お前の言う通り、《オリジンウェポン》に興味はないが、今回は特別だ」

「特別？」

「それ以上、言うことはない。……ラスト、少し本気を出すぞ」

　エリゼが踏み込み、〈エクスブレード〉をイチノの胴どうを寸断するかの如ごとく横に薙なぐ。

　イチノはすぐさま、その攻撃に反応し、その横薙ぎの一撃を逸そらすように上へと誘さそう。

　相殺ではなく、受け流しだ。

　だが、

「面おも白しろい。だが、二撃目にまでは意識がいっていなかったな」

　いつの間にか、イチノの喉のど元もとには〈エクスカリバー〉が突つき付けられていた。

　しかし、エリゼは不満そうに目を窄つぼめる。

「……もっとも、お前にはまだ切り札がありそうだが」

「さて。お互い様じゃないか？」

　最後の剣戟を終えて、ふたりは剣を収める。

「やはりマニュアル操作相手であれば、こちらも気を遣つかわずに済むし、緊きん張ちよう感もある。悪くない訓練だった。礼を言っておこう」

「こっちは適当に攻撃を当ててもダメージを負わせられないんだけどな」

「毎回、急所を狙ってきたくせによく言う。クリティカルを狙って出せるだろうに」

　エリゼはくっくっくと小さく笑った。

「君とわたしは似ているな」

「どこがだよ。レベル１にレベル70。天と地ほどの差がある」

「だが、目指すところは一いつ緒しよだろう？」

　そして、エリゼはイチノに背を向ける。あとは剣で語り合うのみ、と言わんばかりに。

　だが、イチノの用件はまだ済んでいない。

「ちょっとだけ待ってくれ。こっちの本題がまだ終わってない」

　エリゼの背中に向かって問うと、彼女はゆっくりと振り返った。

「手合わせした時の話じゃなかったのか？」

「まあ、あれはそんな大事なことじゃないさ。本命はこっちだ。ソウルイン時間が伸のびたという話を聞いたんだが、それは本当か？」

「……それが何か？」

「ちょっと気になることがあってな。で、それって何かアナウンスでもあったのか？」

「訓練に付き合った礼として言っておこう。そういうことは特になかった。気付けば八時間でゲーム酔よいしなくなっただけだ」

「気付けば、か。なるほど」

「用がそれだけならば、わたしはもう行くぞ」

「いや、実はもうちょっと話に付き合ってほしいんだが」

　エリゼが訝いぶかしげな目を向ける。

　だが、イチノはそれを受け流して、不敵な笑えみを浮うかべて言った。

「この闘技大会の目もく論ろ見み……興味はないか？」




『さあ、引き続き、準決勝第一試合が行われます！　〈未経験者を極めた者コンプリート・ノービス〉イチノ、そして〈リザルターナイン〉ヒルトルート。実に興味深い試合です』

『そうですなー。普通に考えればヒルトの勝ちなんやけど』

『え、今なんて言いました？』

『あ、いや、実じつ況きようのひばりさん、顔が怖こわいですわ……。いや、普通に考えれば、ですわ。あのイチノっていうんは、昔から噂うわさにはなっとったけど、ちょっと戦いが異次元過ぎてわからん。レベル１やで。おかしいやろ』

　そんな実況が試合会場まで届き、イチノは「何を言ってるんだ……」と疲つかれと共に息を吐はき出す。

「あらあら。わたくしと戦うのは不服かしら？」

「いえ、そういうんじゃなくてですね……」

　十メートルほど先にいるヒルトは未いまだに剣を抜ぬいていない。

　彼女のロールはホワイトナイトというレアなロールで、高位の魔ま法ほう及およびあらゆる武器を装備できる。

　その戦いぶりはこれまで何度も見てきたが、彼女が焦あせったところをイチノはほとんど見たことがない。

　ありとあらゆる場面で切り札を残しているように思えるほどだ。彼女の手札はすべて晒さらされておらず、その手に何枚あるのかもわからない。

　剣だけでの戦いならば、自信はある。それすら彼女が何も隠かくしていなければ、だが。

　彼女はイチノが最も苦手とする、いつ何をやってくるかわからない、攻撃手段が未知の相手だった。

「賭かけのことは覚えておりますか？　イチノ君」

「え、賭け？　……そう言えば、準々決勝で負けたら何かをしてもらう、みたいなことを言われた気が」

「わたくしに負けたら、そうですわね。イチノ君は何でも命令をひとつ聞いてくださいな」

「賭け続行してたんですか!?　無効でしょう！」

「じゃあ、新たに賭けをしましょう」

　悪びれずヒルトは底知れない笑みを浮かべる。

「ふぅ……。またギルドに入れって言うんですか？」

「あなたが首を縦に振ふってくれるなら、ね。強ごう引いんに入らせても意味がないし……わたくしの望みはあなたの一日を貸してほしいだけよ。あなたとのふたりの時間ね」

「……何が望みなんですか」

「それは乙女おとめの秘密だわ」

　口に指を当てて上品に笑う。

　イチノは「乙女って歳としなんですか」と、つい口を衝ついて出そうになった。言ったら殺されそうな台詞せりふなのは明らかだし、そもそも〈ゴスペル・クァイア〉のギルドメンバーの話では、まだ大学生のはずだ。

「……また何か妙みようなことを考えてませんか？」

　爽さわやかな笑みから、にっこりとした笑顔に変わる。

　怖い類たぐいの笑顔だ。目が笑っていない。

「い、いえ、何も。……準備しなくていいんですか」

　そして、イチノは剣を抜く。

　気の抜けた雰ふん囲い気きから一転、すぐに臨戦態勢を整えた。

「さすがの集中力ですわね。武器はお気になさらず」

　余裕の表情を見せているが、そこに隙はない。いつ仕し掛かけられても万ばん全ぜんだという自信があるのだろう。

「準決勝、第一試合、デュエルッ！」

　審しん判ぱんの掛かけ声──と同時に、イチノがヒルトとの間にあった距きよ離りを詰つめる。

　相手の虚きよを衝ついた、相手の予想よりもワンテンポ速いであろうタイミング。

　事実、ヒルトは反応できなかったかのように動かない。

　蒼あおい剣閃がヒルトの首を襲い、大量の星が散る。クリティカルヒットだった。

　ヒルトのＨＰからして、致ち命めい傷しようにはなっていないだろうがファーストアタックとしては上出来だろう。

　返す刀でさらに、ヒルトの手首を狙い──強きよう烈れつに嫌いやな予感がイチノの背筋を[image: 迸]ほとばしった。

「くっ!?」

　そもそも、一刀目はともかく二刀目が易やす々やすと入る相手ではない。

　二刀目で手首を狙う時、ヒルトはまったく動こうとしなかった。いくら何でもそんなに鈍にぶい相手ではないのだ。

　しかし、狙いがわからない。

　だが、すんでのところで地面が光ったのが目に入る。

「〈エクスプロスト〉！」

　イチノの真下が大爆ばく発はつして、轟ごう音おんを響ひびかせた。

　土の塊かたまりと、そして、砂さ塵じんを巻き上げる。

　観客たちはその砂塵で中の様子が窺うかがえないが、もうヒルトの勝利だろう、と確信めいた思いを持っていた。雑談内容も大体、そんなものだ。

　しかし、砂塵が晴れると──イチノは無傷で立っていた。

「〈アストラル・ガード〉ね。クリティカルヒットをもらってる隙すきに、魔法をぶつけたつもりだったけど……気付かれちゃったわ」

「ヤルシュカとの試合を見てなかったら気付けなかったですよ」

「あら。ステルスの魔法を使わなければよかった」

　だが、それすらもヒルトの想定の内なのだろう。その双そう眸ぼうには一いつ片ぺんの失望も見えない。

「でも残念ね、イチノ君。そのステルスした、〈エクスプロスト〉は、ダメージを与あたえられれば御おんの字だけど、それに近いぐらい君にダメージが行くはずですわよ」

「……スリップダメージ……じゃない。ＳＰダメージ!?」

「ご名答」

　イチノが気付いた時には、すでにＳＰはゼロとなっていた。

〈アストラル・ガード〉はＳＰをレベル分使用する、レベル１のイチノにとって最後の砦とりでとなるスキルだ。

　それがいきなり使用不可に陥おとしいれられたのである。

「もう、容よう赦しやはしませんことよ」

　ヒルトの背後に、無数の槍やりが浮かび上がった。いつぞやに見せた光の槍、神の雷槍グングニルだ。

　砂塵が舞まっている間に詠えい唱しようを終えていたのだろう。槍の穂ほ先さきはすべてイチノに向かっている。バチバチと音を立てて、槍自身が今か今かとイチノの身体からだを食いちぎらんとしているようにすら見えた。

　全体像を捉とらえ、その数をイチノはすぐに確かく認にんする。二十三本だ。

「神の雷槍・麗ジヤツジメント・グングニル」

　ヒルトが小さく呟つぶやくと、その一本がイチノへ飛んだ。

　すぐさまイチノは射線から外れて横へと避よける。さすがに方向修正をする特性までは備えていなかったが、凄すさまじい速度に嫌でも背筋が凍こおらされた。

　外れた槍は地面へと着ちやく弾だん。砂塵を撒まき散らす。

　イチノからすれば、次の射出タイミングが読みにくい。完全にこれでイチノを倒たおしきるつもりのようだった。

　二本、三本と、容赦なく雷かみなりの槍が飛ぶ。時には逃にげ場を塞ふさぐように。

　イチノはヒルトの視線と小さな動きからある程度場所を読んでいるが、それでもかなりギリギリだ。

　相そう殺さいは魔法には意味がない。

〈アストラル・ガード〉はＳＰが尽つきたせいで使用不可。

　素人しろうと目めにも、もうイチノには勝ちの目はなかった。

　砂塵の舞まう中で、神の雷槍グングニルの猛もう威いは止まらなかった。それらを撃うち尽くすにはまだ遠い。

　イチノがあの一いつ瞬しゆんで確認した時、雷槍は二十三本。まだ五本は残っている。

　そして、危険な気配。

　砂塵の中から強烈な意志がイチノに向かう。

　それはヒルトの剣。

　彼女はこの砂塵の中、イチノに一いち撃げきを入れるべく肉にく薄はくしてきたのだ。

　相殺すら間に合わないタイミング。

　ヒルトの横よこ薙なぎがイチノの身体を襲おそった。

「くっ！」

　イチノは大きく後ろへと跳とんでどうにか避ける。

「避けましたか。ですが、これで終わりです。神の雷槍グングニル！」

　着地した瞬間を狙ねらい、待ち構えていたかのように五本の槍が同時にイチノへ向かって放射状に飛ぶ。

　逃げ場はない。というよりも、間に合わない。今からどう回かい避ひ動作を取っても五本の描えがく射線のどこかに重なってしまう。

　だが、イチノはその場から動かず、剣けんを構えた。

　そして、迫せまり来る一本の槍を睨にらみ据すえる。

「サクラと……それに、ユリにはお礼を言っておかないとな！」

　槍に向けてイチノは剣を振りかぶり、その剣を振るった。

　相殺の振りではない。

　蒼の剣けん閃せんが、雷の槍と接せつ触しよくする。

　その瞬間──蒼の雷は真っ二つに斬り裂かれた。

　穂先から真っ二つに斬られた槍は、それぞれ軌道を変え、見当違いの場所に着弾する。轟音と共に砂塵を巻き上げる。

「なっ……！」

　魔法切断。

　サクラがユリを相手にした時に見せてくれた代しろ物ものだ。

〈風精剣ゼフィランサス〉の特性かとも思ったが、この魔法切断を〈ヒヒイロカネ〉で作られた剣でならできるかもしれないと、イチノは踏ふんだのだ。

　以前のイチノなら魔法の攻こう撃げきに何もできなかったが、今のイチノにはある。〈ヒヒイロカネ〉を使った愛剣、キョウの打った〈ワンサイドブレード〉が。

「まさか、こんなぶっつけ本番で……!?」

「いえ、まさか。ちょっとユリに手伝ってもらいました」

「だからってこんな早くに……!?」

　苦し紛まぎれに魔法を放つヒルト。

　だが、もはや冴さえもないその魔法はあっさりと蒼い剣閃に阻はばまれ切断される。

　そして、イチノはヒルトへと肉薄。

「はあっ！」

　懐ふところに入り、下から薙なぐようにしてその首を斬きり裂いた──。




『決着！　なんと！　現役〈リザルターナイン〉のヒルトルート選手を、レベル１のイチノ選手が倒しました！』

　この日一番の歓かん声せいが沸わいた。

　試合会場を揺ゆるがすほどの巨きよ大だいな声。こんな処理まで入っているのか、と感心する暇ひまもなく。

　イチノは倒れたヒルトに向けて、手を差し出した。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

「大丈夫ですわ。疲ひ労ろうや痛みがあるわけでもなし。ちょっと精神的には疲つかれましたが」

　ヒルトが手を握にぎってくると、イチノは彼女の身体を引き起こす。

「あら」

　勢い余って……と言っていいのか怪あやしいところだが、ヒルトがイチノの胸に飛び込んだ。

「ちょ、ちょっとヒルトさん!?」

「あらあら。イチノ君ってば大だい胆たんですね」

「いや、どう考えても飛び込んだでしょう!?」

「疲れてるんですわ」

「疲労がないって、さっき言ったじゃないですか！」

　からかったことに満足がいったのか、ヒルトはすぐに離はなれた。

　観客席からは冷やかしの口笛などが響いており、イチノとしてはさっさと逃げ出したい気分である。

「これで賭かけはおじゃんですわね」

「そう言えばありましたね……。俺が勝った時のことを決めてませんでしたけど」

「じゃあ、無効ですわ」

「うわ、あっさりと……。いや、まあいいですけど」

「でも、ちょっとしたことならいつでも聞きますことよ。また〈ゴスペル・クァイア〉のギルドホームにいらして？　歓かん迎げいしますわ」

　彼女は笑え顔がおでそう語る。

「……ホントにヒルトさん、なんで参加したんですか？」

　そんな質問にヒルトは、審判に聞こえないよう小さく呟く。

「秘密……でもいいんですけれどね。ちょっとした内ない偵ていですわよ」

「な、内偵？」

　予想だにしていなかった単語がでて、イチノが面食らう。

「少し、この大会を怪しいと思ってましてね。少々監かん視しをするために、ね。わたくしとしては、あの閲えつ覧らん席にいられれば、それでいいんですのよ。実は負けても問題ありませんでしたし」

「……もしかして、まだ本気出してません？」

「さて、どうかしら？」

　そう言って彼女は、先さき程ほどまでの激しい戦せん闘とうが噓うそのように、悪戯いたずらっぽく笑った。




『さあ、続けて準決勝第二試合！　第一試合以来の〈リザルターナイン〉同士の激げき突とつ！　〈アドベントフェアリー〉サクラ選手と、〈獅子聖サンオブザリオン〉エリゼ選手です！　すでに決勝のひとりはイチノ選手と決まっております。どちらが彼と戦うことになるのか！』

　実じつ況きよう席は盛り上がっている。

　観客席もまた、同じく熱ねつ狂きように包まれていた。

　しかし、だ。

　レベル52のサクラ。

　レベル70のエリゼ。

　両者のレベル差は歴然で。

　その技量もまた桁けた外はずれの差だ。

　サクラも成長著いちじるしいとはいえ、そこは相手に一いち日じつの長ちようがある。

　今までの対戦相手のように一撃でやられなかったことを、むしろ誇ほこるべきだろう。

「くっ！」

　サクラが苦く悶もんの表情を浮うかべて、エリゼと相対する。

　だが、またも首に剣閃を喰くらった。〈聖光剣エクスカリバー〉の生み出す、白い軌き跡せきの一撃だ。

　さらに手首にも一撃を喰らう。〈天てん魔ま剣けんエクスブレード〉だ。こちらは〈ヒヒイロカネ〉生成でないため、はっきりと軌跡は見えないが、うっすらと黒いラインが引かれている。

　白と黒の一撃。

　その乱らん舞ぶに、サクラはなすがままにされていた。

「このおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

〈風精剣ゼフィランサス〉が光り、唸うなりを上げてエリゼを襲う。解放された暴風の力が、エリゼを包み込もうとして──

　だが、〈エクスブレード〉で相殺された。そして、もう一本の〈エクスカリバー〉で反撃を喰らう。またしてもクリティカルだ。

　距きよ離りを取りながら、サクラは思い出していた。

　初めてイチノと戦った時のことを。

　自分の必殺の一撃が絶対に当たらない気すらしたあの戦い。

　だが、あの時よりもプレッシャーは遥はるかに上だ。

　如何いかにイチノがクリティカルを繰くり出すと言っても、その攻撃力はレベル１。たかがしれている。少しずつＨＰが減っていく恐きよう怖ふこそあったが、それでもまだまだ戦えるという安心感もあった。

　エリゼは違ちがう。

　気を抜ぬけば瞬殺される。

　一時も気を抜けない恐怖だけがそこにあった。

「君がこの領域に足を踏み入れていることはわかった」

　エリゼの二刀がサクラを容よう赦しやなく蹂じゆう躙りんする。

「だが、まだ馴な染じみに乏とぼしい」

　ついにサクラのＨＰは一ひと桁けた──あと一撃で死ぬ。

　──一撃だけでも。

　そんな考えがサクラの脳のう裏りに過よぎる。

　そうすれば、多少は自信を失わないかもしれない。

〈リザルターナイン〉である自分が一撃も当てられずに惨みじめに敗北するよりは……。

「何を考えてるんだ、私！」

　強く首を振ふる。

　諦あきらめかけていた瞳ひとみは輝かがやきを取り戻もどし、エリゼを強く睨み付けた。

「一撃じゃダメ！　勝つ！　勝つんだああああああああああああああああ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いが試合会場に響ひびき渡わたる。

　その気合いが入れ込まれたかの如ごとく、〈風精剣ゼフィランサス〉もかつてないほどの唸りを上げた。

　もはや剣自体が小さな台風となっている。

「はああああああああああああああああああああああああっ！」

　マニュアル操作のこれ以上ない鋭するどい剣閃が生み出される。最短距離を走った輝ける緑の軌跡はエリゼの身体からだを捉とらえ──。

「君の成長速度は驚きよう愕がくに値あたいする」

　エリゼが構える。

「将来を楽しみにしていよう」

　その緑の軌跡を白と黒の壁かべが弾はじき飛ばし──。

　エリゼの〈エクスカリバー〉が容赦なくサクラの身体に突つき刺ささった。




　サクラの試合の顚てん末まつを見届けたイチノは、試合会場に向かうべく立ち上がる。

　それをキョウが引き留めた。

「イチノ」

「ん？」

「えーっと……まあ、なんだ。頑がん張ばってきてくれ」

「おう。勝ってくるさ。〈ワンサイドブレード〉もあるしな」

　ポンと〈ワンサイドブレード〉の柄つかを叩たたく。

　次にヒルトとヤルシュカがイチノに視線を向けた。

「歴史を変えることを、期待してますわよ」

「そんなの柄がらじゃないんですけどね……。頑張りますよ」

「お前が勝ったら乱入するから、そこで決着つけようぜ」

「……いや、それダメだろ」

〈リザルターナイン〉でも、ふたりはまったく性格が違う。

「場を弁わきまえてくださいましね」「いいじゃねーか、固いこと言うなよ」

　それでもふたりは仲がいいらしい。

「イチノさん、すぐ近くで応おう援えんしてますから！」

「いやカレン……、お前はさっさとラウンドガールの仕事をしに行け」

「えー、イチノさんいけずです」

「まあ、お前の応援に応こたえるようにはするさ」

「はいっ！」

　そして、笑顔を浮かべたカレンは急ぎ、試合会場へと向かった。

「イチノ！　え、えっと！　ファイト！」

　最後にユリが拳こぶしを握ってイチノを激げき励れいする。

「ああ」

　イチノが頷うなずき、そして会場へと足を向ける。

　その途と中ちゆうの通路で試合から戻ってくるサクラと出くわした。

「あ、イチノ……」

　肩かたを落として落ち込んでいた。

「えへへ。負けちゃった」

　そんな風に気落ちする姿は、サクラというよりも現実の咲良を見ているようだった。

「相手はレベルも高いし、マニュアルを極きわめたみたいな存在だ。あんまり気落ちするなよ」

「う、うん」

「マニュアル覚えてからまだ日が浅いんだ。ずっとやってれば、いつかあの領域に届く。お前ならな」

「で、できるかな？」

「ああ。間ま違ちがいなくな」

　そうイチノに言われると、サクラも少し元気が湧わいてきたらしい。

　お世辞ではない。この闘とう技ぎ大会でのサクラの成長速度は群を抜いている。

　レベルも上がったが、プレイングスキルもイチノの予想以上に上がっていた。その上、〈風ふう精せい剣けんゼフィランサス〉の力まで引き出したのだ。

「頑張ってね、イチノ。私、閲覧席で見てるからね！」

「おう」

「ぜ、絶対に勝って！」

「任せろ。仇は取ってやる」

　そして、イチノは試合会場へと足を踏ふみ入れた。




『決勝は〈未経験者を極めた者コンプリート・ノービス〉イチノ選手と、〈獅子聖サンオブザリオン〉エリゼ選手です！』

　実況の声がここまで届く。

　イチノはひばりの声を聞きながら、精神を集中していた。

　キョウを倒たおした時。

　サクラを倒した時。

　そのどれもが圧あつ倒とう的。

　サクラなど、イチノですら予想だにしていなかった成長をあの瞬しゆん間かんにも見せたというのに、だ。

　ほぼイチノと同じか、それ以上の技量をエリゼは持っている。

　勝てるかどうか。

　──いや、勝たなきゃならない。

　イチノは強く決意を新たにする。

　どういうケースになるにせよ、《メモリーフラグメント》のためにも、ここでの優勝は必ひつ須すなのだ。

　門を開き、試合会場へと誘いざなわれるように入る。

　その遠く──対面にはエリゼがいた。

　その首に、〈獅子聖サンオブザリオン〉を表わす毛並みを纏まとわせて。

　ふたりは互たがいに十メートルにまで近づいた。

「………」

　エリゼは無言で剣を抜く。左手に白き〈聖光剣エクスカリバー〉と右手に黒き〈天魔剣エクスブレード〉。

　訓練室で手合わせした時と、何ら変わらない一対の剣。《オリジンウェポン》と、稀き代だいの名鍛か冶じ師し〈伝説創世ジエネシス〉ヤルシュカが打った創作物における最強の剣だ。

　イチノもまた無言で抜いた。蒼あおく光る刃やいばを持つ愛剣〈ワンサイドブレード〉を。

　交かわす言葉はすでにない。

　伝えるべきことはすでに伝えた。

　後は戦うのみ。

　審しん判ぱんもふたりのただならぬ雰ふん囲い気きを察し、すぐに試合開始の準備をする。

　審判が手を振り上げ、

「デュエルッ！」

　火ひ蓋ぶたが切って落とされた。

　お互いが相手に向かい、速そつ攻こうで仕し掛かける。

　いきなり、白と黒の軌き跡せきと蒼の軌跡が、暴れ狂くるうようにぶつかった。

　何度も何度も刃の重なり合う音が鳴り響く。

　剣けん閃せんはすべてが急所狙ねらい。

　しかし、それらの軌跡はすべて相そう殺さい。命中する前に攻こう撃げき判定を失っていた。

　何十合と打ち合ったはずだが、お互いのＨＰは１も減っていない。

　相手が二刀流でも、そして、またマニュアル操作であっても、イチノの予測、経験、観測は冴さえ渡った。

　一挙一動を見み逃のがさず、またエリゼの虚きよ──フェイントにも決して惑まどわされない。

　イチノは〈エクスブレード〉を避よけながら、〈エクスカリバー〉の攻撃判定を相殺。

　二本の剣は、まるで壁を斬きっているかのようだった。

　そして、エリゼの方もイチノの〈ワンサイドブレード〉を〈エクスカリバー〉で相殺している。

　イチノはエリゼの右側から攻せめるように見せて、左を攻めとフェイントを織り交ぜて隙すきを窺うかがうが、〈エクスカリバー〉の動きを多少制限するに留とどまっていた。

　気がつけば、実じつ況きようの声も観客の声もなくなっている。

　別次元の戦いに、誰だれもが言葉を失っていた。

　マニュアル操作同士における、戦いの極致である。

「俺の知ってる戦いじゃねぇ……」「拳けん銃じゆうよりも速くね？」「実はＡＩなんじゃ……」

　観客も言葉を失っている者が多い。歓かん声せいは叫さけびよりもどよめきへと変わっている。

　だが、エリゼはさらにその剣の速度を上げた。

「ふっ」

　エリゼの白──〈エクスカリバー〉がイチノを襲おそう。

　その剣筋、右下から手首を狙う切り上げは一度、見たものだ。

　イチノは危険を冒おかして前に出た。

　その剣閃に合わせて、剣を振るう。

　相殺ではない。相手の刃を自身の剣の裏刃に乗せて逸そらす──受け流しだ。

〈エクスカリバー〉を逸らされたエリゼは、体勢を崩くずされる。

　だが、その崩される体勢からもうひとつの剣──〈エクスブレード〉を巻き込むように振り回す。

　攻撃されるなら、それだろうと予想していたイチノはそれを頭を下げて避けた。

「はあっ！」

　ついにイチノの攻撃がエリゼの首を斬り裂さく。クリティカルの星が散り、エリゼのＨＰが減る。

「……なるほど」

　距きよ離りを離はなしたエリゼが、納なつ得とくした顔を浮うかべて頷いた。

「一応、わたしに有利か」

「当然だろ。レベル１とレベル70だぞ」

「そうだな。このままお互いにどれだけ集中を切らさずにいられればどちらか有利か……。問題はそこだ」

「………」

「お前のクリティカルによって、わたしはあと二十六回の攻撃を受ければ戦せん闘とう不能。お前の場合は、〈アストラル・ガード〉によって初期ＳＰのままであれば十八回。ちょうど一・五倍の差だ」

「順当にいったらな」

「行くさ」

　そこでエリゼはその瞳ひとみに氷のような鋭するどさを宿す。

「レベルに頼たよらない戦いなど、幻げん想そうに過ぎない。それを教えておこう」

　エリゼが大地を蹴ける。

　二刀の剣閃がイチノを襲った。

　今までは二刀を、それぞれ一刀ずつしか繰くり出してこなかったが、それをやめて二刀同時に振ふり始める。

　一刀の〈エクスカリバー〉は相殺で攻撃判定を無効化したが、もう一刀の〈エクスブレード〉はすでに回かい避ひ不可能な体勢だった。

　イチノの身体からだを淡あわい赤が覆おおう。〈アストラル・ガード〉だ。

「いきなり、立ち回りを変えてきたか」

　演算を修正。

　二刀同時攻撃を頭に入れ、立ち回りも変へん更こうした。

　再び、ふたりの別次元の戦いが始まる。

『こ、これ、攻撃が当たってるのかどうか……』

『お互い当たってはいるで。エリゼのＨＰは少しずつ減っとるし、イチノのＳＰも１ずつ減っとる』

『剣を振っているのはわかりますが、それ以外はわかりませんね……』

『わかっとるやつなんぞ、観客の中に一割もおらんやろ。相殺に次ぐ相殺に、クリティカル、受け流し……あとはイチノがカウンターを狙っているのと、エリゼがフェイントをかけてイチノの〈アストラル・ガード〉をするタイミングをずらそうとしておる』

『ずらそうと？』

『イチノは〈アストラル・ガード〉を失敗すれば、残りＨＰ、ＳＰ関係なく戦闘不能やからな。ＳＰを１ずつ削けずるよりは手っ取り早い。まあ、エリゼは〈エクスブレード〉で〈アストラル・ガード〉を使わせて、〈エクスカリバー〉でイチノの防ぼう御ぎよ膜まくを破ろうとしておるが……今のところは全部相殺されてるな。どっちもヤバい技量や。ホントに人間か？』

　システムの中でもメインではない相殺にクリティカル。

　効果は高いが、それだけに本来狙ってできるものではない。

　相殺もクリティカルも相手あってのもの。

　相手の動きを完全に読めなければできるものではない。

　そちらの技術を磨みがくぐらいであれば、レベルを上げた方がいいのである。

　如何いかに経験値の計算が謎なぞでも、モンスターを倒していればいずれ上がるのだから。

　だが、イチノはもとより、エリゼはレベル上げもした上で、プレイング技術を磨いてきている。技量が同じであれば、あとはレベルとスキル、相あい性しようがものを言う。

　とはいえ、イチノは一撃喰くらったら負けであることには変わりがない。

「………」

　無言でエリゼの攻撃が続いていた。

　イチノもエリゼに攻撃は当てている。ウィークポイントへと的確に。

　ここまでエリゼが長く戦っているのを、観客たちは初めて見るだろう。

　元々、エリゼはソロプレイヤーで、戦っているところをあまり見せることはないが、ところどころで目もく撃げきはされていた。中にはストーキング行こう為いを働いてまで見に行った冒険者もいる。

　そして、昔は決けつ闘とうを受けてもいたのだ。

　しかし、エリゼが〈リザルターナイン〉になって以降、三分と持った者はいない。

　こうして十分二十分と打ち合っていることが、エリゼにとっては異常と言えた。

　イチノはエリゼの〈エクスカリバー〉を何度も相殺し、〈エクスブレード〉を避けるか、あるいは〈アストラル・ガード〉で完全に防いでいた。

「ふん……」

　しかし、さらに時間が経過し、終しゆう盤ばん。

　ここに来て自力の差が出てきた。

　レベル差という名の差だ。

　エリゼのＨＰはまだ四分の一ほど残っている。

　だが、イチノのＳＰはもう１しか残っていなかった。

「おかしい」

「……何がだ」

　剣けんの応おう酬しゆうをしながら、彼らは語る。

　イチノを見るエリゼは浮かない顔をしていた。

「もう十八回は攻撃を当てたはずだ。だというのに、なぜお前のＳＰは残ってる？」

「ちょいと腕うでのいいアルケミストがいるんでね」

　イチノが〈アストラル・ガード〉を使っても、ＳＰが減らないことがある。

　以前、ひばりがプレゼントしてくれた銀細工の腕うで輪わ──〈ひばりの腕輪〉だ。

　ＳＰ消費行動の消費ＳＰを二十パーセントの確率で０にする、レベル１の身分からすれば破格の装備である。

「なるほど、ＳＰ消費無効化か。合が点てんがいった」

　だが、エリゼの剣筋は鈍にぶらない。

　イチノは二撃目を受け、〈アストラル・ガード〉を発動。乱数が味方して、ＳＰは減らなかった。どうにか残りＳＰ１を保つ。

「何度も使えるわけではないだろう。特にＳＰが０になれば発動することすらできなくなり、二十パーセントの意味もなくなる」

「………」

「お前が不利であることに変わりはない」

　そんなことはイチノも悟さとっている。

　だからこそ、常にイチノはエリゼを観察し続けた。

　数少ない隙、癖くせ、習慣、あらゆるすべてを。

「お前のその粘ねばりは驚きよう愕がくに値あたいするが、次はレベルを上げて挑いどんで来るがいい」

　エリゼから同時に鋭い剣閃が放たれる。

　イチノは〈エクスカリバー〉を相殺。だが、〈エクスブレード〉を避けられない。

　ついに最後の〈アストラル・ガード〉が発動し、イチノのＳＰが０になる。

　だが、それでエリゼの攻撃が止やむわけではなかった。

「これで──終わりだ」

　エリゼが最後の詰つめに来る。

　イチノへ、必殺の一撃を、トドメを刺さしに。

〈エクスブレード〉を上段に、〈エクスカリバー〉を水平に、十字攻撃の構え。

　どちらかを相殺で防げても、もうひとつは避さけられない。

　ここをどうにかするのであれば、もはや大きく後ろに跳んで逃にげるしかなかった。

　しかし、ここを逃げたところでどうにもならない。じり貧ひんに追い詰められるだけだ。

「いくぞ」

〈エクスブレード〉の縦による攻こう撃げきを、横にずれてどうにか避ける。

　だが、そこに横よこ薙なぎの〈エクスカリバー〉──白い軌き跡せきがイチノを襲った。

　相殺は間に合わないタイミング。〈アストラル・ガード〉を使うためのＳＰもない。

　万ばん事じ休す──誰もがエリゼの勝利を確信した。

「待ってたぜ、それを！」

　しかし、それこそがイチノが待ち望んでいた攻撃。

　イチノはその手に〈ワンサイドブレード〉を構え、強く握にぎり締しめた。

　そして、襲い来る横薙ぎに合わせて、下から突つき上げるように振り上げる。

　間に合うかどうかはギリギリ。

　どちらにしろ、これでは相殺にはならない。タイミングがまったく合っていないのだ。剣に押し切られ、確実に〈エクスカリバー〉はイチノの身体を斬きり裂くだろう。

　だが、それでもイチノの剣筋は微み塵じんも鈍らない。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!」

　大気が震ふるえるほどの咆ほう哮こう。

　蒼あおの軌跡と、白い軌跡が交差する。

　白が蒼に押され、歪ゆがみ、割れ──小さくパキンと甲かん高だかい音が響く。

　何かが空中に上がり、ひゅんひゅんひゅんと音を鳴らした。

　それが地面に落ちて、ザクリと突き刺さる。

　落ちたその場所には、刃やいばがあった。

　柄つかは未いまだエリゼの手元にあるが、刃がなくなっている。〈エクスカリバー〉が根元から折れていた。

「な……」

　エリゼが驚愕した一いつ瞬しゆんの隙すき。

　攻撃判定が終わらないうちに、イチノの剣けん閃せんがエリゼを襲おそう。

　その剣閃は首筋に命中し、残った白い痕あとが炸さく裂れつ。星を散らす。

　カウンターで入った証しよう拠こだった。

　エリゼのＨＰが一気に減少する。

　観客の轟ごう音おんのような歓かん声せいが遅おくれて響き渡わたった。

「まさか、〈エクスカリバー〉を叩たたき折られるとは……」

　エリゼが感心した吐と息いきを漏もらす。

「ま、だからこそ、ずっと〈エクスカリバー〉だけを狙ねらって、相そう殺さいや受け流しをしたわけだしな。あんたの牙きば、一本もらったぜ」

　挑ちよう発はつ的な言葉に、エリゼは不ふ愉ゆ快かいそうにその柳りゆう眉びを逆立てた。

「わたしが剣一本で弱くなる、とでも？」

　そして、エリゼは〈聖光剣エクスカリバー〉の柄を捨て、〈天てん魔ま剣けんエクスブレード〉を両手で構え直す。

「まあ、それでもいいけど……。今、どんなもんだ？」

　そう問うと、エリゼの動きがピタリと止まった。

「ふむ……」

　そして、静かに〈エクスブレード〉を下げ、構えを解く。

「なるほど、君の言っていたことは確からしい。こんな短期間でレベルが上がった」

「やっぱりか」

「……なんだ、この茶番は」

「どうする？　俺は別にこのまま戦うのでも構わないけど」

　そこにイチノに緊きん急きゆうのメッセージが入る。プリシラのものだ。

　観客にわからないよう、そのメッセージに耳を澄すませる。
















『〈八や咫た烏がらす〉と〈ローズリッター〉の繫つながりの証拠を摑つかんだよ。あと、この闘とう技ぎ大会の目的もね。概おおむね、イチノの言った通りだった』

「転送してくれ」

　そして、イチノは剣を構え、剣で地面を斬り裂さいて砂さ塵じんを巻き上げる。

　だが、それはエリゼに対する目め眩くらましではない。

　エリゼに肉にく薄はくしたイチノは、すぐさまその証拠をエリゼへと転送する。

　それが観客たちに見えないように、砂塵を巻き上げたのだ。

「……まさか、こんな目的があったとは。戦うのが目的ではあったが、こうして利用されるのはさすがに不愉快だな」

「さて。こっからどうする？」

「お前との決着をつけたいが……こんな茶番でつけてしまうには惜おしい」

　すると、エリゼは流りゆう麗れいな眉まゆを顰ひそめる。

「興が削そがれた。〈エクスカリバー〉も壊こわれたし、タイミング的にはいいだろう」

　そう言って、エリゼは手を挙げた。

　そして、審しん判ぱんを手招きして耳に口を寄せる。

「え、い、いいんですか？」

　そして、エリゼはイチノに向き直った。

「イチノ。名前は覚えておこう。お前──いや、君とはいずれ、こんな茶番ではなく、これ以上ない舞ぶ台たいで決着をつけようじゃないか。レベルを上げろという言葉は撤てつ回かいする」

「……疲つかれるからお前とはもう二度と戦いたくない」

「君とわたしが目指すところは一いつ緒しよだ。いずれまた巡めぐり会う。いつかはわからないが、な」

　そして、エリゼはイチノに背を向け、試合会場を去って行った。

　不可解といった表情を張り付けたまま、審判はコールする。

「え、エリゼ選手の棄き権けんにより──」

　その言葉に、会場がどよめきに包まれた。

「優勝、イチノ選手！」

　こうして当人たち以外には謎なぞな形で決勝は終しゆう了りようし。

　優勝はイチノとなり、〈ローズリッター〉のリーダーから、その手に《オリジンウェポン》を受け取った。








■エピローグ









　大会を終えたイチノはインタビューや取材などを回かい避ひし、〈八咫烏〉のギルドホームを訪おとずれていた。

「言われたとおり、持ってきたぞ」

　簡素な会議室のテーブルに《オリジンウェポン》の〈無む形けい鋼こうアモルファス〉が乗る。

「おお、ありがとうございます。まさか持ってきていただけるとは思いませなんだ」

　空そら惚とぼけた口調でバルトロが言う。

　その代わり、といったようにバルトロがテーブルにアイテム道具を置いた。

　親指大の歪いびつな欠片かけら。

《メモリーフラグメント》だ。

「データを操作して、所有権はリセットしてあります。どうぞ」

　手に持って調べる。

　間ま違ちがいなく《メモリーフラグメント》だった。〈ＳＴ００４〉である。

「……素す直なおに渡すな。ごねるかと思っていたが」

「いえいえ、言っているでしょう。拙せつ者しやたちは別に敵対する気はないのです」

　イチノは小さく溜ため息いきを吐つく。

「そりゃそうだろうな。お前らの目的は俺じゃない。エリゼだったんだからな」

「……な」

「エリゼをデジタル移民第一号にしたかったんだろうが、残念だったな」

「どこで、それを……」

「色々な情じよう報ほう網もうを使ってな」

　そして、さらに暴あばき立てる。

「トーナメントの目的は、エリゼをレベルアップさせること。レベルを上げ、デジタルに慣れさせる必要があるからだ。そのために強者が必要で、そのために俺が使われたってところだろう。《オリジンウェポン》を餌えさにしたのも、すべて強者を集めるためだ」

「……まさか、エリゼが途と中ちゆうで降参したのは」

「全部の話を語った。まあ、まだ半信半疑かもしれんがな」

　ここまで暴かれるのは完全な予想外だったのか、バルトロは小さく呻うめき声を上げる。

　そして、渋しぶい表情を浮うかべ、黙だまり込んでしまった。

「……すでに腐くさりきった運営なんてどうでもいいが、妹に──恋れんに何かしてみろ。ただじゃ済まさん」

「……妹に会いたくはないのですか？　我々に協力すれば──」

「馬ば鹿かいうな。悪人に手を貸して妹を復活させたら、俺があいつに詰なじられる。そういうのが一番嫌きらいな奴やつだからな。最初から協力する気なんてさらさらない」

　そして、イチノはバルトロに背中を向ける。

「もう用はない。もう二度と、俺たちに関かかわるな」

　そう言ってイチノは去ろうとして、出入り口にいる人物に目を瞠みはった。

「イチノも無関係じゃないんですけれどね」

　そんな見知った声に、幻まぼろしじゃないか、という考えが排はい除じよされる。

　そこには、闘技大会にも参加した紫し苑おん色の髪をした少女──シオンがいた。

「シオン……。なんで、お前、ここに？」

「それは当然でしょう。私は元から〈八咫烏〉のギルドメンバーでしたから」

「……元から？」

「エリゼを決勝まで確実に導くために参加しただけに過ぎません」

「サクラに負けた後、していた話は、それか」

　シオンは何も語らない。

　眉ひとつ動かさず、イチノの目を見み据すえた。

「イチノ。あなたは、私たちに協力するしかないんです」

　そして、その手に持つ物をイチノに向ける。

　親指大の歪な欠片。

　アイテム名、〈ＳＴ００８〉。

　それはチュートリアルダンジョンのボスがドロップする落とすはずのアイテムで──。

　イチノの現時点における最優先目標である《メモリーフラグメント》だった。








あとがき









　富士見ファンタジアの読者の皆みな様さま、四ヶ月ぶりです。田た尾お典のり丈たけです。

　三巻に引き続き、お買い上げいただき、誠にありがとうございます。

　籠かご目めさんのパーフェクトなイラストに引き寄せられてしまった方は是ぜ非ひ、そのままレジへお願いします！　一巻から三巻のイラストも素敵ですから！




　というわけで近未来ＭＭＯＲＰＧ、第四巻でございます。

　ここから先、若干ネタバレありますので、お気を付けください。




　闘とう技ぎ大会！

　トーナメント！

　心の底から燃えますね！

　普ふ段だんは敵やライバルと戦うわけですが、トーナメントだと仲間同士と戦うこともあるわけで、そんな本来戦わないはずの登場人物同士が戦うわけです。

　どっちが強いのか!?　……という疑問を携たずさえながら。

　楽しんでいただけたのであれば幸いです！




　さて、今回出てきたエリゼですが、作中にもある通り、イチノがそのままレベルアップしたような人物です。

　イチノは最終的に決勝戦で彼女と戦ったわけですが、まだまだ決着はついていません。

　彼女自身もまだまだ隠かくしているものがありますからね！

　そして、イチノとは別のところで火花を散らすサクラ。

　今回はサクラのパワーアップも兼かねてます。彼女は彼女でリアルだとチートなので、慣れてくればもっともっと強くなることでしょう。

　まだイチノの方が強いですが、今後はどうなることやら……。




　さて次の巻ですが……多くは語りますまい（考えてないんじゃん、というツッコミは禁止の方向で）。

　ご期待いただければ幸いです。また次の巻もお付き合いください！




　それでは、今回も謝辞に参ります。

　また色々とエリゼやシオンらのキャラデザをしていただき、ありがとうございました！　毎回、頭を覗のぞかれているんじゃないかと思うぐらい、イメージぴったりです。それどころか、自分のイメージよりも素晴らしいです。あと、この巻が出ている頃ころは、籠目さんの画集が出ているので、それも皆みなさん、買いましょう！　私は予約してあります！

　あと、今回から担当様が変わっております。

　編集長になられました小林様、今まで本当にありがとうございました！

　そして、現担当である村主様。これからよろしくお願いします──というか、現在進行形で迷めい惑わくをかけている気がしますが、こんな感じになりますので、今後ともよろしくお願い致いたします！

　カバーデザインをして戴いただいたビィピィ様。今回も丁てい寧ねいな仕事、感謝します。

　また、この本を出版するにあたって関わったすべての皆様へ、厚く御お礼れい申し上げます。

　そして、最後に。この本を読んでくださった読者の皆様に、この上ない感謝を。


二〇一四年八月二九日　田た尾お典のり丈たけ












コンプリート・ノービス４




覚かく醒せいせし妖よう精せい








田た尾お典のり丈たけ
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